
































妹が可愛いのでコンプレックス持ちになった少女が、御曹司に溺愛されました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　どこか遠くから誰だれかの話し声が聞こえてくる……。

　ふわふわとした浮ふ遊ゆう感かんを体に感じつつ、閉ざされていた瞼まぶたをゆっくりと開ければ、目の前に小さな女の子達が座っていた。

　いたって普通の子とまるで子役のように愛らしい子。

　二人共、歳としの頃ころは三歳から五歳ぐらいだろうか。それぞれ壁かべに凭もたれかかり絵本を読んでいる。

　その子達がいるのは、玩おも具ちやが入ったピンクのケースや絵本が収納された本ほん棚だななどが設置されている室内だ。

　そこは、私が物心ついた頃に使用していた部屋と似ていた。いや、違ちがう。似ているんじゃない。同じなんだ。だってあの子達は──。




「……小さい頃の私と琴こと音ね」




　唇くちびるから零こぼれてしまったそんな私の呟つぶやき。

　それを彼女達は拾うことをしない。それどころか、手を伸のばせば触ふれられるぐらいの距きよ離りにいる私の存在にも気づかないようだ。そこでふと気づいた。

　あぁ、そうか。これは夢なのだと。

　でも、夢の中だというのにやけに意識がはっきりとしている。これがいわゆる明めい晰せき夢むというものなのかもしれない。

　第三者視点でもこんなにも私と妹には差があった。見た目も中身も凡ぼん庸ような私と、可か愛わいくて周りに愛される妹の琴音。同じ姉し妹まいなのにどうしてこんなに違うのだろうか。

「このえほんはだめ！　わたしのなのっ！」

　突とつ然ぜん、響ひびき渡わたってきたのは泣き叫さけぶような声。

　それに引っ張られるようにネガティブな思考の海から戻もどされ、弾はじかれたようにそちらへ顔を向けた。すると、視界に飛び込んできたのは、小さな私が読んでいた絵本を妹の琴音が腕うでを伸ばして奪うばおうとしている様子だった。

　小さい私はその絵本を離はなさないように胸にしっかり抱だきしめている。まるで大切なものを守り抜こうとしているかのように必死の表情で。

「ちがう！　おねーちゃんのじゃない！　ことねがほしいからこれはことねのなの！」

　けれども、琴音はそんな抵てい抗こうもお構いなしと無理やり奪おうとしている。

　時々髪かみの毛けをひっぱったり体を叩たたいたりと、その愛らしい顔には不ふ釣つり合あいなレベルの執しゆう着ちやくだ。

「これはおばあちゃんが、あかねにかってくれたものだよ……ことねはべつのかってもらったのに……」

　どうやら二人は、一冊の絵本を巡めぐって争っているようだった。この光景は一体いつの頃の話だろうと思っていたが、小さい腕で抱きしめているその隙すき間まから窺うかがえるウサギの顔を見て思い出す。

　──これは『ウサギの冒ぼう険けん』を奪われる直前の出来事だ。

　大好きなおばあちゃんに買って貰もらったウサギの冒険という絵本。

　毎日飽あきもせず読むぐらい大好きだったのに、この時私の手元から奪われると二度と手にすることはなくなった。あの時の後こう悔かいはまだこの胸に残ったままだ。

　その時の感情が蘇り、絵本を守らなきゃ！　という衝しよう動どうにかられて足を踏ふみ出だしかけた瞬しゆん間かんだった。「何をしているの？」という少し高めの女性の声により、目の前で繰くり広ひろげられている攻こう防ぼう戦せんが呆あつ気けなく幕を閉じることになったのは──。

　その通る声は、私達の左手にある部屋の扉とびら前まえから届いてきたもので、そこにはいつの間にか女性が佇たたずんでいた。年ねん齢れいは二十代半ばくらいでシンプルなワンピースに身を包んでいる。

　彼女は手にキャラクターが描かれた鞄かばんを持っているのだが、それは琴音が愛用しているピアノの楽がく譜ふなどが入っているものだ。

「おかあさんっ！」

「ママっ！」

　お母さんを視界に入れるや否いなや、琴音はすくっと立ち上がると、駆かけ足あしで彼女の元へ。そして、そのままスカートの裾すそにしがみつくと、ぽつんと残っている私の方を指さした。

「おねーちゃんがいじめるの！　ことね、あのえほんがほしいのにくれないの！」

　愛らしい瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだを流すその姿。

　それを幾いく度どとなく見てきた小さな私は、それが作り物に見えて仕方がないらしく、ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

　けれども、これから起こる未来を容易たやすく想像できてしまったのか、すぐに現実を直視したくないとばかりに俯うつむいてしまう。

「絵本……？」

　小首を傾かしげたお母さんだったけれども、部屋に残っている女の子が胸に抱きしめているものを見ると、「あぁ」と呟いた。

「お義か母あさんが、だいぶ前に買ってあげた本ね」

　お母さんは嘆たん息そくを一つ零すと、そのまま泣きじゃくる琴音を慰なぐさめ抱きあげ室内へ。

　そして面を伏ふせている小さな私の傍そばへと近づき、そのまま腰こしを落とす。

「朱あか音ね」

　それにびくりと小さな私の体が大きく動く。かと思えば、おそるおそる様子を探るように顔を上げていく。その表情は深く沈しずみ、最後の抵抗とばかりに本を抱きしめている手にグッと力が込められたのが窺えた。けれども、それにお母さんは気づいていない。

「朱音はお姉ちゃんなのよ？　琴音に譲ゆずってあげて」

「このほん、わたしのたからものなの……」

「琴音はまだ小さいでしょ。お姉ちゃんなんだから可愛がってあげないと。さぁ、渡して？」

「……でも」

「お姉ちゃんなんだから我が慢まんして。ほら、琴音が泣いているわ。可か哀わい想そうだと思わない？　これから琴音のピアノ教室だっていうのに本当に困った子ね」

「どうして？　どうしておかあさんは、ことねばかり。おねーちゃんは、がまんしなきゃいけないの？　ならあかね、おねーちゃんやめたいよ……」

　そう弱々しく小さな私が呟けば、私の視界に違い和わ感かんが広がっていく。

　つい先ほどまで見ていた過去の私達の姿が、溶とけた鉄のようにぐにゃりと歪ゆがみ、闇やみ色いろに染め上げられていったのだ。

　その異変に言葉を発する間もなく、今度は急速に意識が浮ふ上じようした。何か強い光のようなものに照らされているのか、閉じられている瞼が眩まぶしく感じる。ゆっくりと瞳を開ければ、すぐ傍にある見慣れた柄がらのカーテンの隙間から、日の光が零れ私の顔を照らしていた。

　……やっぱり夢だったんだ。でも、どうしてあの頃の夢なんて。

　太陽の光から顔を守るように寝ね返がえりを打てば、ベッドのスプリングがギシッと軋きしんだ。

　あの夢の結末は覚えている。結局逆らえずにお母さんに渡してしまったのだ。そして琴音の願い通り、絵本『ウサギの冒険』は彼女の所有物と化した。

　奪われた本はその後大切にされることなく、その数日後に破かれてしまい、ぼろぼろになってゴミとして捨てられてしまう。

　幼よう稚ち園えんから戻りその件を知った私は、ゴミ捨て場まで探しに走ったが、もう後の祭り。愕がく然ぜんと立たち尽つくす私の前には、清せい掃そう車しやによってゴミが回収されたスペースのみが残されていた。

　今でも覚えている。あの時の痛みを──。

「……ずいぶんと昔のことなのになぁ……なんで、あんな夢を……」

　ベッドから体を起こすと、土曜の朝だというのにやたら静かな気がした。うちは父、母、私、妹の四人家族だ。そのため、生活音の一つや二つぐらい日常で耳にしてもおかしくないはずだ。

　もしかして早く目覚め過ぎたのだろうか？　と、枕まくら元もとにある目覚まし時計を手に取れば時刻は七時半。むしろ、いつもよりも遅おそかった。

　なんでだろう？　と小首を傾げつつ、制服と通学鞄がかけられているフックの脇わきにある扉を開けて下へと向かうことにした。

　私は階段を降りて一階に辿たどり着つくと、そのまま洗面所へ行き軽く身み支じ度たくを整え、廊ろう下かの一番奥にあるリビングへと足を進める。

　扉を開けて中を窺えば誰もおらず、感じるのは自分の存在のみ。

　その代わり、テーブルの上にお金が置かれているのに気づく。一枚のメモと共に……。

　綺麗な文字で、妹──琴音の学校のピアノ発表会へ行く旨むねが記されていた。そして、三人で食事を摂とってくることも。

　メモと一緒に残されたお金は、私の夕食代ということなのだろう。これで理由がわかった。道理で静かなはずだ。だって、私以外の家族全員が外出しているのだから。

「またかぁ……」

　私が吐はき出だしたそんな小さな呟きを、壁にかけられている時計の針音がかき消した。

　最初はどうして自分だけ誘さそわれないのだろう？　なんて思っていたけれど、いつしかそれも麻ま痺ひ。

　私も行きたいと一言いえばいいのかもしれないが告げるのが怖こわい……。

　両親が妹の方を愛しているのを知っているから。

　それはこのリビングからも察することができる。さっと周りを見渡せば、棚や窓まど際ぎわに飾かざられているのは琴音の写真やトロフィーばかり。小さな賞状だけでなく、全国的な大きい立派な賞状まである。私も小さな賞状はあるはずなのに一つも飾られていない。

　でも、それもなんとなく理解できる。

　妹の琴音は私と違い高校は名門である六ろく条じよう院いん学がく園えんの音楽科にピアノ推すい薦せんで合格。六条院は幼等部から大学までエスカレーター式の上に、外部からの編入・入学者は極きよく端たんに少なく狭せまき門だ。

　しかもアイドル顔負けの容姿を持ち、友人達にも人気者で愛されるお姫ひめ様さま。

　そんな風だから、両親の愛の天てん秤びんが優ゆう秀しゆうな妹の方へ傾かたむくのも理解できる。もちろん自分でも努力した。琴音には追いつかないかもしれないけれども……。

　でも、その頑がん張ばりがやっと実を結び学年で五位以内という良い点を取ったテスト用紙も「そう」と一いち瞥べつされて終わり。

　小学生の時からそんなことが何度かあった上に、学校から自宅に届いた成績表が未開封のままだったりしたので私はテスト用紙も見せず結果も言わなくなった。

　きっとこの先も妹との差は埋うまることはないだろうと理解した。

　琴音はいっぱい持っている。私が持っていないものを。

　それなのに私が持っている大切なものは、琴音が奪うばい取とっていく。今朝見た夢のように──。

　ぬいぐるみに、玩具……子供の頃から私が大切にしていたものは全て何な故ぜかねだられてしまう。

　中でも嫌いやだったのは、おばあちゃんが買ってくれた『ウサギの冒険』という絵本だ。つい今朝方も夢で見たように、琴音がどうしても欲しいとお母さんに泣いて訴うつたえ、お母さんの「お姉ちゃんなんだから」といういつもの台詞せりふにより、所有者が私から妹へと変へん更こう。

　あの時「おねーちゃんやめたい」と告げたのに、「馬ば鹿かなこと言わないで。琴音のピアノ教室があるから、早く貴方あなたも準備しなさい。置いていくわよ」とお母さんにバッサリ言われて以来、私は反はん抗こうもせずに欲しいと言われたら無条件で琴音に譲ってきた。ゴネても無む駄だだと、学習したから。

　私の唯ゆい一いつの味方でいてくれた父方のおばあちゃんもこの世にはいない。だから、どこかでもう諦あきらめてしまった自分がいる。ずっとこのままの人生だって。

「……今日の予定どうしよう。ゆっくり図書館でも行こうかな」

　私はそうリビングへと呟きを残すと、メモもお金もそのままにし、外出の準備をするため私室へ戻った。
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　本と私は密接な関係だ。それは昔からクラスに上手に馴な染じむことができなかったせいもある。

　休きゆう憩けい時間に話をする友人もいないのでずっと本を読んで過ごしていた。なので、学校の図書館だけでなく市立図書館にもよく通っていた。勿もち論ろん、本屋さんにもだ。

　今日は天気も良いし時間もたっぷりあるので、少し遠出して地元の市立図書館ではなく電車で五駅先にある私立五ご王おう図書館へやってきた。

　うちの学校が三つか四つは余よ裕ゆうで入りそうなくらい広大な敷しき地ちで、人々がゆったりと過ごせるようにとベンチが設置された噴ふん水すい広ひろ場ばなどもある。その一番奥には、煉れん瓦が造りの城のような豪ごう華かに角ばった図書館があった。

　五王財ざい閥ばつのグループが運営していて、入館料は地元の人や学生ならば無料と良心的。ただし、個室やミーティングルーム等は別料金。でも、相場よりは格安に借りることができるため、多くの学生が友達同士で割わり勘かんし使用している。

　ここの維い持じ費ひや人件費を考えれば完全に赤字だろう。けれども、利益を出すという目的ではなく、学生や地元の人々に役立つようにという信念で運営しているそうだ。

　それもありあまる資産によってできるのだろう。五王の名は国内だけではなく、他国の経済界にも浸しん透とうしているぐらいだから──。

　私は指し紋もんや汚よごれ一つない自動ドアを潜くぐり、そのまま左手に設置されている受付へ向かった。

　そこにはホテルのコンシェルジュのような女性がいた。髪かみを綺麗にまとめ、しっかりとアイロンのかけられた紺こんの制服を身に纏まとっているお姉さん。

　彼女はフロント前に佇んだ私に対して、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「こんにちは。学生さんでしょうか？　学生の方は入館料がかかりませんので、学生証の提示をお願いします」

「はい」

　私は肩かたにかけていた鞄から生徒手帳を取り出し広げると、それをフロントの上へと置いた。

　榊さかき西にし高こう等とう学がつ校こう二年・露つゆ木き朱音と書かれた文字の隣となりには、至って平へい凡ぼんな自分の顔写真。お姉さんはそれと私の顔を見比べ確かく認にん。それが終わると、手帳のカバーを畳たたんでこちらへ戻してくれた。

　私がそれを受け取るとお姉さんが笑え顔がおのまま中へと促うながしてくれたので、私は軽く会え釈しやくをしそのまま奥へ進む。

　──今日はここでまったり過ごそうって思ったのに、結構人が多くて座る所がなさそう。

　五王図書館は学校からは近いので、いつも帰りに立ち寄っていた。なので、休日の人の多さに驚おどろいた。

　平日は学生が多いのだが、今日は年齢不問で賑にぎわいテーブル席がほとんど埋うめ尽つくされている。

　そのため席を確保してからにしようか迷ったあげく、結局検索機の元へと向かう。こんなに広いのだから、まだ一人用の席がどこか空いている可能性もあると信じて。

「えっと……あれ借りようかな」

　前回訪おとずれた時、読みたかった本があったのだが貸し出し中だった。その時に予約も考えたけれども、学校の図書館にあるかもしれないと申しん請せいしなかったのだ。

　タッチパネルの画面を操作していけば、表示されたのは蔵書検索画面。そこへ借りたかった本の名前を入力しようとしたが、ふいにあの絵本が頭を過よぎった。

　それはきっと今朝、夢で見たせいだろう。

「ここならあるかな？」

　元々自費出版だから部数は少なめだし、本屋さんにも問い合わせてみたが、絶版となり手に入らないと告げられた。それでも諦め切れなくて古本屋や図書館も探し回ったけれども、私があの絵本を再び手にする日は訪れなかった。

　そのため、たいした期待もせず流れ的に検索していく。すると、画面にはヒット件数一という表示がされた。

「噓うそ……あった……」
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　絵本のある児童スペースには、メインの読者層である子供連れの親子が多かった。

　テーブルセットだけではなく、床に厚めのカラフルなマットが敷しかれたエリアがあり、その上で自由に座って読めるようになっている。その他にも、ここでは月一で読み聞かせをしているそうで、小さな頃から本に接する時間を親子で共有できるようにとの図書館側の工夫が窺えた。

　マットの上には複数組の家族がいて、私はその中にいた一組の親子に目が釘くぎづけになってしまう。

　それは、母親に本を読んで貰っている姉妹。ちょうど夢で見た私と琴音ぐらいの年齢で二人共お母さんを左右から挟はさむように抱きつき、目を輝かがやかせ楽しそうに本の世界へ集中している。

　……本、読んで貰ったこと一度もなかったなぁ。

　いつも私の読んで欲しいものではなく琴音の読みたい本を。そこでも「お姉ちゃんなんだから」というルールが発動して私は肩を落とすばかり。私はキラキラしたお姫様の出る本ではなく冒険ものが読みたかったのに……。

　あの親子を見てそんなことを思いだしてしまったせいか、胸が重くなった。珈コー琲ヒーのような苦みが広がり、これ以上傷を広げないためその親子から視線を外す。

　──どうして私だけなんだろう？　ちゃんと子供に愛情を注いでくれる親もいるのに、うちの両親はどうして？　私が駄だ目めなの……？

　また深く底の見えない世界へと引きずり込まれ始めた時だった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　と、自分のすぐ傍から声をかけられたのは。

「え……？」

　弾かれたようにそちらへと顔を向ければ、そこには見ず知らずの少年が佇んでいた。

　目を瞠みはるような容姿を持つ彼は、妹の通う高校・六条院の校章が入った青のブレザーを纏っている。休日だというのに、どうして制服なのだろうか？　六条院では外出時に制服でという規則はないはずだ。もしかして、学校にでも用事があったのかもしれない。

　六条院は音楽科など各専門分野でも名門だが、もう一つ別の面で名が知れ渡っていた。それは、大半の生徒が政財界で活かつ躍やくする家々のご子し息そく・ご令れい嬢じようだということ。要するにお金持ちが通う学校なのだ。

　そんな有名校の生徒という先入観のためか、無造作にセットされた明るめの髪から覗のぞく耳に輝くシルバーピアスや着き崩くずした制服が胡う散さんくさく見えた。友人に制服を借りましたと言われても納なつ得とくできるレベル。

　そんな疑わしい彼は、アーモンドのような形の瞳ひとみを細めこちらを怪け訝げんそうに見ていた。

「ぼーっとしていたようだったから。勉強スペースはこっちではなくあっちだぞ？」

「いえ……絵本探しに来たのでこっちで合ってます。ぼーっとしていたのは、考えごとしていたせいで……」

「そうか。なら、いい」

「気を遣つかって頂いてすみません……あっ！」

　腰を折りかければ、彼の右手が視界に入り、私はつい声を上げてしまった。

　だって、彼が持っていたのは私がずっと探していた本・ウサギの冒険だったから──。

「それ……」

「あぁ、この本か？　なんか急に読みたくなったんだ。もしかして、お前も読みたかったのか？」

　そう言って彼は本を掲かかげるように腕を挙げてみせた。

「そうです。それ、昔読んでいて。大好きだったの」

「これを読んだ!?　しかも、大好き？」

「え？　そうですが……何か？」

「いや、なんでもない。俺が読み終わるまで待っているか？　十分もあれば余裕で読み終わるだろうし」

「でも……」

「時間がないのか？」

「ありますけど……」

「なら、ケーキ食べてお茶飲んでいればすぐだろ。来い」

「え？」

　彼はなんの脈みやく絡らくもなく急に私の腕を摑つかむと、そのまま引きずるように連れ出した。

　見ず知らずの人に対して警けい戒かい心しんを剝むき出だしにするべきだけれども、頭の中が真っ白になってしまい彼に抵抗することができなかった。

　混乱する私が連れていかれた先は図書館の三階。

　自習室やミーティングルームなどの個室があるのは二階なので、一般の人は足を踏み入れることはない。少なくとも私は初めてだ。

　──ここって関係者以外立ち入り禁止なのでは……？

　それなのに彼はそのまま慣れた足取りで先へと進んでいき、廊下の一番奥にある部屋に到とう着ちやく。すると、制服のポケットから取り出した鍵かぎで施せ錠じようを外し重じゆう厚こうな扉を開けて私を中へと促してくれた。

「どうぞ」

「え、あの……お邪じや魔まします」

　室内へと足を踏み入れれば、そこにはＬ字型のソファとガラステーブルが配置されているのが目に飛び込んできた。

　角部屋のためか、右手と奥が窓。そこからは新しん鮮せんな風が流れ込み白いレースのカーテンを舞まい踊おどらせていた。十五畳じようから二十畳ほどだろうか。毛並みの整えられた真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷かれ、その上にはいかにも値が張りそうな家具類が設置されている。

「ここは？」

「五王のプライベートルーム。屋や敷しきにも書庫があるけど、ここよりは遙はるかに少ないからな。時々、家族が本を読みに来るのに使っている」

「五王……家族……え……？」

　私は目を大きく見開きながら彼を見た。

「あぁ、言ってなかったか。五王匠たくみだ。六条院に通う高二」

「噓……ここを作った五王財閥の？」

「噓言ってどうするんだよ？」

　見えない。そう喉のどまで出かけたけれども吞のみ込んだ。

　明らかに見た目がコンビニ前でたむろしている高校生だったから。

　第一印象は完全に軽そうだけれども、もしかしたら中身はちゃんとしているのかもしれない。人は見た目じゃないっていうけど、どうしても先入観を持ってしまっていた。

　その上、こんな非現実的なことが起きるなんて思っていなかったから、まだ上手に思考が働かない。

　だって、ずっと私の生活は同じままだって思っていたのに、急に一転し別の領域に足を踏み込もうとしているのだから──。

「本が好きなのか？　俺もよく読むんだ」

「見えないです……」

「まぁ、この見た目だしな。それより座れよ。何か飲むか？　下の喫きつ茶さ店てんから配達もしてくれるんだ」

「なんだか、家みたいですね」

「敬語使わなくてもいいよ」

「でも……」

「俺かたくるしいの苦手なんだ」

「うん……わかった……」

　私はそう唇に言葉をのせると、彼が促してくれたソファへと腰を下ろした。

　人に積極的に関かん与よするのは得意ではなかったが、彼の纏っている雰ふん囲い気きと軽快な会話のせいだろうか？　不思議なことにいつものように気を張るようなことはなかった。

「あぁ、だからよく来るんだ。落ち着いて本が読める上に珈琲も旨うまいし」

「珈琲、好きなの？」

　炭酸とかのイメージなのに意外。

「今、炭酸とか飲んでいそうとか思っただろ？　意外と顔に出やすいな」

「そうかな？　結構喜き怒ど哀あい楽らくが出にくいって言われるけど……」

「出ていると思うよ。それより名前は？　俺と歳が近そうだけど？」

「露木朱音。榊西高の二年」

「榊西って、すぐそこだな」

「うん。だからよく帰りに立ち寄るの。五王さんは、六条院だから少し遠くない？」

「さんづけはやめろ。呼び捨てで構わない。同い歳なんだし」

「でも……五王家って言ったら……」

「なんていうか、多分イメージを誇こ張ちようしていると思うぞ？　うち、普通だから。……ごめん、普通じゃないかも。一人だけテンションの高い人が……」

「え？」

「いや、なんでもない。そんなに畏かしこまらないでいいってこと。五王って言ってもそんなに変わらないからさ。五王が気になるなら家柄を取り払って、匠という一人の人間として考えてよ。同い歳で偶ぐう然ぜん同じ絵本を探しに来たもの同士。ちょっとたとえが違うかもしれないけど、猫好きに悪い人はいないって聞くだろ？　それの絵本バージョンとでも言うのかな？　あの絵本が好きな人なんてかなり限られているからな」

「そんなことないと思う……読んでいる人いるよ」

「いや、あれはなかなかだと思う。瞳どう孔こう開きっぱなしのウサギのアップなんて怖いからな」

　彼はそう言うと、肩を竦すくめる。

　確かに彼の言う通りだった。スコップを持った純白の毛を持つウサギのドアップが表紙、しかもその漆しつ黒こくの円つぶらな瞳は綺麗な二重の円で描かれ、白目部分と瞳孔部分に分けられているのだけれども瞳孔が白目ギリギリに描かれている。でも、私は愛あい嬌きようがあって好みだ。

「だから気楽に接してくれ。名前も呼び捨てでいいしさ」

「えっと……なら、匠君？」

「呼び捨てでいいんだけど、まぁいいか。こっちも朱音って呼んでも？」

「うん」

「じゃあ、早速。朱音、飲み物を頼たのむけど何がいい？　珈琲大丈夫か？　それとも紅茶の方がいい？　ここ紅茶もおすすめなんだ」

　そう呼ばれるのがかなり久しぶりなせいか、自分の名前なのに違和感があった。

　でも、ちょっと嬉うれしい。

「えっと……じゃあ、紅茶がいいかも」

「わかった。なら頼むか」

　匠君は立ち上がると、片かた隅すみに置かれている電話へ向かった。
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「──そう。チーズケーキ二つと珈琲、紅茶を一つずつ。紅茶には砂糖とミルクを頼むよ」

　注文の電話を終えると、俺は受話器を置いてゆっくりと後方を振り返る。すると、そこにはソファに座っているＴシャツにデニム姿の少女がいた。

　左右にレイヤーが入った肩下までの髪は、一度も染めたことがないとわかるぐらいに綺麗で日の光を浴び輪を浮かべている。

　容姿もよく見かける目立つタイプではなく、かと言って地味でもない普通の少女だと思う。

　彼女は少し俯き、不安げな瞳のまま膝ひざの上に添そえている両手をじっと眺ながめていた。

　──無理やり過ぎたか？

　今日は休日だったが生徒会の仕事が入っていたので学校に行っていた。予定より早く終わり時間も空あいてしまったので、久しぶりに帰りにここへ赴おもむいてみた。なんだか、急にウサギの冒険が読みたくなってしまったからだ。

　ゆっくりと珈琲でも飲みながら読書というのも悪くない、というほんの気まぐれだったが、そこで露木朱音という少女と出会うことになった。

　児童コーナーで母親に絵本を読んで貰っている二人の女の子を羨うらやましそうに眺めていた彼女。その瞳はどこか諦めや憤いきどおりなどを含ふくみ、複雑な感情が窺えた。

　今にも消えてしまいそうな危あやうさと儚はかなさを醸かもし出していたのでつい声をかけてしまったのだが、彼女があの絵本を探していたということを知って興味を持ち、ついここに誘ってしまったのだ。

　ここならゆっくりと落ち着いて話ができると思って……。

「しかし、珍めずらしいな。この絵本を持っていたなんて」

　俺はそう声をかけながら彼女の隣へと腰を落とす。

　すると朱音は不思議そうな顔をして首を傾げてしまった。

「どうして？」

「その絵本が発売されたのはかなり昔なんだよ。自費出版、しかもあまり売り上げも良くなくて返品の山。それに本のストーリーもありがちな冒険ものだし」

　このウサギの冒険という絵本は、元々世界に二冊しかなかった。

　俺と妹のために作者が制作し、プレゼントしてくれたものだったからだ。

　幼き頃、初めてこの絵本をプレゼントされた時は全く興味が持てず、たった一度だけさらっと中身をパラ見したのみ。妹も同じ反応だった。

　その俺達の薄うすいリアクションのせいで、「この絵本の良さをわかってくれる子が絶対にいるから出版する！」と作者が躍やつ起きになった結果の自費出版。現在屋敷の書庫に在庫の段ボールが五～六ぐらいある。

　まず何が問題かと言えば、表紙が可愛くない。

　子供用の絵本なのに、緑色のリュックサックを背負ったデフォルメされた白いウサギのドアップが表紙を飾っている。しかも、瞳孔が開き切ってしまっているので恐きよう怖ふ心しんに襲おそわれる仕様となっていた。

　小さく愛らしい手で持っているスコップ。それが包丁だとしても違和感が仕事しない。

　しかも、色がはみ出していたり、線が歪ゆがんだ箇か所しよも多々見受けられる。

　そもそも、幼児向けの絵本なのになぜ瞳孔が開いているのか？

　それは作者が意い図と的てきにそうしたからだ。「好きな子を見ると瞳孔が開くって言うでしょ？　ウサギは君達の傍でずっと見ている大切な友達だよというメッセージなんだ」と言っていたが、その真意は永遠に伝わることはないだろう。まず、絵本の対象年齢者がそんな知識を知るわけがない。ウサギと目が合った瞬間、こっち見るなって思うはずだ。

　そのため、絵本を好きだと言う朱音のような存在は貴重だ。きっと作者が知ったら狂きよう喜き乱らん舞ぶ間ま違ちがいないと保証する。

「本屋さんで見つけた時、目が合って……。この表紙に惹ひかれておばあちゃんに買って貰ったんだ」

「……え」

　そんな彼女の発言に俺は目を見開いてしまう。

「こっち見るな！　と思ってしまう表紙のこれを？」

「瞳孔が開いているのは、多分絵本を読んでくれている人──読者の子達が大好きだよ。僕が傍にいるよっていう意味なんじゃないのかな？　ほら、好きな子の前だと瞳孔が開くって言うし……それで顔がアップなのは、近くにいるって意味。勿もち論ろん当時は幼かったから知らなかったよ。でも、あの頃と違って知識も身に付き、なんとなくそう感じるの。作者さんはそういう意図があってこの表紙を描いたんじゃないかなって。前は物語や絵だけだったけど、今は違う見方で絵本を読んでいて、時々そういうことを想像して本を読むの。ミステリー小説ならこれが伏線なのかな？　と、いろいろ想像したり……本の物語をもっと深く知りたいんだ」
















　朱音のその台詞に俺は息を吞んだ。まさか、あの絵本からそこまでわかるなんて──。

　朱音の感受性の高さに驚いた。

　もしかして、朱音はそれに気づいていないのか？　普通、そんなことはわからない。いや、気づこうともしないだろう。

　俺は自分には持っていない彼女の感受性にとても興味を惹かれ、朱音のことがもっと知りたくなった。

「読んでいるだけでわくわくするというか……そういう所も好きなの」

「そうか」

　あの絵本を好きだと言う驚きよう愕がくと同時に、胸に広がるのは気き恥はずかしさ。

　あの絵本の作者は俺の父だ。

　いかにもずぶの素しろ人うと作品というようなものなのに、彼女はその絵本を好きだと言ってくれている。

　そんな風に人の心を動かす作品を描いた作者が身内だと思うと照れくさいけど、ちょっとどこか誇ほこらしい気持ちになり思わず口元が緩ゆるんでしまう。

「絵、変じゃないか？　下へ手たで線もガタガタだし」

「確かにそうだけど、それがまた味わいがあるというか。作者が楽しんで描いているのが伝わってくるから好き」

　それも当たっている。すごいな、そんなことまで感じ取ってしまうとは。

　──父さんが知ったら泣いて喜びそうだ。会わせてやりたいな。あぁ、でもあの人暴走しそうで怖い……！

「女の子はお姫様の物語の方が好きそうだったから意外だな。朱音、そっちのイメージだったし」

「私は琴音と違って冒険ものの方が好きだったから、こういう話が読みたいの」

「琴音？」

　突然耳に届いた第三者の名前。

　それに対して、俺は首を傾げながら朱音へと顔を向けた。すると、飛び込んできたのは、初めて出会った時のような表情をした彼女だった。

「妹。私と違って両親の自じ慢まんの娘なの。知っているかな？　匠君と同じ六条院に通っているの。露木琴音」

「あぁ！　音楽科のか。外部生は希き少しようだから覚えている。……うっすらだけど。たしか、今日は講堂でピアノ発表会があったよな。行かなくていいのか？」

「両親が応援に行っているから大丈夫。夕食も三人で食べてくるみたいだから今日はゆっくりできるの」

　そう言って朱音は力なく笑った。

「それって──」

「大丈夫。いつものことだから。それにこの絵本にまた会うことができた」

　朱音はテーブルの上にそっと手を伸ばすと、そこに置いてあった絵本を手に取り、膝の上へと載せた。

　目め尻じりを下げ、懐なつかしさと切なさの混じった瞳で見詰めると、そっと子供の頰ほおでも撫なでるかのように優しく表紙のウサギに触れた。

「宝ものだったの。大好きなおばあちゃんに買って貰ったから、余計に思い入れが強いのかな？　私の心の中にずっと残っている」

「だった？」

「……うん。持っていた絵本はもう私の手元にはないの。幼稚園の頃に琴音にねだられて……お母さんがお姉ちゃんなんだから妹にあげなさいって。結局、絵本は琴音に破かれちゃってぼろぼろになって捨てられちゃったけど……」

　面を伏せ始めた朱音に対し、咄とつ嗟さに手を伸ばしかけたがそれを理性で押しとどめる。まだそんなに親しくもないのに、気安く触れるべきではない。

　その一方で朱音の妹に対して怒いかりも湧わいてきている。朱音の心を大切にしなかった両親に対してもだ。

　今日は自分にしては珍しく心と感情の起き伏ふくが激しい。五王家の跡あと取とりとして、いつも冷静かつ客観的に物事を見られるように。そう祖父に言われていて自分でもそれを実行できていたはずだというのに……。

　──どうしたんだ？　俺は。

　絵本の作者である父に朱音を会わせてやりたいという想いもあるが、何より俺が彼女ともう少し一緒にいたいし知りたい。

「……なら、夕食うちで摂るか？」

　気がつけばそう口にしていた。

　自分にはない彼女の感受性に惹かれ、朱音のことがもっと知りたくなった。

　それに、屋敷に行けば彼女の願いを叶かなえてやることができる。そしたら、心からの朱音の笑顔が見られるかもしれない。

　今はそんな理由でいいと思う。ただこれでお別れというのは嫌なので、もう少し一緒にいたいから……。

「どうして？」

　ゆっくりとこちらに顔を向けた朱音に俺は肩を竦めた。

「絵本、好きだって言ってくれたから。その礼。作者、俺の知り合いなんだ。それにその本ならいっぱいあるぞ。うちにあるので良ければ一冊やるよ」
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　──どうしよう……だんだん怖くなってきちゃった……。

　私は車外に流れている風景を眺めながら、ぎゅっと膝の上に添えている手を握にぎり締しめた。

　ふかふかの後部座席のシートに身を沈め向かっているのは、匠君に誘われた五王家。勿論、匠君は私の隣にいる。

　図書館でチーズケーキと紅茶を御ご馳ち走そうになりながら、夕刻まで本を沢たく山さん読むことができた。そして、読み終わらなかった本と読みたい本を数冊借りた後、匠君が呼んでくれた車に乗せて貰っているんだけど、気分が負の方向へと引きずり込まれてしまっていた。

　それもそうだろう。窓の外には私なんかが絶対に足を踏み入れることができない領域。大きな塀へいにぐるりと囲まれた広大な敷地を持つ絵に描いたような高級住宅地だ。

　Ｔシャツにデニムというラフな格好で訪れる場所では決してない。今いま更さらながら自分が恥ずかしくなる。もっとマシな服を着てくれば良かったと。

　いや、そもそもこんな雲の上のような場所に相応ふさわしい服なんて持っていない。

　図書館では匠君のフランクな性格とおしゃべりによって気が逸それていたけど、それがここに来て一気に崩くずれ落ち始める。

　六条院に通っている琴音ならば、慣れているので堂々とできるかもしれない……。

　あぁ、どうして私はこんなにも駄目なのだろうか。

「どうした？　顔色が悪いけど酔よったか？」

「大丈夫……」

「いや、大丈夫じゃないだろ。林はやし田ださん、悪いけど車……」

　匠君の言葉を遮さえぎるように、私は彼の腕にしがみつき首を左右に振った。これ以上、彼に迷めい惑わくはかけたくない。

「朱音？」

「違うの……その……」

「ゆっくりでいい。ちゃんと聞くから」

　せっかく誘って貰って自分も了りよう承しようしたのに、行くのが怖いなんて自分勝手な理由だ。

　それをどう言葉にすれば彼の気分を害することなく伝えられるのか、それがわからず適切な言葉が出てこない。

　それなのに、匠君はそんな情けない私をちゃんと理解しようとしてくれていた。

「私の格好……Ｔシャツにデニムなの……それに、私はこんなんだから相応しくないし……だから怖おじ気けづいてしまって……」

「俺もよく着るよ？　今日は生徒会で学校だったから制服だけど。それにうちはそんなに畏まった格好をするような家じゃないから気にしなくてもいい。ことあるごとにイベントで仮装するような人もいるし。むしろ、どちらかと言えばちょっと変わっている部類かもしれない」

「仮装？　五王家の人が？」

「あぁ、一人だけイベント大好きな人間がいて仮装をよくしている。クリスマスは確実にサンタコスしているな。色々とツッコミが追い付かなくて大変……まぁ、本人が楽しいならいいのかもしれないけどさ。だから、格式高い家とかじゃないんだ。俺も妹も箱入りってわけじゃないからバスも電車も乗るし。それに去年は農園でバイトもしたよ」

「匠君がバイトっ!?」

　あまりのギャップに自分が思った以上のボリュームが出てしまい、咄嗟に口を押さえるが時既すでに遅し。もう音となり、その言葉が宙に広がっていた。

　こんなリアクションをしたのは何年ぶりだろうか。

「似合わないだろ？　臣おみ達──友達にも言われたよ」

　そう言って匠君は喉で笑いつつ、私を見詰めている。

「バイトは社会勉強というか、五王家のしきたりなんだ。確かに五王の名は大きいけど、それだけ世間から注目を浴び揶や揄ゆされることもある。だから、箱入りのボンボンではなく、色々と経験し知識として蓄たくわえ、責任を持てるようにって。それで、去年の夏休みに泊とまり込みで農園バイトをしてたんだ。俺と歳が近い子だけじゃなくて大学生もいたなぁ。夏野菜の収しゆう穫かくとか手伝ってた」

「今年も？」

「いや、今年は生徒会の会長職に就ついたから無理だな。六条院祭の準備とかもあるし」

「匠君って会長なんだ」

「そう。学校側から指名される」

「うちの学校は立候補して選挙するよ。だって、学校側が決めちゃったら、本人の意志が……」

「六条院は家柄や生徒の能力などを学校が吟ぎん味みして役員を決めるんだ。だから、生徒会に選ばれることを多くの生徒が望んでいる。六条院で生徒会に入っているのは名めい誉よあることで、家にも箔はくがつくブランド的なもの。俺も五王の人間だからそういうのは受け入れるよ。家のために。でもさ、たまに割り切れない時があって、ふとした瞬間に思っちゃうんだ。五王という後うしろ盾だてがなかったら俺って何が残るんだろうって」

「匠君……」

「だから、朱音には五王匠ではなく、ただの匠として見て欲しい。それをお互たがい承知の上で仲良くなれたらなおのこと嬉しいなって思うんだ」

　その言葉に私は心臓を強く摑まれた感覚になった。

　いつも『露木琴音の姉』として見られ、名前を忘れられた存在の私。

　両親にも「お姉ちゃんなんだから」そう何度も言われ、いつしか自分を押し殺してばかりいた。

　でも、そんな中でも強く願っていた。亡なくなったおばあちゃんのように『露木朱音』個人として接してくれる人が現れるのを。

　妹に関係なく朱音として接して欲しいと誰よりも強く思っていたのに、私は彼を個人として見ず、その後ろにある強いものばかり見てしまったのだ──。

「ごめんなさい」

　自分が嫌だったのに、それと同じことを平気で彼にしてしまっていた。

　ちゃんと匠君のことを見なければならないのに……。

　彼は私のことを露木朱音として接して、気持ちを汲くんでくれたりしている優しい人だ。それなのに申し訳ない。

「朱音は謝あやまるようなことなんてしてないだろ？」

「ううん。私ね、露木琴音の姉として見られるのが嫌だったの。露木朱音として見てほしいって思っていたのに、それなのに匠君のことをちゃんと見ていなかった。だから、ごめんなさい」

「朱音……」

「正直ちょっとまだ世界が違い過ぎて怖いって思う。でも、ちゃんと匠君のことを見るね」

「そうしてくれると嬉しい」

　そう唇に音を乗せると、匠君は満面の笑みを浮かべた。

　大人びてちょっと軽めの印象を受けるタイプだけれども、今は子供のような天てん真しん爛らん漫まんさとあどけない表情だ。

　素というか、心の底からそう言ってくれているのを感じ、張り詰めていた心が少しふっと軽くなった。

「あぁ、そうだ。絵本、二冊ぐらいいる？　うち、段ボール箱であるから欲しいだけ分けてあげられるよ」

「え？　そんなにいっぱいあるなら、どうして家で読まないの？」

　その質問に彼の顔はみるみるうちに秋の紅葉のように染め上げられていく。

　どうしたんだろう？　と首を傾げようとした瞬間。

「は、恥ずかしいだろうがっ！」

　と、何故か逆ギレに近い反応をされてしまう羽目に。

　恥ずかしいってもしかして、匠君が作者なのだろうか。でも、私と彼は歳が同じ。

　あの絵は完全に大人の絵だと思う。そうなると、消去法で残されるのは彼の家族という可能性。それが妥だ当とうだろう。

　そんなことをぼんやりと頭の片隅で考えていると、図書館から十分もかからずに到着した。広大な敷地をまるで城壁のようにぐるりと塀で囲み、そこに五王の屋敷があった。

　建物は日本家屋風の平屋で奧行きを全く感じさせないくらいに大きい。流石さすがは歴史ある家柄だ。

　車を降り、私達は敷き詰められた砂じや利りを踏みしめ玄げん関かん前へ向かう。

「何か嫌いな食べ物やアレルギーとかあるか？」

「大丈夫」

「そうか」

　匠君が頷うなずき玄関の戸を横に引けば、ちょうど人と鉢はち合あわせてしまった。

　椿つばきの着物が鮮あざやかな漆黒の髪を持つ少女の後ろ姿。腰まで伸びた長い髪は艶つやを帯び、まるでシャンプーのＣＭのように美しい。

　背筋も伸び、凜りんとした佇まいの彼女はそれだけでも気品が漂ただよっていた。

　その人はゆっくりとこちらを振り返ると、驚愕の表情を浮かべた。まるで幽ゆう霊れいでも見たかのように、紅色の唇を薄く開き戦慄わななかせている。

　極限まで開かれた黒曜石の瞳は私を捉とらえたままだ。

　モデルのように綺麗な顔の少女は、私の隣に佇んでいる人と似ている気がした。

　──もしかして、妹さんかな？

　とにかくお邪魔する身だ。ご挨あい拶さつをした方がいいことには変わりない。そのため、私が会釈をしかけると、

「お、お、おおおお兄さま、じょせ……」

　と言葉にならない台詞を発しながら後ろへと退いた。

　そして下げ駄たを脱ぬぎ捨て、磨みがき上げられた艶つや々つやの廊下へと飛ぶとそのまま全速力で疾しつ走そうしたのだ。

　玄関のたたきには、靴くつ飛ばしでもしたかのように無残に取り残された下駄が。

　それを使用人達、それから彼女の傍に控ひかえていた執しつ事じ服ふくを纏った青年が、ただ茫ぼう然ぜんと見送っていた。

「おい、国くに枝えだ。美み智ちが行ぎよう儀ぎ悪わるく激走していったがいいのか？　きっとあの勢いのまま、お祖じ父い様──当主の部屋の障しよう子じをブチ破るぞ」

「それ、困ります！　俺、減給じゃないですかっ！」

　そう言って国枝さんも慌あわてて靴くつを脱ぬぎ捨すて、彼女の後を追うため廊下を駆けていく。

　無論、残されたのは下駄と同じような有あり様さまの残ざん骸がい。

「主あるじが主なら、従じゆう者しやも同じだな。靴ぐらいちゃんと揃そろえろよ」

　嘆息する匠君の隣で、私は不安で仕方なくなった。もしかしたら、お邪魔だったんではないかと。

「あの……私……やっぱり……」

「悪い、煩うるさいだろ。さっきのは妹。うち、こんな感じなんだ。さぁ、どうぞ？」

　それでもなかなか足を踏み出さない私に業ごうを煮にやしたのか、背に手を添え匠君が促してくれた。

　案内されたのは、芸術性の高い立派な掛かけ軸じくがかけられた和室だった。開け放たれた障子からは、庭園のような池付きの庭が見える。

　室内の上座には、着物姿の初老の男性が座っていた。その左右には、先ほどの美少女・美智さん──匠君の妹さんと、和風美人の女性が。この方も匠君と似ているので、もしかしたらお母さんなのかもしれない。

　落ち着いた渋しぶめの着物を纏い、視線が絡からむと春の陽だまりのように微笑んでくれた。

「お祖父様。友人を夕食にお誘いいたしました」

「ほぅ」

　匠君のお祖父さんは顎あごに手を添え、私へと視線を向ける。けれども、それが頭の先からなぞるような感覚だったため、私は失礼にも顔を俯かせてしまうことに。

　これは直したい私の癖くせ。幼い頃から妹と一緒にいると、容姿や性格を比べられじろじろ見られてしまっていたから。だからこういう視線が苦手なのだ。

「朱音のこと、あまり見ないでくれませんか？」

　それに気づいたのか、匠君がやんわりと断ってくれた。

「すまないな。匠が女性を家に招くなんて初めてだからつい。朱音さん。ゆっくりと寛くつろいでいってくれ」

「ありがとうございます」

　私は深く頭を下げた。

　このような場所に私がいてもいいのだろうか。そう頭のどこかで今も思っている。

「それで、早速だけれども二人の馴なれ初そめは？」

「母さん！」

「あら、いいじゃないの。気になるわ。どこで出会ったの？」

　花が咲くような笑みを浮かべている匠君のお母さんは、意い味み深しんな瞳で匠君を一瞥したかと思えば、にやにやと口元を緩めている。それは、美智さんも同じだった。

　二人共なんだか面おも白しろがって匠君をいじっているように見えるのだけれども、きっとそれは私の気のせいだろう。

　だって、五王という雲の上の人達なのだから。

「今日、図書館でお会いしたばかりですので、知り合ってまだ数時間です。偶然借りようとしていた絵本を匠君が持っていたのがきっかけです……」

「まぁ、絵本」

「はい。ウサギの冒険という本です」

　そう告げれば、何故か辺りを静せい寂じやくが包んだ。

　全員視線をそっと逸らし各おの々おのどこか遠くを見つめた後に、「え」という鈍にぶい呟きが三つ漏もれ綺麗に重なってしまう。彼らの反応を見て、数時間前の匠君とダブってしまった。

「……あの絵本をどうして読もうと思ったの？」

　どうして？　という言葉に少し引っかかりを覚えたものの、私はそれをすぐに忘ぼう却きやくの彼方かなたへと放り投げ唇を開く。

「はい。好きな絵本なんです。昔持っていたんですが今はもう……」

「そう」

　匠君のお母さんは口元に手を添え、ふふっと笑い声を零し始めてしまう。

　お祖父さんに至っては「ほぅ、あの絵本が好きなのかぁ」と感かん嘆たんの声を上げ、美智さんは背を丸めながら肩を震ふるわせている。

「私、何か……？」

「いいえ。あの人が聞いたらどう思うのかしらってね。ふふっ。絵本を好んでくれてありがとう。作者は、匠の父親よ」

「えっ!?」

　視線を匠君へと移せば、肩を竦めながら苦笑いされた。

「絵本は元々、匠と美智のために制作されたの。でも、二人が気に入らなくて……無理もないわ。あの絵ですものね。うちの子達は気に入らなかったけれども、きっと他の子供達には大人気だって言い張って自費出版したものの、結果として返品の山が家にあるわ。あっても困るので、一部は図書館に寄き贈ぞうしたの。だから、夫が帰ってきたら伝えてあげて。きっと泣いて喜ぶわ」

「はい！」

　その話を聞いて納得した。だから匠君は恥ずかしいって言っていたのだ。

　なんだか微笑ましくなって、私は匠君へと視線を向けて微笑んだ。
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　匠君のお祖父さんとお母さんへのご挨拶が終わった後、私は匠君と美智さん、それから美智さんの付き人である国枝さんに絵本が眠っている書庫へ連れていって貰った。

　広大な五王家の敷地には、離れが複数あるのだが、その中に書庫が二つある。

　一つは家族用。そしてもう一つは匠君のお父さん専用。私達が訪れたのは、後者の方だった。

　元々ゲストハウスだった洋館を改装して作られたそこは、決して個人が所有する書庫には見えず、最初は驚きを隠かくせなかった。

　促され足を踏み入れた室内には、市松模様の絨毯が敷かれている。その上には等とう間かん隔かくに流れるように本棚が設置され、中央にはシルバーの猫ねこ脚あしの円えん卓たくとソファが配置されていた。

　内装は当時のままなのか、天てん井じようから吊つるされているシャンデリアの形や窓まど枠わくなどがレトロで大正時代を感じさせる。

　ゆっくりとソファに座りお茶を飲みながら物語の世界に浸ひたった。なんて素敵なのだろう。絵本はそんなドラマのセットのような場所ではなく、最奥にあるらしいので、私達は先に進むことにした。

　やがて到着した場所は段ボールが複数個積まれている所だった。定期的に交換し大切に保管されているのか、段ボールが真新しい。それが二箱ずつ三つに分けられ計六箱ある。

　匠君はその中から一つの箱を持ちあげると床へ置き、屈かがみ込んでそれを開けた。すると、暗かった中身がシャンデリアの光により段々とその姿を現した。

　それはリュックを背負ったウサギのイラスト。レンズを近づけたかのように、ウサギの顔はドアップだ。目の塗りがはみ出しているのが見て取れる。

　そしてイラストの上部にはウサギの冒険というタイトルが記き載さいされていた。これだ。これこそ私が探し求めていたあの絵本──。

　本屋さんや図書館で探し回った本がここにはいっぱいある。それがすごく嬉しくて、気分の高こう揚ようを抑え切れない。

　匠君は本を一冊手に取ると、そのまま立ち上がり私へと差し出してくれた。

「はい。どうぞ」

「ありがとう。本当に頂いてもいいの……？」

「むしろ、貰ってくれた方が助かる。ご覧の通り在庫がいっぱいなんだ」

　そう言ってクスクスと笑った匠君に「ありがとう」と再びお礼を告げると、手を伸ばして絵本を受け取る。

「大切にするね」

　私は手にしている絵本を優しく抱きしめそう告げた。

　不思議な巡めぐり合わせで今回譲り受けたウサギの冒険。私はまるで唯一の宝ものだった絵本が戻ってきたかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまった。おばあちゃんに買って貰った本はもう灰になってしまっているのに。

　それはありのままの私を受け入れてくれている匠君が、おばあちゃんに近い存在に感じられたからなのかもしれない。彼は琴音のことを知っているけど、決っして比べたりしなかった。

　もう一度この本を手に入れられた幸福に私の顔が自然と綻んでいく。

「朱音さんは本当にその絵本がお好きなんですのね」

「え？」

　その言葉に顔を上げれば、目尻を下げた匠君と美智さんの姿が。

「本を手にした時に表情がすごく明るくなったからわかるよ。こっちにも伝わってきて、なんだかちょっと照れる」

「絵本を気に入って頂いてありがとうございます。そうだわ！　何か袋を……お兄様っ！　取ってきて下さい。このままでは朱音さんが持ち帰るのが大変ですわ」

「ん？　あぁ、そうだな。今、持ってくる」

「匠君。私、このままでも……」

「紙袋取ってくるだけだから、そんな手間なんてかからないよ」

「ごめんね」

　絵本を貰える上に、紙袋まで用意してくれるなんて……ここは屋敷から離れているから労力をかけてしまうのに……。

　そう思うと、私の肩が自然と落ちてしまう。

「気にするな。あぁ、そうだ。朱音は何か好きな食べ物とかある？　夕食のメニューに出して貰うように伝えておくよ」

「まぁ！　お兄様ってばいい考えだわ！　うちの料理長は腕がいいんです。ですから、どんな料理でも美お味いしいの。きっと、好きなものを食べたら、もっと美味しく感じるわ。朱音さんの好きな食べ物は何かしら？　遠えん慮りよせずにおっしゃって下さいね」

「……私の？」

　二人の言葉に私は首を傾げてしまった。

　だって、全く頭に思い浮かばないのだから……。

　ここでふと気づいてしまう。自分の好きな食べ物がわからないことを。

「好きな食べ物……？　私、何が好きなんだろう……そんなことを聞いてくれたのは、おばあちゃんだけだったから……昔はプリンが好きだった気もするけど……」

「でしたら、探しましょう！　食べ物の好みは変わりますわ。ですから、今好きな食べ物を探しましょうよ。そうだわ！　今度私のお勧すすめの甘かん味み処どころに行きませんか？　すごく美味しいんですの。その上、内装も素敵なんですよ」

　美智さんは私の瞳をじっと見つめながらそう言葉を紡つむぎ、ふふっと微笑んだ。

「そうだな。一緒に行こう」

「お兄様は結構ですわ。ねー、朱音さん。二人で行きましょうね」

「はぁ!?　なんでだよ！」

「私は朱音さんとご一緒したいのであって、お兄様とは……それともなんですか？　お兄様は私とお出かけしたいのかしら？」

「冗じよう談だん言うな。お前、いつも俺に荷物持ちをさせるじゃないか。しかも、目を離すとすぐどっか行くし」

「まぁ、失礼な！」

　そんな二人を見て、私はつい微笑ましくなった。だって、口ではなんだかんだ言っているけど、一緒に買い物に行ったりして仲が良い雰囲気が伝わってきたからだ。







　早いものでもうすっかり日が暮れて、空を真っ黒なヴェールが覆いそろそろ夕食の時間を迎えようとしていた。

　私は屋敷の食堂で五王家の人々とテーブルを囲んでおしゃべりをしていた。

　絵本の作者である匠君のお父さんも仕事が終わり、もうすぐ合流する予定となっているそうだ。

　室内の中央には純白のクロスが敷かれた長方形のテーブルが置かれ、その周りを白しら壁かべと漆うるし塗ぬりの腰こし壁かべが囲んでいる。床はフローリングで奥には暖だん炉ろを設置。どうやら屋敷の一部はこのように洋室に改装しているようだ。

　一日があっという間だった。いつもはそう思わないのに今日はすごく早く体感してしまっている。こんな風に思ったのは、どれくらいぶりだろうか。

　──なんといってもあの絵本の作者さんにもお会いすることができる！

　そのため、私の心は躍っていた。

「あの……匠君のお父さんはどんな方なんですか？」

「朱音さん。その件なんですが、実は伝えなければならないことがありまして……もしかしたらご迷惑をかけてしまうかもしれません」

　左側から投げかけられたトーンの落ちた声こわ音ね。

　私はそちらへ引き寄せられるように顔を上げ視線を向ける。するとそこには困こん惑わくした表情を浮かべた美智さんの姿があった。

　美智さんの前には、緑茶が入った湯ゆ吞のみが置かれている。テーブルの中心から二つに分かれ、片側には二つ、反対側には三つ。

　こちら側は匠君と私、美智さん。そして反対側は匠君のお祖父さん、お母さん。匠君のお祖父さんとお母さんの間には一つ空席が。どうやらそこが匠君のお父さんの指定席みたい。

「そうなのよね……あの絵本が好きって言ってくれる子が現れたんだもの」

「あぁ、光こう貴きにとって奇き跡せきが起きたんだ」

　匠君のお祖父さんとお母さんはそっと視線を伏せた。

　それを眺めながら、私はますます絵本の作者像が定まらないでいた。一体どのような方なのだろうか？　とむしろ興味を引かれてしまう。

　匠君に聞いてみようと思ったのだが、ここでふとあることに気づいてしまった。それは、彼が先ほどから会話に交じっていないこと。

　ほんの数分前までは一緒に笑いながらおしゃべりをしていたはずなのに──。

　それを認識した瞬間、胸に黒いものが染しみ出していく。




『お姉ちゃんってつまんないよね。ほんと退たい屈くつ。一緒にいても楽しくないし、会話してもおもしろくない』




　そんないつぞや妹に言われた言葉が過よぎったせいだ。

　私は不安になり逸はやる気持ちのまま彼へと声をかけた。

「匠君……？」

「え？」

　それに弾かれたようにこちらを見た匠君に対して、私は膝の上に添えていた手を握り締める。

「考えごとしていたの？　もしかして、私邪魔しちゃったかな……？」

「悪い……」

「ごめんね」

「待ってくれ。なんで朱音が謝るんだ？　悪いのは俺だ。せっかく声をかけてくれたのに、ぼーっとしていたんだから」

　首を捻ひねりながら匠君がそう尋たずねてくれたけど、私は首を左右に振った。

「前に琴音に言われたことがあるの。私と一緒にいても楽しくないって。確かに琴音の言う通り私はおもしろいことが言えないしつまらないと思う。だから、匠君もそうなのかなって……ごめんなさい」

「なんで朱音の妹はそんなことを……俺は朱音と一緒にいて楽しいよ。だから、これからもずっと一緒にいたいって考えていたんだ。また俺と会ってくれるか？」

「……でも、私でいいの？　琴音なら……妹の方が、きっと……」

「俺は朱音がいいんだ。露木朱音が」

　強い感情が込められたその言葉と共に、私の頭上に何やら優しく大きなものが触れた。その手は髪を梳すくように撫でて、労いたわってくれている。

　ゆっくりと顔を上げれば、匠君のアーモンドのような形の澄すんだ瞳と視線が交わる。

　──朱音がいい。

　その言葉が水面に広がる波は紋もんのように私に届き心が震えた。そして、視界が段々と滲にじんでいく。

　匠君の優しい大きな手。それが天に昇のぼったおばあちゃんを思い出させた。

「悪い。本当にごめん！　気安く触さわるべきじゃなかった」

「ううん。違うの。嫌とかじゃないの。ただ、私に対して優しくて温かいなって……そんな人、もう現れないと思っていたから……」

「……そっか。なら良かった」

「匠君、おばあちゃんみたい。おばあちゃんもね、逢あうたびによく撫でてくれたの。とっても大好きだったんだ」

「えっ、おばあちゃんっ!?　まぁ、でもあれだもんな！　朱音、おばあちゃんのことが大好きなんだもんな……って、おい、そこの五王家。にやにやするんじゃないっ！」

　にやにやってなんだろう？　と匠君から視線を外して、五王家へと顔を向けようとすれば、ダダダッという何やら廊下を駆けてくる音が壁や扉を伝って食堂へと響いてきた。

　そのため、私は首を傾げてそちらへと意識と体を向ける。どうやら隣の美智さんも同じでこちらに背を向け廊下と室内を繫つなぐ扉を眺めているようだった。

「……噓だろ」

　背後からぽつりと零れた匠君の言葉に合わせたかのように、その音は食堂の前にて止まった。この部屋の扉は額がく縁ぶちのように木の板が組まれ、中央部分に磨すりガラスが嵌はめ込まれている。そのため、ぼんやりとしたシルエットが浮かんでいるのが見て取れた。

　──もしかして、匠君のお父さんかな……？

　ご挨拶をするために立ち上がりかけた瞬間、扉が音を立てて開け放たれた。しかも、勢いを殺せず壁に弾はじき飛ばされるほどの乱雑さで。

「露木朱音さんというお嬢じようさんはどちらにっ!?」

　そんな咆ほう哮こうのような叫び声を上げて現れたのはスーツ姿の男性。歳の頃は自分の両親と同じくらいだ。走ってきたせいか、撫でつけてあったであろう黒こく檀たんのような色の前髪は所々がほつれているし、私が見てもすぐに上質だとわかる品の良い仕立てのスーツが着崩れている。

　顔立ちはやっぱり親子、匠君の面おも影かげを感じさせた。匠君が大人になったら、きっとこんな風になるんだろうなぁと容易く想像できるぐらいに似ていた。

　──この方があの絵本の作者さん……？

　私は想像もしていなかった初対面のシチュエーションに、驚いて呆ぼう然ぜんとする。

「光貴！　朱音さんの前ではしたない」

「お父さん、雷かみなりは後にして下さい。あの絵本をやっと理解してくれる子が現れたんですから」

　そう言いながら匠君のお父さんがこちらを見た。そのため、優しげに下げられた瞳とかち合う。

「こんばんは。君が露木朱音ちゃんかい？」

「……あっ、はい。お邪魔しています！」

　私はすぐに我に返ると立ち上がって匠君のお父さんに挨拶をした。

「絵本はちゃんと匠から貰った？」

「はい。あの、ありがとうございました。本当に頂いてもよろしいのでしょうか？」

「いいんだよー。あの絵本を気に入ってくれてとても嬉しいから。匠や美智はおろか、配ったちびっ子達にもあまり評判が良くなくてね。話の内容もありがちでおもしろくない。その上、絵が下手くそだって」

「でも……とても楽しんで描いているのが伝わってきます。だから、私は好きです。ウサギも味があって可愛いです……」

　その言葉に匠君のお父さんの顔がお年玉を貰った子供のように輝く。

「そうなんだ！　本当に楽しくてあっという間に描けてさ。いや～。わかってくれるなんて感かん慨がい深ぶかいよ」

　そう言うと匠君のお父さんは私の両手を取って握り締めるも、それも一いつ瞬しゆんだけ。何故ならば匠君によって素早く引ひき剝はがされたからだ。

「やめろよ。セクハラだ！」

「おいおい、人聞きの悪いことを言うのはやめてくれ。あの絵本の良さを理解してくれたから感極まっただけだよ。それより、匠。朱音ちゃんに本は何冊渡してくれたんだい？」

「は？　一冊に決まっているだろ」

「一冊だって!?　なんてけちくさい。四、五冊渡すべきだ。いや、なんなら段ボールごとでもっ！」

「段ボールごとはやめろ。場所取るし、それにゴミを押しつけるみたいじゃないか」

「ゴミって酷ひどくないかい？　ね～、朱音ちゃん。ごめんね、匠ってば口が悪い子で。こんな子だけど、よかったらこれからも仲良くしてやって。あと、これからもうちに遊びにおいでね。美味しいお菓か子し買っておくからさ」

「えっと……」

　私は未いまだにこの状況を整理できずにいた。

　絵本の作者、それから五王のトップ、匠君のお父さん……それらを合わせて私が勝手に想像していたイメージとは全然違った。

　ご本人はすごく気さくでフレンドリーな方。しかも、これからも遊びにおいでと言って下さっている。社交辞令かもしれないけど……。

　何より気がかりなのが匠君と匠君のお父さんの掛け合いだった。喧けん嘩かにならないよね？　とはらはらする。

　──これは、止めた方が……？

　どうしたらいいのかわからず、私は首を何度も左右に往復させ匠君と匠君のお父さんの様子を探った。

「いい歳をした大人が猫撫で声出すな。それより父さんも早く席に座ってくれ。まだ夕食摂ってないんだ。朱音の帰宅が遅くなるだろうが」

「あっ、そうか。ごめんね。でも、安心して。ちゃんと僕が送っていくからさ」

「いえ……大丈夫です。電車で……」

「駄目だよ。女の子なんだから。あっ、そういえば明日休みだよね？」

「はい」

「なんなら泊まっていったらどうだい？　絵本の感想聞きたいなぁ。ほら、あと匠との馴れ初めを聞きたいなぁ。どこで出会ったの？　うちの子どう思う？」

「絶対にそういうことを言うと思った！　誰か早く食事を運んでくれーっ！」

　そんな匠君の絶ぜつ叫きようが食堂内にこだまし、私は虚きよをつかれた。
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　食事の後、少しばかりお茶を飲みながら話をし、お暇いとまする頃合いになったので匠君のお父さんに送って頂き家路についた。

　私の家はハウスメーカーの建売分譲住宅地の一角。そのため、この周辺は家々が密集している。徒歩八分ぐらいでコンビニや駅があり、立地条件がいいのが売りだそうだ。

　そんな住宅地にある『露木』という表札が掲げられた煉瓦塀の前に私は佇んでいた。

　その奥には長方形の箱のような外観を持つ建物が。そしてその隣には駐ちゆう車しやスペースがある。

　今はお父さんの車はないから空いていた。けれども、匠君のお父さんの車は駐車スペースではなく家の脇の道路に停車。シルバーのため闇やみ夜よに染まりあまり目立たっていない。

　ただ、ハザードランプだけがカチカチという不規則な音を奏かなで、地面にオレンジとイエローの中間の光を点てん滅めつさせていた。

　その車の前には匠君のお父さん、それから匠君と美智さんが。

　私はというと、そんな彼らよりもわずかばかり前にいた。

　私達が見上げる家には明かりが灯ともされておらず、家族がまだ帰宅してないことを告げている。

　今、何時だろう？　と、鞄からスマホを取り出し見れば、時刻は八時半を少し過ぎたばかりだった。この時間でも帰宅してないということは、もしかしたら買い物途中なのかもしれない。

「……どうやら不在のようだね」

　そう投げかけられた言葉に、私は振り返り匠君のお父さんへと顔を向ける。

「一人で大丈夫かい？」

「大丈夫です。慣れていますので。今日は送って頂きありがとうございました。お食事も御馳走様でした。それに絵本も……」

「こちらこそ、うちに来てくれてありがとう。絵本を気に入ってくれて嬉しいよ。三冊で足りるかい？」

「はい。全部大事にします」

　私は手にしている深しん紅くの紙袋へと視線を向ける。

　この中身は匠君のお父さんが描いた絵本が入っている。最初は匠君に貰った一冊だけが入っていたんだけれども、匠君のお父さんが「あと、五冊！　いや、せめてあと二冊は持っていって！」と追加して計三冊に。

「はぁ!?　渡したのかっ!?」

「お父様、どういうことですのっ!?」

　どうやら二人にとっては知らぬ事実のようで目を大きく見開いたかと思えば、眉を吊り上げ匠君のお父さんを鋭するどく睨にらむ。そして、そのままガシッと匠君のお父さんの腕を摑んで「また暴走して！」「何を考えているんですか！」と揺ゆすり始めてしまう。

「あの絵本を三冊も渡すなんて場所とるし不要だろ」

「お兄様のおっしゃる通りですわ。お父様。朱音さんの迷惑になるようなことはやめて下さいませ」

「ねー、酷くない？　朱音ちゃん。いつもこうなんだよ。反抗期なのかなぁ？　絵本は元々二人のために描いたのに。それなのにこの子達、中身をぱらっと一回見ただけだし。……ねぇ、待って。ほら、二人してそんなに強く摑んだらスーツが皺になっちゃうよ。朱音ちゃんの前ではかっこいい大人でいたいのに～」

　そう愚ぐ痴ちっぽく言いながらも、どこか愉たのしげな表情を浮かべている匠君のお父さん。

　それを見て、あぁ親子なんだなぁって思った。

　なんだかんだ言いながらも、匠君も図書館で絵本を読もうとしていたし……。

　絵本のクオリティはさることながら、二人のために絵本を描いたという愛情が伝わってくる。だって、あんなにも楽しそうに描かれているのだから。

　──羨ましいなぁ。

　突如浮かんだそんな感情。とうの昔に諦めたはずなのに、ふとした瞬間に胸を過ぎってしまう時がある。もうお父さん、お母さんと縋すがり付つく年齢ではないのに。

「いい加減にしなさい、二人共」

「一体誰のせいだと思っているんだ!?」

「ほら、ご近所さんに聞こえちゃうよ。それこそ朱音ちゃんに迷惑かけちゃうからさ」

「……それは困る」

「えぇ、それはちょっと……」

「ほんと、ごめんね。こんな騒さわがしい二人で。だけど出会ったのも縁えんだと思うから、良かったらこれからも二人をよろしくね」

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

「絵本の第二弾を作ることにしたから、原案完成したら見せるね」

　と、匠君のお父さんが告げたんだけれども、その時の匠君と美智さんの表情と言ったら。それがなんとも言えず……。

「さぁ、朱音ちゃん。そろそろ中へ入ろうか。風か邪ぜひいちゃう。桜が散りだいぶ経つとはいっても、まだ夜風が寒い季節だからね」

「はい。今日は本当にお世話になりました。匠君と美智さんもありがとう」

「なんだか最後まで煩くて悪かったな。またうちに来てくれ」

「えぇ、是ぜ非ひ！」

「はい」

「後で連絡いたしますわ。その時、朱音さんのご予定をお伺うかがいいたしますわね」

「俺も電話するから。それから図書館のあの部屋も好きに使ってくれて構わない。受付には伝えておく」

「え？　でも個人席も空いていると思うから大丈夫だよ？」

「いや……その、俺も行くしさ。結構頻ひん繁ぱんに本を……って、なんだよ？」

　匠君は言葉じりを弱め機き嫌げんの悪そうな表情を浮かべながら、自分が立っている左側へ視線を向ける。そこには匠君のお父さんと美智さんがいるのだけれども、二人共口元に手をあてそっぽを向いていた。その肩は小刻みに震えている。

「なんでもありませんわ」

「そうそう。なんでもないって。五王の図書館なんて、年に数回しか行かないくせに～とか思ってない。本当に思ってないって！　全然思っていないからねっ！」

「その言い方なんだよっ!?　朱音の前でやめろって！」

「あっ、朱音ちゃん。僕、将来お父さんになるかもしれない。よろしくね」

「え？　えっと、それはどういう……？」

「その時が来たら改めてご挨拶するね」

　匠君のお父さんの言っていることはよくわからないけれど、私は「はい」と頷いた。

　すると匠君のお父さんは彼の腕を軽く肘ひじで小こ突づきながら、「ねぇ、その君の言動って無意識？　それとも意識しているの？」と告げた。

　だけど、その一方で匠君の顔はすごく険しかった。鬱うつ陶とうしいと思っているのが、言葉として音を放たなくても垣かい間ま見みられるぐらいに。

「……朱音。父さんの言っていることは気にしないでくれ。いや、いっそスルーして。それより、風邪ひくと悪いから中に入った方がいい」

「でも、お見送りするよ」

「いや、それは気にしなくていい。俺達は朱音が家の中に入ったのを確認してから帰るよ」

「でも……」

「危ないから駄目だ」

「そうですわ。さぁ、家の中へ」

　美智さんと匠君に促され、私は首を縦に動かし三人にお別れの挨拶をして玄関へと向かった。

　本当にいいのかな？　という思いを抱きつつ、鞄から鍵を取り出し、施錠を外す。

　するとガチャンという音が響ひびいたので、私は道路側へと体を少し向け三人に手を振った。

「またな」

　匠君の言葉に私は「うん、またね」と返事をすると、深々とお辞じ儀ぎをし玄関扉の取っ手を引き、中へと足を踏み入れる。

　真っ暗な空間の中でひっそりと静まりかえった玄関。まるで世界と切り離されたかのように、自分以外誰の存在も感じさせない。洞どう窟くつの中のように、冷たく圧あつ迫ぱくされる。

　いつもは一人で帰宅するこういう雰囲気が苦手だった。だけど、今は、不思議なことに心が穏やかに落ち着いていた。
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「あっ……」

　洗面台にてドライヤーで髪を乾かわかし終えると、玄関付近が賑やかなことに気がついた。どうやら両親と琴音が帰宅したようだ。匠君のお父さんに送って貰ってから、一時間くらいは経過しているはず。

　……ということは、今は九時半過ぎくらいだろうか？

　私は使い終わったタオルを洗せん濯たくカゴに入れ、そのまま洗面所の扉を開け廊下へと出て電気を消す。

　そして左側──玄関の方を見た。

　するとやはり三人は戻ってきたようで、楽しそうに満面の笑みを浮かべながら和気あいあいと談だん笑しようしている。

「……お帰りなさい」

「なんだ、朱音。下にいたのか」

「うん。お風ふ呂ろ入っていたから」

　お父さんの言葉にそう返事をし、私は右手にあるリビングへと向かう。喉が渇かわいたので、水を飲むために。

　すると、その廊下を歩く私の足音に別の足音が混じり合い、不協和音を奏でていることに気づく。

　足音というものは、結構個性が強い。一緒に暮らしていると、誰の足音か瞬しゆん時じに判断できてしまうほどに。

　どうやらこれは琴音のもののようだ。軽かろやかで足音がほとんど出ていない。

　リビングへと辿り着き電気を点つければ、室内が明るくなった。足音の主を振り返って確認すれば、そこにいたのはやはり想像した通りの人。

　緩く巻き上げられた髪に付けたパールの髪飾りが、夜空に輝く星々のように光を放っている。そして彼女が身に纏っているものは、淡あわいピンクのＡラインドレス。ふわりと裾すそが広がっており、まるで絵本から飛び出たお姫様のようだ。腰こしの部分はリボンで絞しぼられ、琴音のウエストの細さがより強調されていた。

　──相変わらず可愛いなぁ。

　小動物を思わせる大きな瞳は長いまつげで縁ふち取どられ、鼻は高くスッとしている。それから薄めの艶のある唇……それらは計算されつくした黄金比のようで全てのパーツが精密に作り込まれ可愛さを表現している。

「ねぇ、見て！　これっ！」

　そう言いながら琴音がこちらに翳かざしたのは、手にしていた紙袋。それに記されている店名は、流行に疎うとい私でも知っている有名なブランドのものだった。

　やはり、買い物をしてきたのか……。

「ピアノの演奏が上手にできて先生が褒ほめて下さったの。それを聞いたパパ達が、琴音にプレゼントしてくれたんだ～」

「良かったね。琴音、練習いっぱい頑張っていたから」

「え～それだけ？　リアクション薄い～。本当にお姉ちゃんって、おもしろくないよね。だから友達できないんだよ」

「……ごめん」

　なんと言えば正解なのだろうか。思っていることを素す直なおに告げたけれども、また駄目だった。琴音がピアノを頑張っているのは、私も十分に理解している。だから、そう告げたのに。

　どうして、私はいつも……。

　でも、匠君や美智さんと話した時はこんな劣れつ等とう感かんは感じなかった。

　きっと、こんな一緒にいてもつまらない私に気を遣ってくれていたのだろう。

　彼らは優しい。まだ出会って数時間しか経過していないけれど、それでも彼らの人柄に触れ、そう感じたのだ。

「まぁ、いいや～。それより、なんか喉が渇いちゃった。お姉ちゃん、これから何か飲むんでしょ？　なら、ついでにオレンジジュース飲みたいから用意して」

「え？　オレンジジュース？」

　そんなの冷蔵庫に入っていなかった気がする。

　私は仕事で遅くなったお母さんに代わって夕食を作るため、時々台所に立つ。

　琴音が外で食べてくる時はお弁当を買うことも可能だ。でも、それ以外は必ず手作りをしなければならない。それは、琴音には栄養がある温かい食事をとお母さんに言われているからだ。

　カップ麵めんでいいんじゃないかなぁ？　と思う時がある。

　それに作っても「お姉ちゃんと同じで地味過ぎ」と言われてしまうし。

　昨日はお母さんが遅かったから、私が夕食を担当した。その時は冷蔵庫にオレンジジュースはおろか、他のジュース類も入っていなかったはずだ。

　でも、もしかして琴音が買ってきたのかもしれないと、一応確認をしてみることにした。

　冷蔵庫を開けさっと中を見渡す。

「入ってない」

　飲み物はミネラルウォーターと牛乳、それからビールなどのアルコール。やはりジュース類は一切見当たらなかった。

「琴音。やっぱりジュースはないみたい。水か牛乳、それか紅茶か緑茶の茶葉ならあるけど……」

　冷蔵庫を閉め、琴音の方を見た。

　彼女はキッチンカウンターに凭れかかるようにし、不機嫌そうな表情を浮かべている。

「えー。オレンジジュースが飲みたいの！」

「飲みたいって言われてもないよ」

「買ってきて」

「え？　今から？　私、お風呂上がったばかり……」
















　春とは言え、まだ夜風は体温を奪うぐらいのレベル。湯冷めして風邪をひいたら色々と困ってしまう。なので、可能なら行きたくない。

「だから？　琴音が飲みたいのは今なの」

「でも……」

「行ってきて。お姉ちゃん、暇ひまでしょ？　琴音、発表会で疲つかれたんだってば～」

「明日の朝じゃ駄目かな？」

「いいじゃん別に。どうせコンビニ近いんだから。徒歩八分だよ？　自転車ならすぐ！」

「……わかった」

　きっと絶対に引かない。飲みたい。食べたい。琴音のそれは絶対。

　そう学習している私は白旗を掲げると、そのまま着替えをするために上へと向かった。
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　六ろく条じよう院いん学がく園えん・生徒会室。

　四十畳じようぐらいの深緑の絨じゆう毯たんが敷しかれた室内には、各役員の机や棚たななどが並べられている。

　入室してまず最初に飛び込んでくるのは、大きな窓とその前にある会長用の執しつ務む机づくえだ。扉とびらから会長席までは真っ直ぐ通路があり、役員席は通路を挟んで左右にある。

　今は俺が座っている会長席以外は空席。

　それはうちのクラスのＳＨＲシヨートホームルームが少し早く終了したため、まだ他の役員は来ていないからだ。

　同じクラスに副会長……臣おみがいるけれども、今は本日執とり行われる会議のため、会議室の鍵かぎを取りに職員室に行っている。

　まだ役員が揃そろっていないから幾いく分ぶん時間に余よ裕ゆうがあるということで、俺はノートパソコンを使用してとあるサイトを眺ながめていた。

　……これか。

　見つめているモニター。そこに映し出されているのは、一組の親子だった。

　真ん中に朱あか音ねの妹・ピンクのドレス姿の露つゆ木き琴こと音ねが最上級の笑みを浮かべ、彼女を挟はさむように左右には自分の両親と変わらぬぐらいの年齢をしたスーツ姿の男性と女性が立っていた。

　彼らはファインダー越しに誇ほこらしげな表情をしている。全く理由を知らない人間からすれば、仲の良い親子に見えるだろう。

　……いや実際、親子関係はかなり良好か。朱音をないがしろにして、妹ばかり愛情を注ぎ可か愛わいがっているのだから。

　これはこのあいだ朱音と初めて出会った時──今から一カ月半程前に行われた音楽科のピアノ発表会の記事だ。

　うちの学校は行事などの記事を新聞部が作成し、学校のホームページに掲けい載さいしている。ただし、外部の人間はそれを閲えつ覧らんすることは不可能。閲覧するためにはＩＤとパスワードが必要だからだ。

　閲覧対象者は個人ＩＤを配布されている保護者と生徒のみ。

　印刷も可能で、うちの両親はデータ保存とファイリングをしている。

　──しかし、この妹はなかなかに厄やつ介かいだな。

　露木琴音の件についてあれから色々と探ったのだが、悪い噂うわさどころか良い話しか聞かない。成績も上の方に入っているし友人関係も良好。そしてその愛らしい姿から男子生徒からの人気も高い。

　自分よりも下に見るのは、朱音に対してだけなのか？

　それとも、自分にメリットがないとわかった相手に対してもそうなのか？

　猫を被り過ぎてなかなか尻尾しつぽを出さないため深部までは不明。愛されお姫ひめ様さまそのものだが、曲くせ者ものだ。

　俺は深く嘆たん息そくをすると、浅く腰こしをかけていた椅い子すの背へと深く凭もたれ直した。

「妹の件も両親の件も、なんとかしたいんだが……」

　そんなふと漏もれた呟つぶやきが室内へと浸しん透とうしていく。

　だが、現実問題として俺ができることなんて限られていた。父にも相談したけれど、経済的に問題ない上に日常会話もあるのでグレーと判断されるだろうと。

　だが、あの家は両親の愛情が極きよく端たんに妹へ偏かたよっている。それも異常なまでに。

　──何な故ぜあんなに愛情の比率が妹ばかりに？

　朱音に話を聞いただけでは、彼女の両親の真意を探ることはできないけれど、実際に会えば何かがわかるかもしれない……。

　正直、今の俺にできることは彼女の意識を外へと向け広げることだけ。今は、家を中心に世界を考えているから、少しでも家から外へと関心を向け解放してやりたい。朱音の味方はちゃんと傍そばにいると知って欲しい。

　彼女とはあれから休日や放課後などお互たがいの時間が合う時に会っている。場所は主にあの図書館で。

　ただし、二人っきりなんてことは殆ほとんど皆かい無む。理由は至し極ごく簡単。

　それは俺の妹・美み智ちのせい。あいつがいるため、必然的に三人となってしまうのだ。

　勿もち論ろん、朱音と仲良くなってくれるのは嬉うれしい。

　だが、俺よりも彼女との距きよ離りを縮めている気がして悔くやしいのだ。

　今日なんて、生徒会がある俺を残し、美智がお勧すすめする甘かん味み処どころへ朱音を連れていくらしい。しかも、併へい設せつされている雑貨店で買い物もしてくると。

　──なんて羨うらやましい！　俺もまぜろ！　よし、会議が終わったら電話してみるか。

　なんだかんだ朱音とは毎日電話をしている。会っても会わなくてもどちらにせよ、結局声が聞きたくなり電話してしまうのだ。

　初めて電話したのは図書館で出会ったあの日の夜。そろそろ両親が帰宅した頃かと思って電話してみれば、朱音は外にいた。どうやら駅前のコンビニに行った帰りだったらしい。

　まだ塾じゆく帰りの生徒が駅前を往来している時間帯とはいえ、女の子が夜道を一人で出歩くのは危険だ。朱音の家から駅までは徒歩八分だが、街灯があまりない場所も通るからだ。

　そのため、「明日じゃ駄だ目めだったのか？」と尋たずねれば、「……今、飲みたいみたいだから」という返事が戻ってきた。もうその時点で、嫌いやな気分が襲おそってきていた。

　自然と顔も険しくなり、「誰だれが？」と尋ねれば、案の定「琴音」。しかも、帰宅したら飲みたいものが変わっているかもしれないと。

　──オレンジジュースを人に買いに行かせた上に、アップルジュースを飲みたいって言いだすのか!?　鬱うつ陶とうしいにも程があるだろうが！

　朱音にとってはそんな我わが儘ままは日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろう。ちゃんと先を読んで他のジュースも購入済みだった。

　飲みたい奴やつが自分で買いに行けよ！　と、叫さけびたくなった。

　それを朱音に告げても、きっと困らせるだけなのでぐっと我が慢まんする。言えるような状況なら、朱音だって強く妹に立ち向かっているだろうし。

　ぐっと堪たえた俺とは違ちがって、隣となりに座っていた奴は忍にん耐たい力りよくが限界に達していたらしい。それは朱音と話すために、俺の隣に待機していた美智だった。

　あいつは静かに面を伏ふせると、そっと立ち上がり部屋から出ていってしまった。かと思えば、何やら障しよう子じの向こう側──庭から狼おおかみの鳴き声に近い絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。

　きっと苛いら立だちが収まらず、大声を張り上げたんだろう。その美智の声にリンクするかのように愛犬のシロが吼ほえ、奏かなでられた二重の旋せん律りつ。

　あぁ……あの時のことを思いだしただけで、焦じれてきてしまった。

　気分を落ち着かせるために机の上に置いているスマホへと手を伸のばす。そしてタッチパネルを操作し、朱音の電話番号を表示させた。

　朱音は何をしているのだろうか？　今、彼女の声が聞きたい。

　そう思って数字の羅ら列れつの下にある、電話マークをタッチしようとした時だった。ガチャという音が響ひびき、正面にある扉が開いたのは。

　ここは防犯のためオートロックになっている。そのため外の扉の横に設置されている機械で指し紋もん認にん証しようを行わなければならないのだ。だから、入室を許可されているのは役員と先生のみ。

　それが開いたということは立ち入りを許可された者が来たのだろう。

　──臣か？　それとも他の奴らか？

　どちらにせよ、他の役員が来たのならば執務の準備をしなければならないと、俺は電話をかけるのをやめパソコンを操作することにした。

　ログアウトし、すぐにいつもの画面へと切り替えれば、ディスプレイに六条院の校章が浮かんだ。

「あっ、匠たくみいるじゃんーっ！　ちょうどいいタイミングだよ」

「……お前か。健けん斗と」

　顔を上げ見れば、扉を開けている派手な身なりの男子生徒の姿が飛び込んできた。空いているもう片方の手を掲かかげ、「よぉ！」と言っている。

　健斗は、生徒会書記で同じ学年。耳下まで伸びた髪かみは緩ゆるくウェーブがかけられている。前髪はヘアピンで無造作に留められ、額を見せていた。しかも、色もかなり明るめに染めていて今はイエローベース。いつも頻ひん繁ぱんに変えているので、きっとそのうちまたカラーチェンジするだろう。

　半分消えかかった眉まゆの下にあるややタレた瞳ひとみには、薄うす茶ちやのカラコンを入れている。

　口角は常に上げられ、余計にへらへらとした印象を受けた。

　俺も人のことは言えないが、健斗は見た目も中身も軽い。江え戸ど時代から屋号を持つ歴史ある呉ご服ふく店てん・羽はね里ざとの跡あと取とりにはとても見えない。

　それは、持ち物一つとっても如によ実じつに表れている。

　たとえば通学バッグ。今、健斗が肩かたから下げている六条院の校章入りバッグには、飴あめ色いろのクマのぬいぐるみがぶら下がっていた。

　このクマは最近海外で流は行やり始めているらしく、うちの学校でも女子生徒に人気の代物だ。

　なんでも、若手デザイナーのショップで売り出されていたものを、あちらの芸能人が使用して爆ばく発はつ的てきにヒットしたようだ。今では色も形も多種多様となり、国や場所によって限定品なんかもあるとか。

　健斗はコレクターなのか？　と尋ねたくなるぐらいに、このぬいぐるみを持っているようで日ひ替がわりで変えていた。

　自他共に認める女好きで、大抵女子達に囲まれハーレムを築いている。

「さぁ、入って、入って～。可愛い女の子が遠えん慮りよしたら駄目だよ～」

「は？　可愛い女の子？」

　そのフレーズに俺が顔を顰しかめていると、健斗が自分の背で扉を押さえるようにし、笑顔のまま誰かを中へと促うながした。

「おい、健斗っ！　ここは生徒会室だ。部外者は立ち入り……」

　基本的に部外者は立ち入り禁止だ。それは、書類の持ち出しなどを未然に防ぐ目的もある。規約を破ろうものなら始末書もの。

　そのため、健斗を阻そ止ししようと立ち上がれば、思わぬ人物の姿に舌打ちをしたくなってしまう。

　それは朱音の妹・露木琴音の姿だった。

　琴音は健斗に「ありがとうございます」と礼を告げながら蕩とろけるような微笑ほほえみを浮かべるとゆっくりと室内に入ってきた。
















　──何な故ぜここへ……？

　理由はどうあれ退出させなければならない。それにこんな所を生き真ま面じ目めで責任感の強い臣に目もく撃げきされてみろ。ブチギレられるのは確実だ。

「ここは役員以外の部外者は立ち入り禁止だ。即そく、退出させろ」

「えー匠ってば厳しい。いいじゃん、そんなに堅かたいこと言わなくても」

「お前も役員だろうがっ！」

「知ってる？　この子、音楽科の露木琴音ちゃん。可愛いでしょー。さっきそこの階段で出会ってさ。なんか匠に用事あるようだったから連れてきちゃった」

「用事……？」

　声のトーンも自然ときつくなっているのが自分でもわかるし、それが抑おさえられない。「お前、今まで朱音に何してきた？」思わずそう問い詰めたくなってしまう。

　可能なら、二度と俺の視界に入らないで欲しいぐらいだ。それぐらい湧わき上がってくる嫌けん悪お感かんが半はん端ぱない。

　だが、ここで琴音を咎とがめれば朱音の迷めい惑わくになるだろう。琴音がまだ朱音と俺達の関係を知らないことも考えられるから……。

　それに琴音についてはまだよく理解できていない。そのため、彼女がどういった行動に出るか全く読めないので今は様子を見るべきだろう。

「私、露木琴音って言います。音楽科の一年です」

　頰ほおを染め、はにかむ姿は傍はたから見れば可愛らしい。大抵の男は好意的に受け止めるしぐさだろう。だが、俺は無理だ。

「以前から匠先せん輩ぱいとお話がしたくて……そしたら偶ぐう然ぜん、羽里先輩とお会いしたんです。事情をお話ししたら、先輩が快く橋渡しを引き受けて下さったのでお言葉に甘えちゃいました」

「偶然か……」

　恐らく意い図と的てきだろう。

　健斗は女に甘い。とりわけ可愛い子に。

　これが臣や他の生徒会連中ならば絶対に橋渡しなんてしない。するはずがない。

「悪いが、俺には話をする理由がない。それにここは生徒会室だ。それをわかっているのか？」

「あの……でしたら、先輩の連絡先を教えて頂けませんか？　少しでも私のことを知って欲しくて……」

　小首を傾かしげるその何気ない仕草にさえ、俺は苛いら立だちを覚えた。

「親しい間あいだ柄がらでなければ連絡先は教えられない。悪いが退出してくれ。何度も言うが、ここは部外者禁止だ」

「そうですよね！　突とつ然ぜんすみません。あの……でしたら、代わりに私のを」

「不要だ。さっさと出ていってくれ」

「いいじゃん、匠～」

「はぁ!?」

　ここでまさかの健斗が琴音をフォローしだした。そのため、俺は頭を抱かかえる羽目に。

「連絡先くらい別にいいじゃんかー。どうせ、二つ持っているんだろ？　プライベート以外のを教えればいいじゃん！」

「健斗！」

　俺の怒ど号ごうが室内に響き渡る。それにへらっとしていた健斗は、目を大きく見開いた。

　かと思えば、ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返かえす。

「え、なんでそんなに機き嫌げん悪いのっ!?　最近、匠ってば変だよ～。ぼーっとしている時もあるし」

　確かにここ数日、俺の様子はおかしかったと思う。だが、それは朱音のことを考えていたからだ。

　でも、それは今無関係だ。俺の腹の虫の居所が悪いのは琴音に対しての感情を殺すことができないせい。

　──というか、そもそもお前も役員なら生徒会の規律ぐらい守れよ。部外者連れてくるなって。臣達に知られたら、俺も健斗も強制的に始末書を提出させられるのは確実だというのに。

「連絡先を強制されるいわれはない。健斗、お前も役員なんだから責任持てよ」

「すみません……私のせいで……。健斗先輩を怒おこらないで下さい……私が悪いんですから……」

　しゅんと肩を落としながら、琴音は俺を見上げる。その瞳はうっすらと涙なみだで滲にじんでいた。そんな様子の彼女を見ても、心が動くことなんてない。きっと永遠に。

「ならさっさと出ていけ」

「匠！　酷ひどいよ。なんでそんなこと言うわけ？　琴音ちゃん、可か哀わい想そうじゃんか」

「お前、本当にいい加減にしろよ？　ここは生徒会室だって何度言えばわかるんだ？　臣に言うぞ」

「えっ、やめてよー。臣ってば、頭が堅いんだもん。平気で始末書だけじゃなくて反省文も書かせるよ。あと、親に報告も！　臣、うちの親と仲がいいからさー。しかも最近お父さんが、いつまでも女の尻しりばかり追いかけてないで、そろそろ跡取りの勉強しろって煩うるさいんだよー。あの人、絵に描いたような生き真ま面じ目め人間だから」

「なら、自分のやるべきことはわかるな？」

　と、最後通告。それなのに、健斗は引き下がらない。むしろ、俺の執務机に身を乗り出し説得してきた。何故たいして知りもしない相手にそんなに肩入れをするのか？　その理由が容易たやすく想像できてしまう。それは可愛いから。ただそれだけだろう。

　こうなってしまっては、健斗が引く可能性は低い。今すぐ臣が来てくれたら状況は変わるのだが……。

　俺は埒らちがあかないと嘆息する。

「いいじゃんか。可愛い女の子が恋に悩なやんでいるんだよ？　その背中を押してあげて何が悪いわけ？」

「……恋ではないと思うが」

「え？」

「まぁ、いい。出ていかないなら、俺が出ていく」

「ええっ!?　なんでそうなるわけ？」

　俺は執務机の上に置いてある鞄かばんを持ち、そのまま健斗達の横を通り過ぎようとした。すると突然、ぐっと何かが右みぎ腕うでに絡からまり、強制的に足が床ゆかに留められてしまう。

「……は？」

　予想もしなかった出来事のため驚おどろきに染まった感情のまま、何事かと視線を向ければ、俺の腕に琴音がしがみつき体の重みで引き留めていた。

「待って下さい！」

「離はなせって」

　そう口を開けば、頭を抱えたくなる状況を引き寄せてしまう。

「私っ、匠先輩のことがずっと好きだったんです！」

　あろうことか告白してきたのだ。状況を悪化させる言葉なんて聞きたくなかったのに。

「悪いけど、君のことは全く興味がない。だから離せ」

「め、迷めい惑わくですよね……私なんかじゃ……。家柄も優すぐれていませんし……五ご王おうの家と釣つり合あうなんて思ってもいません。でも、この気持ちは抑えられないんです。ごめんなさい……」

　涙声で紡つむがれる途と切ぎれ途切れの言葉。耳に届くそれに、本当に泣いているかのような錯さつ覚かくを覚えてしまう。けれども、頭は妙みように冷静だった。

　琴音は顔を手で覆っているが隙間からうかがえる口元に変化はなし。少しくらい感情の動きが伝わってもいいはずなのに。

　すごいな。こんなに演技できるなら、演劇部にでも入ればいいのに。と、そんなことを考えているぐらいに。

「そうだな。君では五王家は認めないし受け入れないだろう。たとえ反対されても、俺は自分が好きになった相手のためなら、家を捨てることや五王家の者達を説得することも惜おしまない。けれども、それは好きになった相手だからだ。君は論外だ。これから先、絶対に好きになることはない──」

　そう告げれば、腕に絡みついていた体と添えられていた手がゆっくりと離れていく。

　それに酷く安あん堵どを覚えた自分がいる。

「えっ？　もしかして、私からの告白を断るつもりですか？」

　きっぱりと尋たずねてきたその声。

　──やっぱり泣き真ま似ねだったか……。

　絡んだ視線。真まっ直すぐ見つめてくるその瞳には、涙の跡あとが全く見受けられなかった。

　しかも、こちらがはっきりと感じ取れるぐらいに苛立ちを宿しているのがわかる。

　さっきまでの弱々しさは微み塵じんも感じられない。せめて最後まで隠かくせと言いたくなるくらいに、態度が一転した。どうやらこれ以上、俺に取り入るのは無む駄だだと思ったらしい。

「自分の胸に手を当てて考えてみろよ。そして周りを見ろ。誰が犠ぎ牲せいになっている？　俺は他人に感謝したことのないような人間は嫌きらいだ」

　そう吐はき捨すてるように告げると、俺はそのまま廊下へと繫つながる扉へと向かう。

　だが、そんな言葉は彼女には響かなかった。

　背にドンと何かがぶつかると、

「何それ。意味がわかりません。匠先輩、私を振ったこと、絶対後悔しますよ？」

　という無感情な声が届いた。

　すぐに琴音は離れると、声音を変えた言葉をつづける。

「そんな……酷い……。私、こんなに好きなのに……。健斗先輩、匠先輩が……」

「琴音ちゃん、泣かないで。ごめんね、匠ってばちょっと機嫌が悪いみたいでさ、いつもはこんなんじゃないんだよ。ちゃんと告白も丁てい寧ねいに断っているんだけど」

「……健斗先輩は優しいんですね。その優しさに甘えて、少し胸をお借りしてもいいですか……？　まだ気持ちの整理が……」

「うんうん。いいよ、いっぱい泣いちゃって。そっちの方がすっきりするから」

「ありがとうございます」

　という琴音の茶番劇が聞こえてきたからだ。

　……後で健斗にはちゃんと事情を話しておこう。

　俺は溜息を零し、扉の取っ手に腕を伸ばした。

　生徒会室から出て廊下を歩きながら酸素を吸うため、意識的に深めの呼吸をする。

　空調により管理された空気なのに、何故か今は山頂にいるかのように新しん鮮せんに感じた。

　──このまま会議室に直行するか。

　そして臣に事情を話し、大人しく始末書を提出しよう。どんな理由があるにせよ、会長である俺が部外者を残し生徒会室から退出したことには変わりないのだ。責任はある。

　そんなことを考えながら足を踏み出せば、

「匠……？」

　と、前方より声をかけられた。竹林に吹き抜ける風のように一定し落ち着いた声こわ音ね。その声の主ぬしに覚えがあったため、ゆっくりとそちらへ顔を向ければ、一人の男子生徒の姿があった。

　彼はシルバーフレームの眼鏡めがね越しに瞳を見開き首を傾げている。

　その人物こそ、俺とクラスメイトであり、この学園の生徒会副会長である緑りよく南なん臣。

　華か道どうの名家として名を馳はせる緑南家の次男である彼は、相変わらず涼すずしげだ。

　黒こく曜よう石せきを思わせる艶つやのある髪は、長くもなく短くもなく、耳がわずかに隠れるようにカットされている。

　そして余分な肉がついていない輪りん郭かくには、猫のような瞳とはっきりとした鼻筋、それから引き締まった唇くちびるというパーツが揃っていた。まるで天てん井じようからピアノ線で吊るしたように綺き麗れいな姿勢。その姿は一輪の竜りん胆どうのようだ。

「鞄を持ってどちらへ？　会議室の準備が整い次第呼びに行きますから、生徒会室で待機していて下さいとお伝えしたはずですが……」

「その生徒会室に部外者が立ち入っている。だから俺が出てきた」

「え？　待って下さい。役員以外入れないのに何故？」

「健斗だ」

「……相手は女性ですね」

　臣は肩を落として大きな溜息を零すと、ずり落ちかけた眼鏡を直す。

「ですが、匠も匠ですよ。どうして追い払わなかったのですか？　立入禁止にしている理由は、資料の盗とう難なん等を危き惧ぐしているからです。貴方あなたが退出しては意味がありません」

「仕方ないだろ。言っても出ていかない上に、これ以上顔を合わせていると色々咎めてしまいそうになるからな。同じ空気も吸いたくないし。それに大だい丈じよう夫ぶだ。あの女の目的は恐おそらく生徒会室ではない──」

「どういうことですか？」

　訝いぶかしげな臣を横目に、俺は壁かべ際ぎわに凭もたれかかった。

　廊下に等とう間かん隔かくに設置されている窓から見えるのは瑞みず々みずしい木々。それは春になると咲き誇ほこり窓をピンク色に染め上げてくれる桜の木だ。学園の創立以来、生徒達を見守ってくれている。

「……露木琴音を知っているか？」

「えぇ、外部出身者は希少ですから。ですが、僕が知っている情報は顔と名前ぐらいですよ？」

「その琴音に告白された。でも、本気じゃないだろうな。退出する時には、次のターゲットが健斗になっていた。恐らく、箔はくを付けたくて俺に近づいてきたんだろう。最悪なことに、健斗もすっかりほだされている」

「あの人は全く……！」

　そう言って臣は頭を抱えると、苦々しい表情を浮かべた。

　緑南家は代々着物を全て羽里で仕立てているため、両家の付き合いは古く長い。そのため、臣も小さい頃から羽里家に出入りしており健斗とも幼おさな馴な染じみの仲なのだ。なので、お互いを家族のように熟知していた。

　健斗の両親だけではなく、臣も健斗の女おんな癖ぐせを何度も忠告していたようだが、あれはなかなか直らないらしい。

「健斗には始末書提出を命じます。それからご両親への報告ですね。もう今回ばかりは、夏休み返上で寺修行させられますよ」

「寺？」

「えぇ。健斗のお母さんの実家が寺なんです。いつまでもあんな風にフラフラしているのならば、スマホを没ぼつ収しゆうし精神修行をさせるとおっしゃっていました。あれでも一応、羽里の跡取りなので」

「スマホ取られてしまうのはキツイよなぁ。あいつ、片時も離さないし」

「ご住職──健斗のお祖じ父い様が厳しい方ですのでしっかりと扱しごいて下さいます。それよりも匠。露木琴音との間に一体何があったのですか？」

「……なぜ？」

「そんなことぐらいで貴方の機嫌が悪くなるなんて考えられません。家柄目的で近づかれたのなんて、お互い数え切れませんし」

「別に……なんでもない」

「いいえ。同じ空気も吸いたくない。そんなこと、普ふ段だんの貴方は言いませんよ。告白してきた女の子達の勇気をかっていつも丁寧に断っているじゃないですか。もしかして、貴方の様子が最近おかしい件と何か関係があるのですか？　もしや、竜りゆう崎ざき家けのご令れい嬢じように未練があるとか？」

「!?」

　突然出てきた名に俺の心臓が一いつ瞬しゆんだけ大きく跳はねてしまう。

　それもそうだろう。去年の夏に円満に別れた元カノの話だ。とっくに俺もあちらも過去の話になっているというのに！

　それにあちらにはもう付き合っている彼氏がいる。

「何故、急に佐さ緖お里りの話が出るんだ!?」

　そう怒ど鳴なるように告げれば、俺のリアクションがおもしろかったらしく、臣はクスクスと笑い始めた。

「冗じよう談だんですよ。それで、本当の理由は？　……まぁ、強要するつもりはありませんが」

「ただ、朱音のことが気になって仕方がなかったんだ。これから俺が何をしてやれるかとか、朱音に対する様々な溢れる感情の答えとか……」

「朱音さん……ですか？」

「あぁ、露木朱音。露木琴音の姉だ。父さんが描いたあの絵本が縁えんで知り合ったんだよ」

「匠のお父さんの絵本？　あぁ、あのウサギの……」

　臣はうつろな目で、どこか遠くを眺めてしまう。

　ちなみに、あの絵本はもれなく俺や美智と仲が良かった友人、親しん戚せきや会社関係の子供達にも配られている。結構大人数に配られたのに、朱音のような反応をしてくれた者は皆かい無む。いわずもがな、あの絵とストーリーが原因だ。

「あぁ、そうだ。あの『ウサギの冒ぼう険けん』。表紙だけで、みんな中身を一いつ切さい見ずに終わったあの絵本だ」

「一応中身を読んだ子もいましたよ？　でも、途と中ちゆうでつまらないと言って放り投げていました。その子のご両親は顔がん面めん蒼そう白はくでしたが。もしかして、その絵本を配られた子なんですか？」

「いや、買って貰もらった子だ」

「え……あれを……買った？」

　臣が雪像のように固まってしまう。

　余よ程ほど衝しよう撃げき的てきだったのだろう。無理もない。俺も同意する。本屋で並んでいたら、真っ先に避けるぐらいのレベルだから。

「しかも、その絵本が好きだって言ってくれたんだ。だから、父さんが暴走して結構面めん倒どうだったんだよ」

「すみませんが、それは本当にあの『ウサギの冒険』ですか？　線がガタガタで、塗ぬり方も雑ではみ出していて、表紙のウサギのアップが怖こわくてまず避けるあの絵本」

「信じられないだろ？　俺も最初はあの絵本を好きだって？　と思ったから」

「そうですよね……僕も信じられません」

「朱音の両親の愛情は、妹の琴音にばかり傾かたむいているんだ。しかも、妹も朱音に対して態度が悪い。お前、風ふ呂ろ上がりに妹か弟にコンビニに行ってオレンジジュース買ってこいって言われたらどうする？」

「誰にものを言っているのか、一度だけ考える猶ゆう予よを差し上げます」

「……あぁ、うん。臣ならそう答えると思った。でもな、朱音は違ちがう。朱音はそれが日常なんだよ」

「まさか！　音楽科でも品行方正な女子生徒だという話ですよ？　あぁ、でも……」

　臣は一いつ旦たん話を区切ると、顎あごに手を添え思案するような素そ振ぶりを見せた。

「何か知っているのか？」

「えぇ。気になる点が一つだけ。弟……蘭らんに聞いたのですが、露木琴音は一部の生徒からはあまり評判が良くないそうですよ。と言っても、外部生の中でも本当に限られた人々からですが」

「どういうことだ？」

「又また聞ぎきのため、信しん憑ぴよう性せいが低いかもしれませんが。実は蘭の友人に外部生がいるのですが、その子から聞いたそうです。その友人に対して態度が全く違うということを。蘭も最初は半信半疑だったようですが、最終的には自分の友人が噓うそをつくはずがないと信じることにしたそうです」

「……ということは、人を選んで態度を変えている可能性が高いということか」

「えぇ、恐らく。しかし、それが本当なら面倒ですね。露木琴音という人物は」

「あぁ。そんな妹や両親に囲まれている朱音のことを守ってやりたいんだ。俺の傍そばで笑って欲しいし、我わが儘ままも言って欲しい。もっと頼って欲しいって思う。これが同情心からくるものなのかわからない。でも、こんな気持ち初めてなんだ。こんなふうに誰かを強く想うのは……朱音だけなんだ」

　そうぽつりと漏もらした言葉に、一瞬だけ臣の目が大きく見開かれた。かと思えば、彼は柔やわらかく微笑んだ。

「匠。僕にはもう答えが出ているように感じますよ？」
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　生徒会専用会議室は静せい寂じやくに包まれていた。

　室内中央には大きなオフィスデスクが配置されており、その傍にはホワイトボードやプロジェクターなどが設置されている。会議に集中するために余分なものは一切不要ということで、造りとしてはこの学園内の会議室の中では比ひ較かく的てきシンプルな方だと思う。

「……いいのか？　会議は」

　俺はいつもの定位置へと座りながら、そう臣へと尋ねた。

　長方形のテーブルの一番端。ちょうど窓まど際ぎわの前の席が会長の定位置になる。

　その背後にある開け放たれた窓からは心地ここち良い新鮮な風が室内へと流れ込み、俺と臣の頰を撫なでていく。

　あの後、臣からゆっくりと自分で考えた方がいいですよと言われ会議室へ来ていた。

　テーブルには今日の議題の書類は見受けられず、ただ俺と臣の鞄のみがぽつんと置かれている。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　俺の左側に座っている臣がそう告げながら柔らかく笑う。

「まだ始まるまでに時間があります。それに元々遅おくれる予定でしたから」

「は？　そんな連絡は聞いていないが……」

「匠に直接伝えようと思って生徒会室に向かったら、ちょうど貴方とばったり出会ったんですよ。一年の庶しよ務む・葉は木ぎ君が資料をコピーしていなかったそうです。しかも、一部資料が抜けていることも発覚。今、尊たけるが手伝っていますよ」

「……だから資料の準備ができてないのか。いっそのこと会議中止にしろって」

　つい愚ぐ痴ちっぽくそう言えば、苦笑いを浮かべている臣と視線が合った。

　──早めに会議が終わったら、朱音達と合流しようと思ったのになぁ。

　資料のコピーが終わっていないだけならまだしも一部抜けているとは。これでは会議の開始時刻が大おお幅はばに変更されるのは確実だろう。

「そうしたいのは山々ですが、今日中の処理案件なんです。それなのに、全く！　葉木君は……」

「まぁ、会議が始まる前に資料の件に気づいて良かったんじゃないか」

「えぇ。それは不幸中の幸いでした……あぁ、すっかり忘れていましたが、匠も先ほどの生徒会室の件について始末書を提出して下さいね。勿もち論ろん、健斗にも書かせますが」

「あぁ、明日までには必ず」

「お願いします。それでさっきの朱音さんの件に戻しますが、うちの生徒ではありませんよね？」

「榊さかき西にしで俺達と同い歳どしだよ。朱音さ、感受性が豊かで良い子なんだ。あの絵本を見て、作者が楽しんで描いているってわかる所とかさ。俺も美智もあの絵本を見て、下手過ぎるとしか思わなかったからな。そういう才能というか、感覚が俺には全くないからすごく惹ひかれる」

　それなのに朱音はそんな長所に気づいていないから勿もつ体たいない。むしろ、自分には何もないと思っている。無理もないだろう。あの環境なのだから──。

「僕は締め切りに間に合わずに急いで描いたのかと思いました」

「だろ？　普通はそんな感じなんだよ。まさか、あの絵本がそんなに深いなんて思わないって」

　俺はしみじみとそう言った。

　俺と美智のために描いてくれたという点では嬉うれしいし愛情も感じる。でも、そんな想いを作者本人に伝えるつもりはない。何故ならまた暴走するからだ。

　テンション高めの父は仕事モードとのギャップが激しい。その姿を見たら社員達が驚きよう愕がくするのは間ま違ちがいない。

　しかも、最近やたらと俺に絡からんでくる。朱音の件で。

「それに朱音は勉強も頑がん張ばっているんだ。一いつ緒しよに勉強した時に気づいたんだけど、朱音はノートと教科書に、授業の内容を自分が理解できるよう嚙かみ砕くだいて書き込んだりしている。そういう人知れず努力している所もいいなって思う」

　勉強を頑張るのは、もしかしたら両親に褒ほめられたいという想いがどこかにあるのかもしれない。

　だが、あんなに努力しても、それを認めて貰えない……。

　それでも朱音はやる。しかも、家事もちゃんとやりながら。

　母親が仕事で遅くなりそうな時は朱音に電話がかかってくるのだが、それは夕食作りをするようにとの連絡らしい。だから、朱音はバイトができないそうだ。

「そんな彼女がいじらしくて愛いとおしい。それと同時に朱音の両親に対して苛立ちを覚える」

　だが、赤の他人の俺では何もできない。そんな自分にも腹立たしくなる。色々な感情が複雑に絡み合い最近の気分は不安定そのものだ。まるで夏の天気のように。

「先ほども言いましたが、僕にはもう答えが出ているように感じますよ」
















「……あぁ、臣と話をしていてなんとなく自分でもわかってきた気がする。俺は、朱音のことが好きだ」

「別に色々な想いを抱いだいたままでも良いと思いますよ。もし気分が不安定なのが嫌でしたら、紙に書いてみたらどうですか？　僕も時々しますが、少し気分が晴れますよ。お勧すすめします」

「紙かぁ。うん、やってみようかな」

「えぇ。思うままに書くのがコツです。恨うらみ辛つらみも全て。僕は少し席を外しますので、どうぞ気軽に。会議室も違う場所に変更ておきます。準備ができ次第呼びますから」

「……悪いな」

「いいえ」

　首を左右に振ると、臣はそのまま扉の向こうへと消えていった。

　こうしてさり気なくそっとしておいてくれる友人がありがたい。

　臣が席を外してくれてから一時間ぐらい経過した頃、俺は静まり返った会議室にてなんとも言えない空気を醸し出していた。

「やばいな、これ……」

　そんな俺の呟きが室内へと浸透していく。その動どう揺ようが体にも伝わっているのか、手にした紙が小刻みに震ふるえていた。

　臣に言われた通り、自分の想いをぶつけるように紙へと書きなぐったら、最初は朱音の両親と妹や何もできない自分への憤いきどおりが記されていたのに、何故か途中から朱音への溢あふれる想いが綴つづられていた。

　しかも、情熱恋愛ポエム風に。

　──こんなの誰かに見られでもしたら……！

　恥はずかしさのあまり悶もん絶ぜつしそうになる。だからこれはシュレッダーにかけるのが一番だ。永久に誰にも見られないように葬ほうむり去ろう。

　だが、会議室にはその肝かん心じんのシュレッダーがなく生徒会室に戻らねばならない。

　仕方がないので後で処分することにし、紙を二つに畳たたんで鞄の中へとしまい込む。

「しかし、紙に書くというのは結構自分に合っているのかもしれないな」

　心なしか気分がすっきりとしていた。

　恐らく一心不乱にペンを動かすことで頭の中が良い感じにデトックスでき、それに伴ともなって感情の整理もでき、昇しよう華かしたようだ。

　これを教えてくれた臣には感謝しなければならない。
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　あれから紙に書くという行こう為いが習慣となり定着していた。

　そしてこの日もまた家に帰宅した俺は、自室にてＡ４サイズの紙上にひたすらペンを走らせていた。

「……やっぱりポエム調か。何故なんだろうな」

　手にしている文字が綴られた紙を眺めながらそう呟いたけれども、それを拾う者は誰もいない。ただ、天井から吊るされている照明が温かな光で包み込んでくれていた。

　朱音のことを好きだと気づいたがいきなり告白とはいかず。仮に好きだと告げたとしても、きっと戸と惑まどわせてしまうだろう。やっと友人というポジションに就ついたのだ。徐じよ々じよにステップアップをし、ゆくゆくは恋人に……。

　だからこそ、朱音のことを想い胸に溜め、押し殺してしまう感情もある。

　たとえば嫉しつ妬と心しん。

　朱音の学校は共学だ。それも俺にとって不安の種の一つとなっている。

　彼女の優しさや感受性の高さなどに気づいた男が近づき、いつの間にか彼女の隣にいる未来もなきにしも非あらず。考えたくもないが……。

　俺達は榊西と六条院という違う学校同士のため、朱音の学校生活を知ることができない。そのため、余計もやもやとしてしまうのだろう。なので、こうして紙に書いてデトックスしている。

「しかし、今日は朱音と一緒に勉強したから筆がのったな」

　──さて、忘れないうちにシュレッダーにかけるか。

　そう思って立ち上がった時だった。

「匠様。今お時間よろしいでしょうか？」

　と、後方にある障子から声をかけられたのは。

　その声の持ち主はうちで働いてくれている家政婦の前まえ田ださんのものだった。

　小首を傾げながら机の上に並べてあった辞書類から適当に一冊抜ぬき取とると、手にしていた紙を隠すように載せた。辞書なのである程度の重さがあり、文ぶん鎮ちん代がわりとなって飛ばされないで済むだろう。

　準備が終わった俺はそのまま障子前へと足を進めて戸を開ける。すると、そこにいた前田さんが一礼をして口を開いた。

「旦だん那な様さまがお呼びでございます」

「父さんが？　わかった、今すぐ行くよ。ありがとう」

　俺はそう告げるともう一度部屋へと戻り照明を落とす。視界の端にシュレッダーが映りほんの一瞬だけ紙の存在が過よぎった。だが、後回しにすることにした。

　差し当たって問題ないだろうと思って──。
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「私ったら抜けていますわね。学校に辞書を忘れてしまうなんて……」

　深い溜息をしながら私は廊下を突き進んでいた。その行き先は私室より数部屋先にあるお兄様のお部屋。

　宿題をやろうと思ったのだが、英語の辞書を学校に忘れてきたのに気づいた。

　自室に電子辞書はあるが、私としては紙の方が何かと覚えやすいのでそちらを好んでいる。そのため、お兄様に借りることにしたのだ。

「……あら？　不在のようね」

　屋や敷しきは和室メインなので、私とお兄様の部屋も障子と畳たたみで作られている。そのため、夜間では在室しているか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　今は障子越しに明かりが窺えないので、どうやら不在のようだ。

　もしかして、もう隣の寝しん室しつで休まれてしまったのだろうか？　とも考えたが、まだ九時を過ぎたばかり。もしかしたら、お風呂にでも入っているのかもしれない。

　──辞書だけ借りていこうかしら？　きっと机にあるはず。

　何度か借りたことがあるので、場所はなんとなく把は握あくしている。そこで、事後報告で構わないだろうと、私は深く考えずお兄様の部屋に立ち入ることにした。

　そっと障子を開けて足を進め、電気を点つければ太陽の光が現れたかのように室内が照らされ視界を広げた。

「あら、なんてタイミングがいいのかしら！　ちょうどお兄様が使っていたようだわ」

　部屋の奥にある机の上。そこに私の目当てのものがあったので、躊躇ためらいなく足を動かしそちらへ。

　さっそく目当ての辞書を手に取ろうとすれば、その下に紙が敷かれているのに気づき首を傾げた。もしかして、宿題途中だったのだろうか？　そんな軽い気持ちでその紙へと視線を向ければ、私の体に雷かみなりが落ちたかのような衝撃が走った。

「え」

　それを手に取り眺めれば、それはまごうことなき熱ねつ烈れつな愛のポエムだった。

　しかも、読んでいるこちらが悶もだえそうな文章が綴られている。顔に血液が集まり、首元まで真っ赤になっていると自分でも容易く推測できてしまう。

　心臓は今まで感じたことがないぐらいに早はや鐘がねを打っている上、長時間、湯船に浸つかったかのように毛穴からは汗あせが……。

　文字はお兄様の字にそっくり。……というか、当人のもの。

　だが、私は現実を受け入れることができずにいた。だって、あのお兄様だもの。

　心を落ち着かせるため一度視線を逸そらした。

　誰に対する愛を書いているのか一目瞭然。絶対に朱音さんだ。

　あのお兄様がポエマーになってしまうぐらいに朱音さんへの想いは大きい。それは最初に家に招いた段階でなんとなくわかっていたので問題ない。

　──でも、何故ポエム？

　そこは疑問に思うが、ここは見なかったことにした方が賢明だろう。お兄様のためにもだが、私のためにも。

　動揺が隠し切れないのだ。お兄様と遭そう遇ぐうして平然と場を切り抜けられる自信が全くない。五王の家に生まれ、周囲の嫉妬からこの身に様々な出来事が降ってきた。それでも、切り抜けてきたけれども、まさかこんな試練が襲ってくるなんて。無事切り抜けられるだろうか。

「これはそっとしておいた方がいいわね」

　そう思って辞書を借りるのを諦あきらめ元に戻そうとした瞬しゆん間かん、「お嬢じよう様さま？」という呼び声と共に肩をそっと叩たたかれてしまい心臓と体が大きく跳び跳ねてしまう。

　悲鳴を嚙かみ殺ころし反射的に振り返れば、そこにいたのは私の付き人である国くに枝えだだった。

「ちょっと、国枝！　驚おどろかさないで。お兄様かと思ったわ」

「すみません。ちょっと明日のスケジュールに変更があったのでお伝えしに。でも、その前に主あるじがいないのに匠様の部屋に入るのは頂けませんね」

「……わかっているわ。今、すごく後こう悔かいしているもの」

「一体何を見たんですか？」

　と、国枝は私が手にしている紙を覗のぞき込み、彼は私と同様の反応をした。それは至極同然だろう。

「熱烈ポエムじゃないですか。これ見ちゃ駄目ですって」

「やっぱり貴方もそう思う？」

「当然です。これを誰かに見られたとなったら、俺は恥はずかしさのあまり部屋から出たくなくなりますよ。しかし、朱音様はすごいですねぇ」

「本当に。朱音さん以外いないわ。お兄様をここまで情熱的にさせられる方は」

「早く元に戻して下さい。証しよう拠こ隠いん滅めつは大おお事ごとです。匠様、光こう貴き様に呼ばれているようですが、用事が終わったら戻ってきてしまいますよ」

「そうね。素す早ばやく退散した方がいいわよね。そして見なかったことにしましょう」

　私は紙をそっと元に戻すと国枝と共に部屋を出た。
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　あれから匠たくみ君達と一いつ緒しよに五ご王おう図書館やお屋や敷しきで勉強会をしたり、美み智ちさんと二人でショッピングに行ったり……今まで一人だった私の世界は百八十度変化した。

　現実に追いつかず、未いまだに夢なんじゃないかって思う時がある。

　でも、これが現実だと実感できる時もある。それは、今のように彼らと時間を共有している時だ──。

　五王図書館の二階・個室フロアにて。

　私はミルクティーの缶かんを手に持ち、自じ販はん機きを眺ながめている美智さんと国くに枝えださんの背を少し離はなれた場所から見つめていた。

「……本当に夢のような時間」

　つい呟つぶやいてしまったその小さな声は、彼らに届くことはなかった。それは周囲に他校生や大学生の姿がちらほら見えるからだ。みんな、美智さん達のように和気あいあいと飲み物を購入している。

　個室のレンタルというと料金が心配になるけれど、ここは良心的で友達同士で割わり勘かんして借りている学生が多い。その上、図書館の図書スペースは原則、飲食物持ち込み禁止だが、個室スペースは飲食可能だった。そのため、給湯室やフロアに自販機が数台設置されている。

　私も匠君達に誘さそわれ個室で勉強をしていたけれども、喉のどが渇かわいたので美智さんと一緒に飲み物を買いにここへ来ていた。プライベートルームでは、ソファとテーブルのため、ノートを広げて勉強がしづらく、勉強をする時は個室を借りている。

「朱あか音ねさん、お兄様の飲み物はどれが良いと思いますか？　なんでもいいからと言われても困ってしまいますわよね」

　その声に私は美智さん達がいる自販機へと足を進めた。

「お兄様はきっと今、眠ねむ気けが強いと思いますので、ブラックコーヒーが良いかと思うのですが……」

「眠い……？　もしかして、匠君は昨日眠れなかったんですか？」

「いえ、遅おそくまで本を読んでいたようですわ。一応五王の跡あと取とりとして色々と勉強しているようでして。見た目はお父様譲ゆずりで軽そうなんですが」

「あぁ見えて根が真ま面じ目めなんですよね、匠様」

　財さい布ふを持った国枝さんが同意するように頷うなずく。

「お話ししているとわかります、匠君のこと。優しくて真面目で勤勉で……私なんかにも図書館で声をかけてくれたし……」

　あの時、私に声をかけ、気にかけてくれた優しい匠君。

　きっと匠君が声をかけてくれなければ、出会うことのないような人達だったと思う。五王なんて時代が時代なら、私のような一般庶しよ民みんが接することもできない家いえ柄がらだから。

　今も不ふ釣つり合あいだとは思うけど、彼らの人柄に触ふれ傍そばにいたいと思い始めている。

　──あぁ、そうか。こうして話してみないとわからないのに決めつけてしまっていたんだ。

　周りから妹と比べられてばかりの生活だった。だから、他人はきっと姉妹を比ひ較かくするものだってずっと思っていた。それがすごく怖こわくて、自分から人を避さける生活を送って、クラスでも目立たないようにそして踏ふみ込こまないようにしていた。

　でも、それは私が勝手に決めつけているだけで、相手はそんなこと思っていないのかもしれない。そう、ふと湧わいて出た想い。

　匠君と話してみないとわからなかったように、クラスメイトとも話してみないとわからないのだ。

「まぁ！　朱音さん。私なんかではありませんわ。だって、私は朱音さんと一緒に遊ぶのがこんなにも楽しいですもの。ですから、そのようなことをおっしゃらないで。むしろ、無理してお付き合いさせているんじゃないかと不安です。お兄様と私、お祖じ父い様に時々怒おこられてしまうぐらいに騒さわがしいですから」

「そんなことないです！　私も美智さんとご一緒できて嬉うれしいです。この間パフェを食べに行った時も……」

「本当ですか？　ふふっ、また甘かん味み処どころに一緒に行きましょうね」

「はい、是ぜ非ひ！」

　私が頷うなずくと、美智さんは微笑ほほえんでくれた。

　その笑顔は同性の私でも見み惚ほれてしまうぐらいに綺き麗れい。外見だけでなく内面も完かん璧ぺきな五王兄妹。

　おばあちゃんに貰もらった絵本は一度私の手から奪われてしまったけど、また違ちがう形で私の手元にやってきてくれた。しかも、彼らとの素す敵てきな縁えんまで結んでくれて。

　彼らが与えてくれたのは、以前の閉じこもってばかりの私からは想像もできないぐらいの溢あふれるような幸せと夢のような日々。

「さぁ、匠様への飲み物を買って戻りましょう。もしかしたら眠さのあまり船をこいでいるかもしれませんよ？」

「えぇ、そうね」

「はい」

　国枝さんの言葉に、私も美智さんも頷いた。
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「あれ……？　匠君、寝ねちゃっている……」

　飲み物を購入後、個室へと向かえば、視界に飛び込んできたのは匠君の寝姿だった。彼はデスクの上で右みぎ腕うでを枕まくら代わりに眠っていた。

　室内はホワイトボードやオフィスデスクなどが設置された簡易会議室のような作りになっている。

　私達は勉強しやすいようにデスクを二つ合わせて繫つなげ、二対二で向かい合えるように設置した。その上にはつい先ほどまで勉強していたため、教科書やノート類が置いてある。

「あら、お兄様。やっぱり眠ってしまわれたのね」

「お疲つかれでしたからね。しかし、ここは迷いますね。朱音様が戻られたので起こした方がいいような気もしますし」

「えっと……私なら大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「いえ、匠様の心情を察すると朱音様との時間をとても大切にしたいのではないかと」

「そのうち目を覚ますと思いますから、少しそっとしておきましょう。お兄様には休息も大切ですわ」

「そうですね、畏かしこまりました」

　というわけで、私達は静かに席に戻ることに。

　匠君を起こさないように細心の注意を払はらって、自分の座席である匠君の隣りん席せきへ座る。

　でも、やっぱり気配や微かすかな物音のせいか、「……ん」というわずかな声が彼から届いてきて、私の肩かたが大きく動いてしまう。

　──もしかして、起こしちゃった？

　と、ゆっくりと左手にいる彼へと視線を向ければ、瞼まぶたを伏ふせている匠君の姿が。どうやらまだ眠っているようで、ほっと胸を撫なで下ろした。

　眠っている匠君は、いつもの大人びた様子と違い、あどけなくて可か愛わいらしい。

「……ね。朱……音」

「え？」

　突とつ然ぜんなんの前まえ触ぶれもなく彼の口から零こぼれた自分の名前に、私は首を傾かしげてしまった。

　もしかして、匠君の夢に私が出ているのだろうか。夢の中でも迷めい惑わくかけてないといいなと、そんなことをぼんやりと思いながら私は彼を凝ぎよう視しする。

　すると、また彼の唇くちびるが開いた。

「朱音……俺、俺さ……」

「えっ!?　まさか……！」
















　そんな匠君を美智さんと国枝さんが息を吞みながら注視する。二人は匠君がこれから話す言葉を聞きき逃のがさないように、デスクに手をつき、前のめりになっていた。

　けれども、それから数秒が経過しても、匠君の口から言葉が放たれることはなかった。そのため、「言わないんですかっ!?」という、美智と国枝さんの叫さけびによって匠君の瞳ひとみが開いてしまうことに。

「……ん……朱音？　あー、ごめん。俺、寝ちゃったみたいだ……」

「ううん。美智さんに聞いたよ。昨日、夜遅くまで本読んでいたって。だから気にしないで。ごめんね、忙いそがしいのに勉強付き合って貰って……」

「いや、俺が悪い。キリの良い所までと決めていたんだが結局続けちゃってさ」

　そう言いながら匠君が上半身を起こせば、国枝さんがすっと缶コーヒーを差し出した。それを匠君が礼を言いながら受けとると、蓋ふたを開けて喉を潤うるおし始める。

「匠君。もしかして、夢に私が出てきた……？　なんか名前呼ばれちゃったから……」

　ふと気になったので何気なくそう尋たずねれば、彼は咳せき込んでしまう。

　口元に手をあてゴホゴホとむせている匠君の背を慌あわててさすりながら、私は謝罪の言葉を発した。

「ごめんね、飲み物を飲んでいる時に話しかけちゃって」

「だ、大丈夫。ちょっと、気管に入っちゃっただけだから。朱音が悪いわけじゃない……俺、もしかして寝ね言ごとを？」

「うん。私の名前を呼んでいたの。もしかして、夢の中でも迷惑かけてたのかなって気になって……」

「それは大丈夫。それより、名前を呼んだだけ？　他に何か言ってなかったか!?」

「えっ、うん。名前だけだよ」

「そうか。良かった……寝言よりちゃんと自分のタイミングで伝えたいから……って、おい！　そこの二人、にやにやすんなっ！」

　そう声を上げながら匠君は目を細め、テーブル越しにこちらを見ていた美智さん達へと顔を向けた。

　そんな彼を見て、夢の中で迷惑をかけてなかったことに、私はほっと胸を撫で下ろした。
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　今日もいつものように学校へ。電車通学のためか、ほとんど同じ時間に校門を潜くぐり昇しよう降こう口ぐちを抜けて階段を上っていく。

　すると、二階の通路でちょうどクラスメイトの豊とよ島しまさんとばったり遭そう遇ぐうした。彼女の手にはノートの束が抱かかえられている。

「あっ、露つゆ木きさん。おはよう」

　私に気づいた豊島さんは、満面の笑みを浮かべながら挨あい拶さつをしてくれた。

「おはよう。ノートすごいね」

「そうなの！　日直で日誌取りに行ったら石いしちゃんに頼たのまれちゃって」

　──どうしよう……石いし井い先生に言われたのかぁ……手伝った方がいいよね……重そうだし……。

　小中とクラスでも妹と比べられていたため、このクラスでもそうなんじゃないかと思ってあまり積極的に交流したことがなかった。中学の頃は琴音のことを他校生が見にくることがあったので、もしかしたらうちの学校でも琴音を知ってる人がいるかもしれないし。四月に新しく編成されたこのクラスも同様。一応挨拶だけはする間あいだ柄がらだった。そのため、親しくもないのに声をかけていいのかいつも迷ってしまっていた。

　でも、今はクラスに関してちょっと違う見方ができるようになっていた。前回の図書館の時に気づいたことだが、私はクラスメイトに対して固定観念に囚とらわれてしまっている。話をしなければわからないこともあるというのに──。

　そう思って、私は意を決して口を開く。

「あの……っ！　私も手伝うよ、ノート運ぶの」

「え？」

　私の言葉にきょとんとした豊島さんだったけれども、すぐに表情を崩くずした。

「本当？　助かるー。ごめん、じゃあ半分お願いしてもいい？」

「うん」

　ノートを半分預かると、私達は一緒に教室へと向かった。

「でも、ちょっと意外だった。露木さんに手伝って貰えるって思ってなくて。あっ、露木さんが冷たいとかじゃないよ。私が結構わいわいがやがやするタイプだから苦手なのかなぁって思って」

「もしかして、私がいつも本を読んでいるから……？」

「それもあるけど、なんかクラスメイトから一歩引いている雰ふん囲い気きを感じていたの。でも、それって勝手にこっちで決めつけていることなんだよね。本人の意志に関係なくさ」

「それ、私もわかるよ。この間、知ったの」

「そうかー。なら一緒だね！　一緒と言えば、私の友達にも読書好きな子がいるんだ。なんの本をよく読むの？」

「湊みなと川がわ尊たける先生の本をよく読むよ」

「本当!?　なら、きっと私の友達と話が合うと思うよ。その子もね、湊川先生の本を読んでいるんだ」

　そんな些さ細さいな会話をして教室へと向かう中で、私はふと匠君と美智さんの顔が浮かんだ。

　他の人にとってはクラスメイトに声をかけるなんてたいしたことではないのかもしれない。でも、私にとっては大きな変化だ。それを彼らに一番に伝えたかった。
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　やがて気温の上じよう昇しようと共に防寒用のカーディガンが不要になり、やっと半はん袖そでのセーラー服が身に馴な染じんだ頃ころ。私の学校生活は良い方向に変化していた。

　それはクラスでの過ごし方。お弁当を豊島さん達と一緒に食べたり、クラスメイトからも声をかけてもらえたりするようになったのだ。

　どうやら匠君達と過ごしているうちに彼らの傍が心地ここちよく、私の顔つきや雰囲気も良い方向へ変化して話しかけやすい雰囲気になったらしい。

　本当に匠君達のお陰かげだ。それを彼に伝えたら、「嬉しいけど、男もいるんだろう？」とちょっと複雑な表情をしていたのが少しだけ気になる。共学だから、男子学生もいるよ？　とは伝えたのだけれども……。

　──匠君や美智さん。それからいつも優しく迎えてくれる五王家の人達に感謝しなくちゃ。

　けれども、私が変わった面は良い所ばかりではない。

　それは──。

「お姉ちゃん。最近変だよ？」

「……琴こと音ね」

　自室で匠君のお父さんの絵本を読んでいると、琴音がやってきた。

　気温が高いため部屋の扉とびらを開けっ放しにしていたのだが、そこに凭もたれかかりこちらを窺っている。

　琴音は上下ふわふわの素材のドット柄のルームウェアを纏まとっていた。それは、上がパーカーで下はショートパンツ。そこからはすらりとした手足が伸びている。

　お風呂上がりなのか頰ほおが桃もも色いろで、少し湿しめり気けを帯びた肩下までのゆるふわの髪かみを今日は軽く纏めて嘴くちばしクリップで留めていた。

　どの角度から見ても可愛らしい。同性でもそう思えるぐらいに完璧だ。

　匠君の妹──美智さんも可愛いが、あちらは凜りんとして美しいお姫ひめ様さまだ。

　対して琴音は身に纏っているルームウェアみたいに、ふわふわで甘めなお姫様だ。

「休日のたびに出掛けるし、服も気を遣い始めたもん。今までＴシャツとかだったのに。なんか雰囲気変わっちゃったよ～」

「そうかな？」

「そうだよ。前の方が断然いい！　ねぇ、戻って」

「そう言われても……」

　確かに匠君と会うようになってから、服装とかにも気をつけている。

　それは時々匠君のご家族から夕食に招かれることもあるので、迷惑にならないよう考えてのことだ。初対面の格好があまりにもラフ過ぎたので後こう悔かいしているのもある。

「あっ、彼氏でもできた？　まぁ、お姉ちゃんに限ってあり得ないと思うけど」

「……違うよ。友達ができたの」

「え？　噓うそ」

　琴音は大きな目を更に開くと、私の傍へと駆かけるようにやってきてしゃがみ込む。

　そして前のめりになりながら、ゆっくりと唇を開いた。

「お姉ちゃんに友達なんていたのっ!?」

「最近できたの。その人と平日や休日は図書館で本を読んだり勉強したりしている」

「はぁ!?　図書館。うわっ、暗い。お姉ちゃんに友達いたのにも驚おどろきだけど、同じ穴の貉むじななんだね。あり得ない。だって毎週休日に図書館なんてつまらないじゃん！　もっと違う所に遊びに行けばいいのに～。あっ、でもお姉ちゃんっぽいかも。じめっとしてそうで。はしゃぐとかしないもんね。だからお姉ちゃんなんかの友達やっているのかも」

　さすがに腹が立った。私のことはいい。いつも通りだから。でも、匠君を悪く言われているみたいで嫌いやだった。全然知らないのに、どうして勝手なことばかり言うのだろうか。

　いつも通りの琴音。今まではスルーすることができていたのに、今日は感情が激しく揺ゆれ動いてしまう。だから、つい口走ってしまったのは否いなめない。

「匠君のこと、馬ば鹿かにしないで」

　我に返り口元を手で覆おおった時には遅かった。

「えっ！　男なのっ!?」

　そう琴音に突っ込まれてしまったのだ。

「……あぁ、でもどうせお姉ちゃんと一緒で根暗で野や暮ぼったいんでしょ。うわ～、眼め鏡がねかけてチェック柄の服とか着てそう。今度の日曜も会うの？　私もお姉ちゃんと一緒に行こうかなぁ～」

　ケタケタと笑うように告げた琴音の言葉に私は背筋が寒くなった。きっと匠君と顔を合わせたら琴音に取られてしまう。

　絵本や玩おも具ちやは諦あきらめがつくけど、匠君は嫌だ……。

「あ、でも駄だ目めだ。今度の休日は健けん斗と先せん輩ぱいと一緒に遊ぶんだった。そろそろクマをおねだりしてもいい頃合いかな～？」

「クマ……？」

「知らないの？　最近流は行やっているのに。ま、しょうがないか。お姉ちゃんそういうのには疎うといから」

　クマってなんだろうと思っていると、どこからか音楽が流れてきた。

　どうやらそれは隣となりの琴音の部屋からみたい。

「あっ、電話だ。誰だれだろう？　秋あき良らくんかな？　それとも健斗先輩？」

　歌うようにそう言い残して、琴音は私の部屋から出て行った。それを見届けると私は深い溜息をする。

　もやもやとしたまま沈しずんでいく心。そのため、私はこれ以上先を読む気分にはなれなかった。

　少し温かい飲み物でも飲んで落ち着こうと、絵本を閉じた時だった。室内に電子音が鳴なり響ひびいたのは。

「……え？」

　それは学習机に置いているスマホ。オレンジ色のランプが一定の間かん隔かくをあけながら点てん滅めつし、音楽を奏かなでている。

　──もしかして、匠君かな？

　電話をくれるのは、匠君と美智さんが多い。匠君に関しては毎日電話をくれる。電話代が心配だったけれども、そういうプランに入っているから心配しなくていいよって言われた。クラスの子達とは、主にコミュニケーションアプリを使用している。

　立ち上がってスマホを手に取れば、ディスプレイには想像した通りの人の名があった。それを見て、一気に私の心が緩ゆるんだ。ガチガチに張っていた糸がふにゃっとなったかのように。

　不思議だ。さっきまで、琴音の言葉で嫌な気分になっていたというのに──。

「もしもし匠君……？」

　電話を取れば、『朱音？』と耳に馴染んだ声が聞こえ、私は自然と顔が綻ほころんでくる。

『今、大丈夫か？』

「うん」

『何をしていたんだ？』

「絵本を読んでいたの。ウサギの冒険」

　私は話しをしながら、さっきまで座っていた所へとまた向かう。そして絵本の傍でしゃがみ込むと、そのままそれをそっと撫でる。新しい輝かがやく思い出も作ってくれた大切な存在を。

『また読んでいたのか？　朱音は本当にあれが好きなんだな』

「うん。大好き」

『え』

「え？」

　どうしたのだろうか？　匠君が電話口で黙だまってしまった。

　そのため、私は小首を傾かしげる。もしかして、私は何か言ってはいけないことを言ってしまったのだろうか？　でも、絵本の話をしていただけだし……。

「もしもし？　匠君？」

『……ごめん。なんでもない。本当になんでもないんだっ！　絵本だってわかっていたけど！　とにかく問題ないから。大丈夫だから！』

「うん。わかった」

　よくわからなかったけれど、私はそう返事をしてしまう。ちょっとだけ、何な故ぜか匠君の声こわ音ねが焦あせっているように感じた。

『あのさ、来週の土曜って時間ある？　友達から水族館のチケット貰ったんだ。それで、もしよかったらどうかなって』

「うん。大丈夫。でも、美智さんの都合はどう？」

『美智は今回不参加。お茶会があるそうだ。それにチケットは二枚しかない。だから、その……二人で行かないか？』

「チケット二枚なら、匠君と美智さんが一緒に行った方が……なんだか申し訳ないし……期限はまだあるんだよね……？」

『俺と美智で!?　違う、朱音！　このチケットは俺が……』

「うん？」

『と、とにかく今回は美智のことは置いておいてくれ。それで、その…水族館の件はどうだろうか？』

「私は大丈夫だよ。でも、本当にいいの？」

『美智には適当に土産みやげ買うから問題ないさ。それに俺は朱音と水族館に行きたいんだ』

「私と……？」

『あぁ』

　朱音と水族館に行きたい。その言葉がなんだかくすぐったくて、ちょっとだけ笑みが零れた。

　何も書かれることのなかったスケジュール帳が、今年はどんどん埋うまっていく。しかも頰が緩み、期待に胸を膨ふくらませる予定ばかりだ。
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　待ち望んでいた水族館当日。なんだか昨夜から妙みようにそわそわとして落ち着かない。まるで遠足を楽しみにしている子供みたいだ。

　それはきっと匠たくみ君と二人きりで外出なんて初めてだからだと思う。いつもは美み智ちさんも一いつ緒しよだから……。

　図書館やお屋や敷しきでは何度か二人になることはあったけれど、いつものテリトリー外に行くせいか変に緊きん張ちようしてしまっている。

　私は自室にあるベッドに腰こしを下ろしながら、心を鎮しずめるため深呼吸をした。

　見慣れた自室。一番落ち着くはずなのに、いつもより早い脈みやく拍はくで忙せわしないまま。緊張感のせいで心と体がかき乱されてしまっている。

　──待ち合わせ場所に着くまでに少し落ち着かなきゃ。匠君に変に思われちゃう。

　私と匠君の約束の場所は、今回は駅前にあるコンビニだった。

　水族館まで車で一時間半と少し距きよ離りがあるため、「飲み物を買っていこう」という話になり、そこになった。匠君は迎えに来てくれると言ってくれたけど、琴音の友人が遊びに来るのではち合わせが怖くて断わってしまった。

「忘れ物はないよね……？」

　私は立ち上がると学習机の上に置いてある鞄かばんの元へと向かう。

　水族館ということなので、斜ななめがけタイプを用意していた。水族館の後で時間があったら臨りん海かい公園や遊覧船に乗りに行こうか？　なんて話もしていたので動きやすい服装の方がいいだろうと思って。

　鞄を肩かたへとかけ、カーディガンのポケットからスマホを取り出し時間を確かく認にんすれば、まだ余よ裕ゆうがあった。それでも、遅ち刻こくするよりも待っていた方が気分的に楽なので、少し早めに家を出ることに。

　私は部屋の片かた隅すみに置かれているスタンドミラーへ足を進めると、それを覗のぞき込む。すると、木目調のフレームに嵌はめられた鏡には一人の少女が映し出された。

　肩に付くか付かないかぐらいの髪かみをしたその人は、ホワイトのワンピースに薄うす手でのコバルトブルーのカーディガンを羽織っている。そして肩には斜めがけの丸みを帯びた小さなバッグが。

「大だい丈じよう夫ぶだよね……？」

　衣服にゴミなどが付いてないことを鏡で確認すると、私は自分の部屋を出た。そして階段を下り一階へ。すると、玄げん関かんにいたお母さんと遭そう遇ぐうした。

　ちょうど階段方向を振り返ったところらしく、ばっちりと視線が絡からんだ。

　お母さんが手に回覧板を持っていることから、お隣となりさんが来ていたと推すい測そくできる。

「そろそろ約束の時間だから出掛けるね」

「確か友達と水族館だったわね。行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　私はそのままお母さんとすれ違ちがい、玄関に準備していたバレエシューズを履はいた。すると、「朱あか音ね」と声をかけられる。振り返れば、お母さんが困こん惑わく気ぎ味みな表情を浮かべていた。

「ここ最近、以前と違う格好をするようになったわよね。お友達と遊ぶって言っていたけど、それは本当にお友達なの？」

「……え？」

「女の子らしい格好をしだしたから、誰だれかお付き合いしている子でもいるのかと思ったのよ。一度家に連れてきなさい。問題がある子かどうか確かめなければならないから。琴こと音ねはピアノで今が一番大事な時なのよ。相手がろくでもない子で琴音が変な噂うわさに巻き込まれたりでもしたら困るでしょ？　六ろく条じよう院いんは特とく殊しゆだから。それに貴方あなたも来年は受験生。推薦を狙って欲しいから内ない申しんに響ひびくような相手では駄だ目めよ」

「匠君とは友達だよ……それに、心配しないで。いつもお世話になっているの。勉強も見て貰もらっているんだよ。彼はしっかりとした人だから大丈夫……」

「……そう。お付き合いはしてないのね。でも、そんなに頻ひん繁ぱんに会っているんでしょ？　一度連れてきなさい。そんなに仲が良いなら、彼の素そ行こうが悪かったら貴方も琴音も巻き込まれるのよ。お姉ちゃんなんだからしっかりして。琴音が今まで積み重ねてきたものが、水の泡あわになるかもしれないのだから。六条院なら身元がちゃんとした子ばかりなのに」

　頰ほおに手を当てながら深く息を吐はくお母さんを見てしまい、私を重苦しい空気が包む。

　匠君は六条院の生徒だ。しかも、あの五王家。それを告げればお母さんは安心してくれるかもしれない。

　でも……私はそのことを話すのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。それは、お母さんを伝って匠君のことを琴音に知られてしまうのを恐おそれているからだ。

　──どうしよう。

　もしお母さんに匠君と一緒にいる所を見られでもして、詮せん索さくされたらきっと彼に迷めい惑わくをかけてしまう。そんなことになったら私は合わせる顔がない。

　そのせいで匠君達が離れてしまうかもしれない……そう考えただけで胸が痛くなる。

　自分一人でも平気な人生だったのに、彼らと出会って様々な感情や物事を知ることができた。

　それは、他の人との繫つながりの大切さを知らなかった過去の私からは考えられないぐらいの変化だ。

「お母さん。ごめんね、もう行かなきゃ。約束の時間に遅れちゃうから……」

　これ以上何かを言われる前にと私は無理やり話を切り上げると、駆かけるように慌あわただしく家を出た。

　──家に連れてきなさい。

　お母さんが口にした言葉がぐるぐると頭の中を駆け巡めぐっていく。ただでさえ、お世話になっているのに家に挨あい拶さつに来て貰うなんて……。

　そんな面めん倒どうなことをお願いなんてできない。何より、匠君はちゃんとした人だ。もしかして、私がお母さんに心配をかけるような行動をとってしまったのだろうか……？

　確かに、服装は以前と全く違う。でも、それはＴシャツ姿で五王家のお屋敷に行くのは気が引けるからであって……。

「……ちゃん。お嬢じようちゃんっ！」

「え？」

　ぼんやりしていると、いきなり大きな声が目の前でして、私は弾はじかれたように顔を上げる。すると深海のような曖あい昧まいな思考の世界から、現実のはっきりとした世界へと急速に風景が開けた。

　それは見慣れた駅前のコンビニであり、私と匠君が待ち合わせの約束をしていた場所。

　その敷しき地ち内ないの駐ちゆう車しや場じように設置されている看板の下に私は立っていた。

　──あぁ、そうだった。匠君のことを待っていたんだっけ……。

「お嬢ちゃん」

　そうこちらに語りかけてくるのは、恰かつ幅ぷくの良い中年の女性だった。

　彼女は眉まゆを下げてこちらの様子を窺うかがっている。それは私がよく買い物に行くこのコンビニのおばちゃんだった。

　今では珍めずらしい個人経営のお店なので制服はない。そのため、いつもポロシャツに店名が入ったワインレッドのエプロンを纏まとっている。

「誰かと待ち合わせかい？」

「あっ、すみません……」

　おばちゃんが手にしている箒ほうきとちりとりが見え、自分が掃そう除じの邪じや魔まになっていたと思い謝罪の言葉を口にした。

「いや、邪魔とかじゃないんだよ。日が照っているから、店の中に入っていた方がいいと思ってね。顔色も少し悪いようだからさ。待ち合わせ相手はいつものあのイケメンだろ？　来たら呼んであげるから」

「でも……」

「いいんだよ。お嬢ちゃん、よく買いに来てくれる常連さんだし。それにまだ子供なんだから大人に甘えてもいいんだ……って、おや？　どうやらそう言っているうちにイケメンが到着したようだね」

　おばちゃんの視線を追って振り返れば、ちょうど店の左手にある駐車スペースに黒くろ塗ぬりの車が停車した所だった。丁てい寧ねいにワックスをかけているのか、艶つや々つやとして傷一つない車体はとても輝かがやいて目立つ。

　その車から匠君が降りてきたのが目に飛び込んできたので、手を挙げようとしたけれども、それよりも先におばちゃんに「今日のデートはどこへ行くんだい？」と聞かれることに。そのため、私はそのまま何もせずにおばちゃんへと対面した。

「えっと……水族館です。でも、デートじゃないですよ。匠君がちょうど二枚チケットを持っていて」

「それは臨海公園内にある水族館かい？」

「はい」

「しかも、ちょうど二枚？」

「はい」

　そう返事をすると、何故かおばちゃんに「ははっ」と豪ごう快かいに笑われてしまう。

　どうしたのかな？　と首を傾かしげれば、「朱音！」と背中に声をかけられたので、振り返るとすぐ傍そばに匠君がいた。どうやら私は、近づいてきた彼の気配に全く気づかなかったようだ。

「匠君、おはよう」

　今日の匠君は行き先が海沿いのためか、半はん袖そでのグレーのカットソーにブラックデニムというラフで動き易やすそうな格好をしている。

「おはよう。ごめん、待たせたようだな」

「ううん。私が早く来過ぎちゃったの」

「いや、俺がもっと……」

　匠君はそう言うと、ふと視線が気になったのかコンビニのおばちゃんの方へと顔を向ける。匠君もこのコンビニを時々利用していた。だから彼にも見覚えがあったのだろう。

　おばちゃんへと微笑ほほえみを浮かべ挨拶をした。

「おはようございます」

「おはよう。今日は水族館だって？　チケットよく手に入ったね。売れ過ぎて販売を一時停止しているから、今は買えないってうちに来るお客さんが嘆なげいていたよ」

「えぇ。リニューアル記念で、今はパスケース付きなので人気なんだそうですよ。ちょうど販売停止前のラスト二枚を運良く買えて」

「お友達、ラスト二枚で買ったの？」

「えっ!?　あっ、それはその……そうみたいだ」

「折角チケットがあるんだ。お嬢ちゃんは気にせず楽しんできなよ」

　おばちゃんは頰ほおを上げ笑う。

「この間行って来た人に聞いたんだが、リニューアルしたばかりで、人も結構多いそうだよ。海洋動物も増えて見応えあるって話だ。タイミングが良ければ、ペンギンの行進も見られるそうだからそれ見てきな」

「ペンギンですか？」

「あぁ、確か午前、午後と一回ずつあるそうだよ。午前中は十一時からだそうだ」

「じゃあ、そろそろ行った方がいいかな？」

　匠君が腕うで時ど計けいを確認する。

「朱音。飲み物を買ってそろそろ行こうか」

「うん」

　私は頷うなずくとおばちゃんに会え釈しやくした。

「二人共引き留めて悪かったね。じゃあ、楽しんできな！　少年の方は頑がん張ばれ！」

　匠君はその言葉にぱちぱちと数回大きな瞬まばたきをすると、「え、はい。頑張ります……？」と疑問形で返事をし、私と同じように会釈。そして飲み物を買うために、店てん舗ぽへと向かった。
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　臨海公園内にある水族館。

　そこは私達の両親が子供の頃ころに開園された歴史ある施し設せつだ。そんな由ゆい緒しよある水族館のため、老ろう朽きゆう化かにより幾いく度どか建たて替かえや増改築をしているけど場所はずっとここ。

　他の水族館と差別化を図はかるべく、去年から建物や内部をリニューアル工事して、つい先日再オープンした所だ。

　外観もペンキが綺き麗れいに塗ぬり直されており、海洋動物をデフォルメしたゆるキャラの看板なども設置されたりと、以前とは様変わりしている。受付で貰ったパンフレットには人工の海なども記き載さいされ目で見て触さわって楽しめる水族館になったようだ。

「あっ……中も変わった気がする。前は熱帯のお魚だったよね……？」

「そうだな。リニューアルっていうより違う水族館に来たみたいだ」

　私と匠君が入口のゲートを潜くぐり館内へと進んでいけば、記き憶おくの中にあった配置と全く違っていた。

　外もそうだったけれども、中も人で賑にぎわっている。祖父母から孫まで三世代の家族連れから、友人達と複数で訪おとずれている学生まで様々な客層だ。

　みんな、それぞれ水すい槽そう越ごしの青い世界を楽しんでいる。

「海の小さな生き物コーナー？　あぁ、だから小さな水槽ばかりなのか」

　受付で貰ったパンフレットを眺ながめながら匠君はそう口にした。

　左右に水槽があるのだけれども、デフォルメされたキャラが書かれた説明パネルが設置されており、自然と間かん隔かくが作られゆったりと観賞できるようになっている。

　展示を一つ一つ眺めていけば、ふと見覚えのある生物を発見した。

　それに私は強く惹ひかれた。

「あっ、匠君。見て、クリオネがいるよ。可愛かわいい」

　私が気になったもの。それはクリオネだった。

　黒い壁に嵌はめ込まれた水槽には数匹が一いつ生しよう懸けん命めいに体を動かし泳いでいた。その下部にはパネルが設置されており、〝流氷の天使〟と書かれている。

　確かに泳ぐ姿が天使みたいで小さくて可愛い。

「ほんとだ。思っていたよりも小さいな」

　二人して水槽を覗のぞき込んでいると、女の子のはしゃぐ声が届いてきた。

　水族館は子供も多いのでさしあたって気にもとめていなかったら、急に右足に衝しよう撃げきが走り私の体がぐらりと大きく揺ゆれてしまう。

　どうやらクリオネに気を取られ、咄とつ嗟さに反応ができなかったようだ。

　そのため、逆らうことなくバランスを崩くずしてしまった。

　気づいた時には、匠君の方へ体が傾かたむいていた。けれども、彼を巻き込んで床ゆかに倒たおれることにはならずに済んだ。

　それは、匠君がしっかりと受け止めてくれたお陰かげだ。

「大丈夫か？」

「ご、ごめんね。匠君が抱だきとめてくれたお陰で大丈夫だったよ。ありがとう」

「抱き…え、あっ……！」

「こらっ！　麻ま里り香かっ！　だから走らないでと言ったのに！」

「え？」

　──麻里香？　もしかしてさっきの……。

　飛んできた女性のその怒ど号ごうに足元へと視線を向ければ、案の定幼よう稚ち園えんの年長ぐらいの子が私の足元に座る様にお尻しりを付いていた。

　二つに髪を結ゆった、ふっくらとした子供らしい丸みを帯びた輪りん郭かくの女の子。着ているのはリボンの付いたとても可愛らしい桃もも色いろのワンピースで、肩からは水族館にぴったりのイルカのポシェットを下げていた。

　どうやら現状から推測するに、この女の子が走ってきてぶつかったようだ。

　女の子が立ち上がるのを手伝おうとしたら、ちょうどその子の両親らしい人が到着した。すると女の子は誰の手を借りずに、ちゃんと自分の力で立ち上がる。

「ごめんね、大丈夫？　怪け我がとかしてない？」

「へいきっ！」

　目線を合わせるために屈かがみ込んで尋たずねれば、女の子は満面の笑みを私へと向けた。

「すみません。うちの子がご迷惑をかけてしまって……」

　女の子のお母さんが頭を下げたので、それに私も匠君も首を左右に振る。

「いいえ、大丈夫ですよ。むしろすみません、私も早く気づけば良かったのですが……お子さんに怪我がなくて良かったです」

「いつもこんな感じなので、慣れているんですよ。全く、本当に忙せわしない子で。特に今日は特別なんです。ずっと水族館を楽しみにしていて、館内に入った瞬しゆん間かんからこの調子で……お騒さわがせして本当にすみません」

　お父さんも頭を下げている中、女の子は匠君を注視していた。

　それにお母さんが気づき、「麻里香っ！　お姉ちゃん達にごめんなさいをしなさい！」と眉を吊り上げれば、女の子はそれを気にする様子もなく匠君を指さして口を開く。

「おうじさまーっ！」

「え？　俺？」

　王子様と呼ばれた匠君は、きょとんとしている。

「まりかのおうじさま！」

　と、女の子は顔を輝かせた。

　それがとても可愛くて、私はつい笑みが零こぼれる。確かに、匠君は王子様のようにかっこよくて優しい。だから、王子様と思ってしまう女の子の気持ちは理解できた。

「お兄ちゃんは、お姉ちゃんの王子様なの。だから、麻里香は麻里香で探しなさい」

　女の子のお母さんがそう言うと、女の子の手を取り繫ぐ。

「本当にすみませんでした」

「いいえ、気になさらないで下さい」

「ねぇ、ママ！　おねえちゃんたちはちゅーしたの？」

「え」

　突とつ拍ぴよう子しもないその質問に、全員固まってしまう。

「おひめさまはおうじさまのキスでおきるんでしょ？　ママがえほんよんでくれたじゃんっ！」

「絵本？　あっ、白しら雪ゆき姫ひめっ！　って、すみません。その……」

「大丈夫ですよ」

　そうかぁ。白雪姫の絵本読んで貰っているのか。この年頃って、お姫ひめ様さまとかに憧あこがれる時期だもんなぁと微笑ほほえましく見ていると、女の子はその質問に答えてくれなかった大人達に対し頰を膨ふくらませた。

　そしてその小さな唇くちびるで言葉を紡つむぎ、ストレートに匠君へと尋ねる。

「ねぇ、おにいちゃんはおねえちゃんにキスしたの？」

「え？」

「してないの？　おねえちゃんのおうじさまなのに？」

「いや……その……」

「したの？　してないの？」

「俺達は……まだ……あの……」

　いきなりそんな質問をされたので、匠君が戸と惑まどっていた。視線を彷徨さまよわせて、パンフレットで顔を扇あおぎ始めてしまう。その頰は秋の紅葉のように色づいている。

「おにいちゃん、たこさんみたい！　まっかーっ！」

「こら！　麻里香！」

「すみません。本当にすみません。デリケートな問題なのに」

「いえ、その……大丈夫です……本当に大丈夫ですから。気にしないで下さい」

　天てん真しん爛らん漫まんな女の子と違い両親は大おお慌あわて。そして、一方の匠君はうちわ代わりに扇いでいるパンフレットのスピードを加速していた。

「ほら、麻里香。パパと手を繫ぎなさい。お兄ちゃん達、お魚さんを見に来ているからこれ以上邪魔したら駄目だよ」

「えー」

「また麻里香が走って今度は迷子になったらどうするんだい？　パパ達と離れて一人ぼっちになってしまうよ。それに良い子にしてないと、サンタさん麻里香の所に来てくれないかもしれない。いいのかな？」

「だめーっ！」

　女の子はそう口にすると、差し出されたお父さんの大きな手を小さな自分の手でぎゅっと握にぎった。そして、

「ばいばい、おにいちゃんたち！」

　と、ご両親のおじぎと共に女の子の溢あふれんばかりの笑顔を浮かべ、私達の横を通り過ぎていく。親子三人仲良く手を繫いで。

「可愛かったね」

「あぁ。でも、まさかあんな小さな女の子に翻ほん弄ろうされるなんて思いもしなかった……」

　こちらに背を向けている女の子を見ながら、匠君はしみじみと呟つぶやく。

「きっとあの小さな女の子の良い思い出になるよね。お父さんとお母さんと三人で手を繫いで水族館」

「確かにそうかも」

「私もね、家族で来たことあるんだ。小学校低学年ぐらいの時、ここに。私も手を繫いだのかな……？　曖あい昧まいな記憶過ぎてわからないの」

　その温ぬくもりも、館内イベントを楽しんだことも。

　もしかしたら、小さ過ぎて覚えてないのかもしれないけれど──。

　ただ、強く鮮せん明めいに覚えているのは、ショップで買って貰った白クマのぬいぐるみのこと。

　琴音はペンギンのぬいぐるみを買って貰ったけれども、どうやら後で私の白クマが気に入ったらしく帰宅後に泣かれてしまって交こう換かんする羽目に。

　だから、白クマのぬいぐるみを抱きしめられたのは一回だけなのだ。

　──ふわふわとして触り心地ごこち良かったなぁ……あれ、まだ売っているかな？

　そんなことをぼんやりと考えていると、「朱音」と匠君に声をかけられた。

　彼へと視線を向ければ、酷ひどく緊張した様子の匠君の姿が目に映る。

「あのさ、手を繫ごうか？」

　その言葉に、私は小首を傾げた。

「……手？」

「違う！　やましい気持ちはないんだ！」

　あぁ。もしかしたら、彼は気を遣つかってくれているのかもしれない。私が「手を繫いだのかな……？」なんて言ってしまったから──。

　匠君は優しい。

「じゃあ、お願いしようかな」

　私が匠君に手を差し出せば、彼は一いつ瞬しゆん目を大きく見開く。けれども、すぐに頰を緩ゆるめ私の手を握ってくれた。

　まるで繫いでいる箇か所しよから、匠君の優しさが伝わってくるみたいだ。温かさを通り越して熱いぐらいに。

　そんな人の温もりの心地良さに、私はなんだか気き恥はずかしくなり少し照れてしまう。

「匠君って、体温高めなんだね」

「ごめん！　今、俺の血液の流れがっ！」

「ううん。いいの。気を遣ってくれたんだよね……？　ごめんね。ありがとう」
















　私は首を左右に振ると、匠君へとお礼の言葉を口にした。

　少し気恥ずかしさを残したまま私と匠君は、手を繫ぎながら順路を回っていく。

　館内は海の生き物に触さわれるコーナーなどもあり、二人共まるで童心に返ったかのように楽しんだ後で、次の展示スペースへと向かうと、やけに人が群がっている水槽が目につきつい足を止めてしまった。

　皆、水槽に釘くぎづけになっている様子から、もしかしたら何か人気の海洋動物がいるのかもしれない。

　見学スペースも大きく取られ、十～二十五センチぐらいの段差と、手すりが備え付けられている。後方の人にも見やすい配はい慮りよがされていた。その造りから、水族館側でもこの水槽の生き物を目玉の一つとしていることが推測できた。

「なんだ？　あれ」

「なんだろうね……？」

　首を傾げつつ、私達も早速その中に加わることに。ちょうど後方の手すり付近に空いているスペースがあるのでそちらへ移動した。

　人々の壁から開け切った視界。そこに広がった水槽を眺めて私は納得した。

　──ラッコだ！

「仲良く手を繫いでいるよ。可愛いね」

　数匹いるのだが、中央付近にてゆらゆらと水面に漂ただよっているペアのラッコがいた。

　その二匹の小さくて愛らしい手がぎゅっと繫がれているのがすごく可愛い。周りの人々も頰を緩め、それを眺めている。とても癒いやされる光景だ。

「俺達と一緒だな」

「え？」

　匠君の言葉に、私は弾かれたように彼を見上げた。

「手、繫いでいるから」

「うん。一緒だね。でも、どうしてラッコは手を繫いでいるのかな……？」

「眠っているのかも。流されないように海かい藻そうを体に巻きつけたり、ああやって手を繫いで眠るらしいから」

「そうなの？　匠君って物知りだね」

「前に……」

　言葉じりが段々と弱まり、照れくさそうに笑っていた匠君の顔が急に強こわ張ばった。そして、私達がいる場所の左斜め下へと視線を向けてしまう。

　そこは段差の下。人々で埋うめ尽つくされている一角だ。もしかしたら、知り合いでもいるのかな？　と、視線を追えば、彼の瞳はとある人に固定していた。

　それは、四、五人の可愛い女の子達に囲まれている一人の少年の姿。鮮あざやかな色に染められた髪を持つ彼は、後ろ姿や背格好から私達とあまり変わらない年ねん齢れいのように感じられた。

　──もしかして、匠君の友達かな？

「あ～、無理無理。僕、ラッコじゃなくて良かったよ～。だって、手を繫ぐ可愛い女の子なんて選べないもんね」

「えー。健けん斗と君、私と手を繫ごうよ」

「駄目よ。私とよね？」

　その少年は女の子に抱きつかれたり、腕うでにしがみつかれたりしている。

　──あれ？　でも、健斗って名前を最近聞いたことがあるような……あぁ！　琴音が先週言っていたんだ。たしか、健斗先せん輩ぱいにクマがどうのこうのって……。

「あっ」

　私がじっと見過ぎたのか、その健斗と呼ばれている少年がこちらを振り返る。

　すると彼は大きく目を見開き、「匠じゃんっ！」と笑顔でこちらに手を挙げてきた。

　やっぱり匠君は知り合いだからあんな反応をしたのかと思いつつ彼を窺えば、空いている手で頭を抱かかえている。彼のそんなリアクションに対して私は少し戸惑ってしまった。

「健斗、なんでここにいるんだ……」

「え？　決まっているじゃん。気分だよー！　というかさ、その子誰だれ？　見たことがないんだけど」

「それはそうだろう。違う学校だからな」

「……って、噓うそ!?　今気づいたけど手繫いでいるじゃん。匠、付き合っている子いたの？　去年竜りゆう崎ざき家の令れい嬢じようと別れてから彼女なんていないと思っていたのにっ！　六条院で大ニュースになるよ！」

「おいっ！　お前はなんでそうさらっと余計なことを言うんだ!?」

「別にいいじゃん、元カノぐらい。ね～」

　と言いながら、その少年は周りの女の子に微笑んだ。それに周りの子達も「ね～」と口々に唇を開く。

　──そう言えば、匠君に彼女いるのか聞いてなかった。もしいたら、手なんて繫いじゃいけないよね……それに、私なんかが匠君の彼女と間ま違ちがわれちゃったら迷惑極きわまりないし。

　だから、私は否定の言葉を発した。

「私、匠君の彼女ではないです」

「じゃあ、なんで手繫いでいるの？」

「それは……」

　確かにそうだ。健斗と呼ばれた少年の言う通り。そう認識した私は、匠君の手をゆっくりと離した。すると、

「朱音、ちょっと話を聞いてくれ」

　と、急に匠君からガシッと両りよう肩かたを摑つかまれた。強制的にお互たがいが向き合う態勢を取らされてしまったので、私は驚おどろきのあまり目を大きく見開いた。

「匠君……？」

　彼の眼まな差ざしがあまりに強く揺らぐことのない真まっ直すぐなものだったので、私の鼓こ動どうが大きく跳はねた。

「俺は今フリーだから朱音と手を繫いでも問題ない。そもそも手を繫いだのは、朱音だからだ」

「私だから？」

「あぁ、他の子ではなく朱音だから。俺さ、初めてなんだ。今も未来も全てを──」

　けれども、匠君の言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられてしまった。それは、

『ご来場のお客様に当館からのお知らせです。ペンギンの散歩がこの後十一時より海洋動物コーナーにて始まりますので是ぜ非ひご観覧下さい』

　というスピーカーから届いた音声によって。

「ここでまさかの館内放送っ!?　いや、放送も大事だけどさ……」

　匠君は私から手を離すと、そう口にしてがくりと肩を落とす。

　──びっくりしちゃった。どうしよう……まだ鼓動が……この音、匠君に聞こえないよね……？

　いつもの彼ではない面を見て、私は戸惑いを隠かくせないでいた。だから、館内放送が入ってくれて、ちょっとほっとしている。だって、それを匠君に変に思われたくないから。

「あっ、そういうことなんだね！　僕、わかっちゃったー。だから、せっかく僕と会ったのに邪じや険けんに扱あつかっていたんだね」

　そう彼は言葉にすると、私へと視線を向ける。

「この子がいたから、だからこの間の告白も断ったんだね。でも、あの断り方は良くなかったよー」

「告白……？」

　そのフレーズに反応した私が匠君へと顔を向ければ、「違うんだ、朱音！　違うんだ！」と力を込めた台詞せりふを幾度も叫んでいる。

「匠、なんかそれ浮うわ気きがバレた男みたい。必死じゃん」

「お前が余計なことを言ったせいだろ……あぁ今すぐ臣おみに来て欲しい……」

　匠君は深く嘆たん息そく混じりでそう言葉を紡ぐと私を見た。

「もう行こう。そろそろペンギン散歩が始まるし」

「え？　ペンギン？」

「あぁ」

　匠君は私の手に触れると優しく包むように繫いだ。

　そして、私を先へと進むように促うながす。

「あっ、そうだね。館内放送も入ったから混みそうだもんね」

「じゃあな、健斗」

　そう別れの挨拶をしながら、匠君は足を踏ふみ出だした。

　私も手を繫いでいる彼に続くため段下にいる少年へと会釈する。そして足を進めた。「えー。もう行くの？」という声を背に聞きながら。
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　さすがは館内の目玉。私達がペンギンの散歩コースに辿たどり着いた頃には、もうベストポジションの場所取りが終了していた。

　ペンギンの散歩は特設コースで行われるらしく、もうすでに緑色の敷しき物ものが敷かれ、その両端に三十センチぐらいの木製のフェンスが設置されていた。

「出で遅おくれちゃったね。でも、匠君なら背が高いから見えると思うよ？」

「俺はそうかもしれないけど……朱音が見られない」

「私は大丈夫だよ。色々な生き物を見られて楽しかったから。今日は連れてきてくれてありがとう」

　ペンギンの散歩は見られなくて残念だったけれども、久しぶりの水族館を堪たん能のうでき充じゆう実じつしていた。白クマのぬいぐるみを思い出すこの水族館も、今は建て替えられ良い思い出に。だから私はもう十分だ。

「……いや。俺も一緒に回れたから楽しかったよ。だから、その……また今度にしよう」

「また……？」

「あぁ。また今度ここに来よう。その時に少し余裕を持ってペンギンの散歩を見られるようにしてさ」

　目を細めながら、匠君はそう言ってくれた。

「そうだね。また一緒に。あっ！　その時は美智さんも」

「え、美智!?　……あ、うん。そうだな。あいつも都合があえば……」

　そう言いながら、彼は遠い目をした。

　その後、ペンギンの散歩を諦あきらめた私達は、イルカショーを見たりして楽しんだ後に、出口付近にあるショップに立ち寄ることにした。

　魚やイルカの模様が描かれた壁には大きな棚たなが数カ所設置され、そこには文ぶん房ぼう具ぐからお菓か子しまで幅はば広ひろいグッズが陳ちん列れつされている。

　来客数からは想像できないぐらいにショップはすいていた。レジには列が見られるがそれでも三～四人のみ。もしかしたらペンギンの散歩の時間だからなのかもしれない。

「ぬいぐるみがある……」

　売り場の正面には大小様々な大きさの海洋動物のぬいぐるみが並べられていた。けれども、そこには白クマは見当たらない。ちょっとだけ残念だったけれども、同じ商品がずっと置かれる可能性は低かったのでなんとなくこの結末には納得できている。

　海洋動物のぬいぐるみシリーズでも一番推おされているのがイルカとペンギン。それからラッコ。それらが棚にディスプレイされ、イラスト付きのポップや、宣伝用の小さなタブレットのような端たん末まつが飾かざられていた。

　しかも、この三種類に関しては着せ替え用の衣い装しようも用意されているらしく、ぬいぐるみの隣となりに三種類ぐらい販売されていた。

「あっ、ラッコもあるよ。ぬいぐるみには女の子と男の子タイプがあるみたい。ラッコにはマジックテープが付いているから、二体買って手を繫ぐことも可能……あれ？　なんでラッコだけ？」

「手を繫いで寝るからだと思う。ほら、目を閉じているタイプもある。ラッコだけ」

「そっか」

　匠君が視線で指した先には、確かに目を閉じて手を繫いでいるものがあった。

「すごいな。服もあるぞ」

「うん。Ｍサイズのぬいぐるみ用って書いてあるね。ＷＥＢショップ限定でドレスもあるから、ウェルカムドールとしてもお使いになれますって書いてあるよ」

　ラッコのイラストが描かれたポップにはそう書かれていた。

「なんだ？　ウェルカムドールって」

「えっと……あっ、これじゃないかな？」

　こんな使い方ができますという使用方法が書かれたボードには、数種類の写真が貼はられている。その中に結婚式の受付に置かれているのがあった。ウエディングドレスとタキシード姿のラッコのぬいぐるみが可愛い。

　──そういえば、従妹いとこの結婚式で見たことがあるかも。受付じゃなくて、ウェルカムボードの隣にあったけど。

「……結婚式」

　匠君はそう呟くと、ラッコのぬいぐるみを凝ぎよう視しする。

　もしかして触りたいけど、私が手を繫いでいるからできないのかもしれない。そう察して彼の手を離した。

「匠君。手、ありがとう。繫いでいると、買い物カゴ持てなくなっちゃうから」

「え？　あっ、そうだな。朱音もお土産みやげ見たいだろうし。買い物カゴは……」

　匠君はきょろきょろと辺りを見回した。そしてとある箇所で目を留める。

　左右にある店の出入口付近。そこにカゴが積まれていた。グレーのカゴにもイラストが描かれ水族館っぽい。

「あった！　あそこだな。なら、少し見て回って後で合流しようか」

「うん」

　私は頷いた。

　──そうだ！　美智さんにお土産買っていこう。いつもお世話になっているから、匠君のも。
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　水族館のショップで買い物を終えた私は、ショップの出入り口付近に設置されているソファに座っていた。買い物を終えて外へと出ると匠君の姿はまだなかったので少し休むことにしたのだ。

「匠君達、使ってくれるといいなぁ……」

　今しがた買い物をしてきたばかりの袋の中を覗き込み、私はそう呟きを漏もらす。

　その中身は家用と学校用のお菓子が二つとお土産用の小分け袋が数枚。それから、スマホのイヤホンジャックが三つ入っていた。

　イヤホンジャックはデフォルメされた白クマが流氷の上に座り込んで、イニシャルタグを持っている。これは、美智さんと匠君へ渡すつもりで購入した。私もちょうどイヤホンジャックが欲しかったので自分の分も買い、三人お揃そろいという形になっている。

　匠君達にはいつもお世話になっているので、お返し代わりというか気持ちというか……。

「ごめん、朱音っ！」

　二人共喜んでくれるといいなぁと思いを馳はせていると、ふと名を呼ばれたので顔を上げ、声がした左手へと視線を向ける。すると、匠君がこちらに足早にやってくる所だった。

　彼の手にはビニール製のショップ袋が。それが動きに合わせて大きな音を奏かなでている。

「ううん。私も今終わったばかりだから待ってないよ。袋パンパンだね」

　私はそう言うと、立ち上がった。

　匠君が持っている袋はかなり大きめで枕まくらが余裕で入りそうなぐらいのサイズだ。白地に水色で水族館名とイラストが描かれている。きっと色々買ったのかもしれない。可愛いものや珍しいものが多かったから。

「いや、中身はそんなに多くないんだ。美智と家用の菓か子しが二つだけで後はぬいぐるみ。一体が結構デカくてさ。Ｍサイズ二体購入したから、袋が大きめになっただけだよ」

　そう言えばラッコのぬいぐるみ、気になっていたもんなぁと、私はぼんやりと思い返していた。

「ぬいぐるみってもしかしてラッコ？」

「あぁ、あれを買ったんだ。その……願掛け用に……」

　頰を染めながら、匠君がぽつりと呟く。

「願掛け……？　六条院って受験あったっけ？　エスカレーター式だった気がするけど……」

「え？　受験っ!?　確かにエスカレーター式だから受験はないに等しいな。一応試験はあるけど。でも、少数だが他大学に行く奴もいるから受験生はいる。俺は、そのまま六条院の大学に行く予定だけど」

　──なら、その試験に受かるための願掛けかな。

　私はそう納得。

「そろそろ昼だよな。外、出ようか。どこかに食べに行こう」

「うん」

　匠君の言葉に私が頷けば、左手を何か大きくて温かいものが包み込んだ。

　そちらへ顔を向ければ、それは匠君の手だった。驚きのあまり私の足がぴたりと止まってしまう。

「えっと……外も……？」

「ごめん！　さっきまで繫いでいたから、つい」

　裏返った匠君の声に、私は首を左右に振る。

「そのさ、今日は休日だろ？　水族館もリニューアルしたばかりだし。きっと臨海公園内は人が多くて混雑していると思うんだ。だから、その……はぐれてしまうと大変だから……あのさ……手を……繫がないか？」

「わかった。なら繫いでいこう？　ふふっ、匠君、今日はお父さんみたいだね」

　水族館で出会った親子を思い出し、なんだか微笑ましくなり自然と笑みが零れた。

「え、お父さん!?」

　彼は目を大きく見開いたかと思えば、「いや、でも待てよ。若返って異性になったし……」と呟いている。

「……でも父さんがこの場にいなくて良かった。きっと煩うるさくなっていたからさ。『朱音ちゃんのお父さんの座は譲ゆずらないからっ！』とか宣言する。きっと」

「そうかな？　でもそれなら、ちょっと嬉うれしいなぁ。憧れるから」

　私は再び足を進めながら、そう言葉にした。

　匠君のお父さんは匠君達のことを本当に愛しているって、ちゃんと私にまで伝わるぐらいに愛情を注いでいる。だから、そういうのに憧れる。理想のお父さんって感じがして。

「待って、朱音。どういうこと!?　朱音の好みの男ってあぁいうタイプなのか!?」

「え？　ううん。匠君のお父さんは、私にとって理想のお父さんというか……その……あんな風にたっぷり愛情を伝えて注いでくれるのに憧れるの」

「あっ、そういう意味か。焦った……まさか、朱音の好きな男のタイプが父さんみたいなのかって思ったよ」

「タイプ……？　そう言えば、この間クラスの友達からどういうのが好み？　って、聞かれたっけ」

　豊とよ島しまさんに彼氏のありなしを聞かれ、「いない」と答えたらそんなことを尋ねられた。どうやら、私に紹介したい人がいるみたい。

　彼女の中学時代のクラスメイトで、今は六条院に通っている男子高校生。本好きらしく、家にも書庫のような部屋があるという話だ。だから、きっと私とその子の相性が合うと思ったそうだ。

「……あれ？　匠君どうしたの？　顔色悪いよ」

　ふと何気なく匠君の方を見れば彼の表情は強こわ張ばり、顔色が心なしか良くない気がする。

　もしかしたら、冷れい房ぼうで寒くなっているのかも。私は長なが袖そでのカーディガンだけど、匠君は半袖だし。

　──もう少しで出口。外は気温も高いからきっと体も温まるはず。私のカーディガンを貸してもサイズが……。

　お土産ショップから出口までは近く、もう既すでにゲートが見えていた。水族館内の順路はぐるりと一周するように作られているため、出口も入口も大きなロビーを通る仕組みになっている。ロビーから正面の自動ドアを出ればもう館外だ。

「匠君、寒いの？」

「あぁ、寒い。急激に体感温度が下がった。しかしその子はなんでまたそんなことを……」

「なんか、男友達に本好きな子がいるんだって。だから、私と気が合いそうって思ったみたい。あっ、もしかしたら相手の男の子のこと、匠君知っているかも！　六条院の子だって言ってたから」

「紹介はされたのか……？」

「ううん。私、まだあまり人付き合いが……。クラスの子達にもやっと慣れたばかりだし……あっ、匠君。外出たけど少し日向ひなたぼっこしようか」

　自動ドアを通り外へと出れば肌はだには生なま温ぬるい風が触れる。海が近いせいかなんとなく湿しめっぽく磯いその香りがふわりと鼻を掠かすめた。

「いや、気温よりもその話の方が俺には重要だ。ちゃんと聞きたい。それでどうなったんだ？」

「うん。それでそのことをちゃんと豊島さんに伝えたの。そしたら、また今度にしようって言ってくれたんだ」

「そうか。相手は六条院に通っているって言っていたんだよな？　名前わかるか？」

「ごめん。あまり詳くわしいことは聞いてないの」

「いや、朱音が謝あやまる必要は全くないよ。俺が気になっただけだから。六条院っていっても、あまり素行の良くない人間もいるんだ。勿もち論ろん、朱音の友達の交友関係を疑っているとかじゃないが」

「そうなの……？」

　でも、今朝のお母さんの話だと六条院のことを信用しているようだった。六条院なら身元がちゃんとしているって。だから、琴音の交友関係も……。

「あぁ。それに俺が──」

　匠君は何か言いかけると、じっとこちらを見つめてきた。

　それに首を傾げれば、彼は一いつ旦たん瞼まぶたを伏ふせるととそのまま首を左右に振る。そしてゆっくりと息を吐はき出だした。

「……ねぇ、匠君。これからどこへ行くの？」

　手を繫いでいるのでそのまま彼に従っていたが、今歩いているこの舗ほ装そうされたオレンジ色の通路の先に何があるのかわからない。水族館から真っ直ぐ伸びているこの通りをただひたすら話をしながら歩いてきたのだ。

　右手には海が広がり、遊覧船乗り場がある。そして左手には芝しば生ふとその奥には道路が。道路に沿って店が並んでいて、イカ焼きなどの幟のぼりがたなびいている。

「え？　あっ、ごめん。話に夢中で……」

「どう……？　少し温かくなった？　食事の前に少し休もうか」

「あぁ、大丈夫。朱音がずっと俺の傍にいてくれたから。あぁ、でも昼、混む前に食べに行こうか。何か食べたいものあるか？」

「匠君は？」

「そうだな。ちょっとスマホで調べてみよう」

「ならどこか座れる場所を……」

　視線を動かし辺りを見回せば、通路に設置されているベンチに空いている箇所を見つけた。どうやら、そのまま座って海を眺められるようになっているらしい。私達はそこへ行くと腰を下ろした。

「ごめん、ちょっと時間かかるかも。電源落としてたから」

「えっ!?　もしかして、館内は電源を切るのがマナーだったの？」

「いや、違う。俺が勝手に電源切っていただけ。邪魔されると嫌いやだったからさ」

「そうなんだ。あっ、私も調べてみるね」

　そう言って鞄を開けてスマホを取り出せば、ランプが点てん滅めつしていた。

　──あれ？　電話？

　ロックを外してディスプレイを見れば、そこには『匠君のお父さん』という文字があった。

「匠君」

「ん？」

「匠君のお父さんから電話が来ていたみたい。ほら」

　そう言って私は彼へと画面を見せる。

「は？　……本当だ。というか、明日帰国するんじゃなかったのか？」

「え？　もしかして、日本にいないの？」

「あぁ。イタリアに行っているんだ。仕事で。明日帰国予定なんだけど、早まったのかな。俺が折り返してみるよ」

　そう言って匠君はスマホを操作し、そのまま耳へと当てる。すると、数コールで出たのか「もしもし、父さん？」と、匠君が口を開く。

「今、平気？　……はぁ!?　なんで父さんの声を聞きたくて俺が電話をかけなければならないんだよ。ファザコンかっ！　朱音のスマホに着信あったから折り返したんだよ。用がないならもう切るぞ！」

「……えっ」

　彼の荒あらぶる口調に私は驚き、唇から戸惑いの声が漏れてしまう。

「……あぁ、うん。それは反省する。今度からはどちらかのスマホの電源は入れておく……え？　食事？　というか、帰国したの？　……あのさ、俺と朱音って今二人きりなんだよ……いいだろ、別に！　これ以上いじるなら切るぞ!?　……は？　土産？　……あぁ、そうか。でも今、俺達臨海方面にいるんだけど……その会社こっちだっけ？　……わかった。一応聞いてみる。ちょっと待っててくれ」

　匠君は一旦通話を止めると、私へと顔を向けた。

「どうやら日程が早まってもう父さんが帰国しているらしい。朱音に土産を渡したいから、昼を一緒に摂とらないかって。ちょうどこっちに来ているみたい」

「うん、私は大丈夫だよ」

　お土産かぁ……そんなに気を遣って頂くのは申し訳ない。匠君と美智さんの分の他に、私の分もなんて……。

「そうか。わかった、伝えてみる」

　匠君はそう言うと、再び通話し始めた。
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「どういうことっ!?　帰国早々だけれども色々と聞きたいことがあるんだけどっ！」

　私達の前にいる匠君のお父さんが目を輝かせながらそう尋ねれば、それを匠君が深く嘆息をしながら受け止めた。

　私達がいるのは、待ち合わせに指定されたとあるお店の前。

　赤あか瓦がわらを並べた屋根と白しら壁かべで作られた一いつ軒けん家や風のお店で、軒のき下したにはシルバープレートが掲かかげられている。そこには、徳とく永ながという文字が彫ほられていた。

　窓まど枠わくは水色のペンキで塗られているけれども、褪あせてちょうどいい色合いを醸かもし出している。

　そこにはブリキの缶に活いけられたガーベラが飾られていて、レースのカーテン越しに中の風景がほんの少しだけ窺えた。

　まるで外国の海沿いにある店のような、カントリーチックで可愛らしい店構えだ。とても鉄板焼きのお店には見えない。

　本店は五ご王おうの図書館の近くにあるらしくこっちは分店。なんでも若い子をメインターゲットにしているらしく、本店の堅かた苦くるしいイメージとは区別し気軽に入りやすい雰ふん囲い気きにしているようだ。

　ここまで水族館から徒歩十分。そのため私と匠君は観光がてら歩くことを選せん択たくした。歩道沿いには可愛いマリン雑貨のお店などが立ち並んでいて人で賑わっていた。

　二人で話をしながらだったので、あっという間に着いた気がする。

　もうすぐ目的地に到着という所で店先にスーツを纏った見覚えのある人が。匠君のお父さんだった。どうやら心配して外で待っていてくれたらしい。そこで挨拶をしたら、さっきのような反応になったのだ──。

「……なんでだろうなぁ。そのテンションが懐なつかしいって思うのは」

「それって僕が留守で寂さびしかったからだね！　昔は出張のたびに行かないでパパ～って足にしがみついてきたもんなぁ。もう本当に可愛くてそのまま一緒に連れていきたかったよ」

「いつの話だ。いつの！」

　匠君が口元を引ひき攣つらせながら、冷えびえとした瞳で見ている。

「ねぇ、それよりもどうして二人は手を繫いでいるんだい？　思わず二度見しちゃったよ。これは、おめでとうって言っていいの？」

「あの……これは……」

　私は水族館の時のように誤解されてしまうと悪いと、そっと手を放した。すると隣から「あぁっ!!」という声が届いた。

「あーなんかごめんね。今の匠でなんとなく読めてきた」

「えっと……その……色々あったんです。実は水族館で──」

　私は手短に説明した。どうして手を繫いでいるかを。

　すると、匠君のお父さんは穏おだやかな表情を浮かべて「そうかぁ」と頷いた。

「そういう理由で手を繫いでいたんだね。でもさ、駄目だよ。絶対に！」

「すみません……やっぱり、気安く手を繫ぐべきでは……私なんかと誤解されては……匠君も……」

「違うよ、朱音ちゃん。僕が言いたいのは、朱音ちゃんのお父さんの座だよ！」

「え？」

　俯うつむきかけた顔だったけれども、弾はじかれたように匠君のお父さんの方へ向く。

　すると、匠君のお父さんは、私の隣にいる匠君へと視線を向けると唇を尖とがらせるような仕草を見せた。

「譲らないからね！　朱音ちゃんのお父さんの座は絶対に譲らないよ」

「……言うと思った。父親の座なら喜んで譲るって。俺は別に朱音の父親の座に就つきたいなんて微み塵じんも思ってないから」

　匠君は呆あきれた口調でそう返事をした。

「え？　なら、なんの座なら譲らないんだい？　ねぇ、教えてよ。匠ぃ～」

「……朱音。父さんのことは放っておいていいから、もう行こう。二人で食事にしようか」

「えー、久しぶりの親子の会話を楽しもうよ。二週間ぶりに戻ってきたのに。でも店の前で立ち話も暑いし、後は中で色々おしゃべりしようねー。じゃあ、行こうか」

　匠君のお父さんは、そう弾はずんだ言葉を唇にのせるとモスグリーン色をした扉とびらのドアノブを引いてくれた。すると、ウィンドチャイムの軽やかで涼しげな音色が私達を包み込んだ。

「さぁ、どうぞ」

「ありがとうございます」

　匠君のお父さんに促され私は中へと足を踏み入れる。すると、外のじめっとした纏わりつくような暑さとは違い、中は人工的な涼しさが漂っていた。剝むき出しの足をその爽さわやかで少しひんやりとした空気が掠めた。

「五王様、お待ちしておりました」

　店内に入ってすぐに店員さんと思われる人がやってきた。

　白いシャツに黒のスカート姿の女性でにこやかな笑みを浮かべている。髪は綺麗に纏められ、衣服もきっちりとアイロンがかけられとても清潔感に溢れる印象だ。

「瑠る香かちゃん。さっきは急な電話で悪かったね」

「いえ、五王様のご依頼ですので。上の個室を押さえておきました。こちらの可愛らしい方が匠坊ぼつちゃんの……？」

　女性の視線が私に向けられたので腰を折った。

「初めまして露つゆ木き様。徳永の臨海支店の店長をしております徳永瑠香と申します。店の方、いかがですか？　気に入って下さると嬉しいのですが」

「可愛らしいお店だと思いました。外もそうですが中も……」

　店の内装はアンティーク調。家具類も木の温もりを感じられるような雰囲気だし、壁にかけられた絵画も淡あわい色しき彩さいで描かれて甘めな印象を受ける。

　どちらかと言えば、カフェっぽく写真映ばえする造りで女性に人気なのも頷けた。

「そう言って頂けて良かったです。コンセプトが気軽に立ち寄れる店ですので。私をはじめ徳永の者達は皆、もっとうちの店を知って欲しいと思っています。ですから、色々な方に食べに来て頂きたいんです。勿論、徳永らしさも忘れずに」

「徳永さんは良い娘さんを持ったね。きっと自じ慢まんに思っているよ」

「勿もつ体たいないお言葉をありがとうございます。では、早速お部屋へご案内しますね」

　瑠香さんはそう口にすると、笑顔で私達を誘ゆう導どうしてくれた。

　案内されたのは、二階にある個室。中は壁が煉れん瓦がのような造りになっており、家具類は下と同じアンティーク調だが、こっちは白を基調としている。

　テーブルのすぐ傍──左手に窓があるのだけれども、そこからは海を一望することができた。カモメが飛んでいる姿や遊覧船なんかも見えるので、きっと窓を開ければ海風を感じることができるだろう。

「今日はこの後、家に帰るのか？」

　私の隣に座っている匠君は、テーブルを挟はさんで正面にいる匠君のお父さんへと尋ねた。

　匠君のお父さんは、ちょうど赤ワインの入ったグラスを手に取る途中だったらしく、腕を動かすのを止め、匠君へと柔らかい視線を向ける。

　まだメインの料理は来てないけれども、テーブルの上には純白のクロスが敷かれ、そこには前菜の盛り合わせとワイン、それから私と匠君のオレンジジュースが置かれていた。

「そうだね。仕事は終わらせてきたからもう帰宅できるよ。予定は明日帰国だったからね。だから、僕はこの後も時間が空いている。フリータイム」

　何かを期待した眼差しを浮かべながら、匠君のお父さんはそう口にする。すると、匠君がぐっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そうか、お疲つかれさま。後は家でゆっくり休んでくれ。家でな」

「えー。そこはこの後一緒にどう？　って言ってくれるんじゃないの？」

「言うと思った。俺と朱音は見ての通り二人なんだよ」

「知っているよ。見ればわかるから」

「いや、あのさ……」

　匠君は私の方をちらちらと見た。

　──もしかして、お父さんも一緒に行動するのは気恥ずかしいのかな？　それとも私に気を遣っている……？　それなら心配はいらない。私は、匠君のお父さんが一緒でも嬉しい。

「冗じよう談だんだよ～。邪魔なんて、そんな野や暮ぼなことするわけないじゃないか」

「平気でやりそうなんだが……」

「大丈夫だってー。二人の邪魔はしないよ。あぁ、そうそう。早速お土産渡しておくね」

　そう言って匠君のお父さんは、自分の隣の席から何かを取った。それは白地にシルバーの文字が書かれている紙袋。それを私と匠君へ「はい、どうぞ」と差し出してくれた。

「ありがとう」

「ありがとうございます。私の分まで……」

「ううん。いいんだよ、気にしないで。僕が勝手に買ってきただけだからね。朱音ちゃんに似合うなぁって思ったんだ。気に入ってくれると嬉しいな。開けてみて？」

「はい」

　私は頷くと中を開いた。するとそこには、ふわふわの白い綿毛のようなものが。よく見てみると、丸い耳と円つぶらな瞳もある。

「可愛い！」

　袋から取り出してみれば、テディベアだった。

　大きさはマグカップぐらいだろうか？　ちょうど掌てのひらに乗るぐらいのサイズ。首の所にゴールドのリボンが巻かれ、金具が取り付けられている。どうやらバッグチャームのようだ。
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「俺と朱音、お揃いか」

　ぽつりと耳に届いた匠君の言葉。それに対して私は、もしかしたら嫌なのかな？　という思いが頭を過よぎってしまう。

　すると、匠君が痛めるんじゃないか？　っていうぐらいに首を左右に振りながら口を開いた。

「あっ、違うから！　逆！　朱音とお揃いで嬉しいんだよ」

　どうやら不安げな表情をしていたらしくて、彼に伝わってしまったみたい。

「美智も一緒だけどね。だから、正確には三人お揃いだよ」

「……美智もか。妹とお揃いってどうなんだ？　学校でシスコンって言われそうなんだが」

「え？」

　匠君の言葉につい反応してしまった。それは、私が匠君と美智さんに買ったお土産のせい。三人共お揃いのイヤホンジャックを買っていたからだ。ただ、イニシャルタグが付いているから全く同じではないけれども。

「ごめんね……」

「ちょっと待ってくれ！　なんで朱音が謝るの？　俺、何かした？」

「ううん、違うの。実は……水族館で美智さんにお土産買ったんだ。匠君にも。それが同じもので……私の分も買っちゃったから三人一緒なの……。ごめんね、もっと考えれば良かった……」

「違う。朱音は悪くないよ。俺が悪いんだ。ごめん、配慮が足りなかった」

　匠君は顔色を変えて頭を下げた。

「朱音が俺のこと思いながら選んでくれたものなら俺は嬉しい。それが美智と同じでも。それに朱音も一緒なんだろ？　ならもっと嬉しい」

「後で渡してもいい……？」

「あぁ。楽しみにしているよ」

「うん」

　私は頷くと、ほっと胸を撫なで下ろす。自然と強張っていた体も、ゆっくりと元に戻っていく。

「ねぇ、匠君。もしかしてこのクマ、六条院で流りゆう行こうしているクマ？」

「ん？　あー、確かに流は行やっているかも。結構付けている子多いな。これはホワイトだからイタリア限定だな。もしかして、クマのこと美智から聞いたのか？」

「ううん。琴音に。健斗先輩にそろそろクマをねだろうって……この間言っていたの。一緒に遊びにも行っているみたい」

「あいつは……！」

　匠君は顔を歪ゆがめると頭を抱えてしまう。

「ねぇ朱音ちゃん。妹さんはクマ持っているの？」

「いえ、持っていません」

「んー。なら、安心していいよ。健斗君は妹さんとまだ付き合ってないから。美智から聞いたんだけど、あれは彼女とお揃いなんだって。その日にデートする彼女と同じものを毎日付け替えているみたい」

　それには匠君は目を大きく見開いてしまう。どうやら彼は知らなかったようだ。

「待て。それは毎日違う彼女とデートしているってことかっ!?　それは彼女と言えるのか？　あいつは少し、隼はや斗との爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めよ……」

「隼斗君は兄弟でも真逆だもんねー」

「今は健斗よりもクマだ。琴音は流行しているからクマが欲しいのか、それとも健斗の彼女の座を狙ねらっているのか。はたまたどちらもか。もし、クマを欲しがっているなら朱音のクマが取られちゃうよな」

「なら、簡単だよ！　朱音ちゃん、そのクマは月曜日の放課後から付けて」

「え？」

「大丈夫！　こういう時こそ美智の力を借りないとね」

「えっと……はい」

　なんだかよくわからない状況だけれども、私は頷いた。

　大丈夫と言うのだから、きっとそうなんだと思う。だって、匠君のお父さんは頼たよりになる人だから──。
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「夕食どうしようかなぁ……」

　自宅の玄げん関かん前に佇たたずみ、鞄かばんの中身を眺ながめながらそう呟つぶやけば天に広がる青空が優しく聞いてくれていた。

　ＳＨＲシヨートホームルームが終わった頃にお母さんからメールが入った。残業なので夕食作りをお願いするという内容だ。そのため、スーパーに寄って材料を購入してから家に帰ろうかと思ったけれども、冷蔵庫の中身を確認してからの方がいいと思いそのまま直帰することにした。

「えっと……鍵かぎ……」

　陰かげになっているため、鞄の底が薄うす暗ぐらい。テキストやノートの類は大きいからすぐに見つけられるけど、鍵は小さいから目立たない。だけど、大きく広げ少し傾かたむけ太陽の光を浴びせれば、きらりと反射して見つけることができた。

「あった」

　鞄から探していた自宅の鍵をちょうど取り出したその時だった。「お姉ちゃん？」といそのため反射的に振り返ると、妹が立っていた。

「琴こと音ね？　今日は早いね」

　妹はいつもこの時間に帰宅することは殆ほとんどない。それは友人と遊んできたり、ピアノの練習があるからだ。そのため、珍めずらしさのあまりそう口にしてしまった。だが、それがいけなかったようで……

「何それ～。なんか、私が帰ってきちゃったら悪いみたいな言い方じゃん」

　と、琴音はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せて目を鋭するどくさせる。どうやら彼女の機き嫌げんを損そこねてしまったようだ。

「そんなことはないよ……ただ、いつもこの時間帯には帰ってないから……」

「今日は地元の友達と遊ぶの。だから、一回着替えに寄っただけ」

「そうなんだ。夕食を食べる時は教えてね。今日、お母さん残業なの」

「えー。お姉ちゃんが夕食作るの？　普通のしか作らないじゃん」

「ごめん……」

「もっと可か愛わいくて見み栄ばえのするやつ作ってよ。ＳＮＳにも掲けい載さいできるやつ。お姉ちゃんの作るものってお姉ちゃんと一緒でダサくて地味な──って、なんで!?」

「え？」

　琴音の視線が急に私の左部分へと移ったので、小首を傾かしげる。私も追うように顔を向ければ、視線の先には肩かたから下げている通学鞄があった。

　正確にはそれに付いている、匠たくみ君のお父さんから頂いたクマのバッグチャームだ。ちゃんと匠君のお父さんの言う通り放課後になってから付けた。

「これは駄だ目めなの……」

　琴音の視界から逸そらすため、私は鞄を肩から下ろすと自分の後ろに隠かくす。そんな私の拒きよ絶ぜつを彼女が見み逃のがしてくれるはずもなく、琴音の手がこちらに伸びてきた。

　いつもならどうせ奪うばわれるのだからと譲ゆずるけれども、これは匠君のお父さんに頂いたもの。しかも、ちゃんと私に選んで下さったものだから、必死で抗あらがう。

「ちょうだい！」

「待って。琴音、話を聞いて！　これは……」

　取られないように琴音の手を避さけて体をずらしたけれども、私の反応が鈍にぶかったらしく通学鞄の取っ手を摑つかまれてしまう。すると体のバランスを崩くずし地面へと倒たおれ込んでしまった。

　痛みで顔が歪ゆがむが今はそれどころではない。幸いなことに鞄はまだ取られていないようでほっと胸を撫なで下ろす。

「お姉ちゃんって本当にどんくさいよね。運動神経悪っ！」

「……このクマは友達のお父さんのお土産みやげなの」

「だから？　いいじゃん別に。私が付けた方が絶対に可愛いもん。それに、そのクマがなんなのかどうせお姉ちゃんにはわかんないんでしょ？　価値がわかる人に付けて貰もらった方がいいに決まってるじゃん。お姉ちゃんには勿もつ体たいない。それ、いくらするかわかっているの？」

　そう口にしながら琴音が私の鞄へと手を伸ばしたけれども、何な故ぜかその手がクマに触ふれることはなかった。それは、触れる直前で彼女の手がぴたりと止まってしまったからだ。

　──どうしたんだろう……？

　悔くやしげにクマを見み詰つめている琴音に、私は首を傾げる。

「……駄目だ。ホワイトって、確かあの髪かみの伸びる呪のろいの日本人形が今日鞄に付けていたのと同じじゃん。ムカつく。あの女よりも私の方が絶対に似合うのに！」

　忌いま々いましそうに吐はき捨すてたその台詞せりふ。それに私は一いつ瞬しゆん思考を止められてしまう。

　──髪の伸びる呪いの日本人形って？
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　生徒会室の俺の執しつ務む机づくえの上には、スマホが置かれていた。カバーも付けられておらず、実に味気ないそれ。パソコンの右みぎ隣どなりという定位置にあり、普ふ段だんよく見かける珍めずらしくもなんともない風景だ。

　でも、今日はいつもと違ちがうと断言できる。

　それはスマホに付けられているイヤホンジャックのせい。流氷の上に白クマが座り込んでいるのだが、その白クマはＴというイニシャルタグを持っている。もうこれがあるだけで、スマホに湧わいて出る愛着心。それもそうだろう。朱あか音ねから貰ったものだから当然だ。

　これは水族館の帰りに朱音から美み智ちの分と共に俺に渡されたもの。

　俺としては朱音とだけお揃そろいと脳内変へん換かんしている。

　恐おそらく美智もそうだろう。「お兄様、私がお茶会の時をわざと狙ねらいましたわね！　私も朱音さんと水族館に行きたかったのに！」と眉まゆを吊り上げキレ気味だったのに、朱音からだとイヤホンジャックを渡せば、「まぁ！　可愛らしい」と気分を一転。顔を綻ほころばせ「朱音さんと私のお揃いね！」と口にしていたから。

　それから、父に出張土産として貰ったクマも三人一緒だ。

　父がクマの件を美智に告げれば、あいつは了承し早速鞄に付けて登校してきた。きっとこれで琴音は朱音がクマを持っていると知っても欲しがらないだろう。父もそれを知っていて朱音に放課後から付けてと助言したのだ。

　なぜなら、六条院の女子の間では、『女王、姫ひめ君ぎみ、王子と持ち物がダブることを禁ず』という、いつ誰だれが決めたのかわからない謎なぞのルールがあるから──。

　うちの学校では家いえ柄がらや能力、容姿などトータルで群を抜いてカリスマ性を持つ女生徒を筆頭にした三つの派は閥ばつがある。

　その中の一つで女子、男子どちらからも人気がある『六条院の麗うるわしき女王』という呼こ称しようを持つ者。それが美智だ。

　残りの二つは男子人気の高い『六条院の可か憐れんな姫君』三年の神かん崎ざき梨り留る、女子人気の高い美智の親友『六条院の凜り々りしい王子』一年の才さい賀が棗なつめがいる。

　力関係は三つどれもバランス良く均きん衡こうを保っていて、今のところは平和そのものだ。

　別に美智は持ち物なんてかぶっても全く気にもとめない。けれども、そんなルールが定着しているのが現実。恐らく、三人の熱ねつ狂きよう的な信しん奉ぽう者しやが勝手に取り決めたのだろう。

　生徒会役員に派閥は無関係。それは生徒会故ゆえだ。生徒会は生徒をまとめなければならない。そのため、派閥なんて論外。……ということらしい。

　役員は家柄もすぐれているため派閥内のモメ事を止める権利もある。ちなみに呼び名もある。

　ただ、俺としては生徒の防衛としての面もあると感じている。

　六条院は家柄によってランク分けされているという雰ふん囲い気きがあるからだ。表向きは平等だが、やはり親会社と子会社の社長子息や令れい嬢じようなどが共に通っていることもあり、どうしても家や環境により上下関係が出てしまう。

　それにこの学校では寄付金の額によって特別に使用できるスペースも存在しているので、そういうのも多少は影響があるのではないかとも思う。

　──しかし、クマも鞄に付けたかったが、俺には難易度が高かったな。

　そう思いながら、手に持っているふわふわの物体をパソコンの隣となりに置いた。男が鞄に付けるのはやはりちょっと抵抗があるのでよく仕事をしている生徒会室へ置くことにしたのだ。

　──水族館楽しかったな。朱音がすごく可愛かった。また一緒に行きたい。今度は約束したペンギンの散歩を見たいな。

　ちょこんと座り込み、こちらを円らな瞳ひとみで見つめている白いふわふわとした毛を持つクマ。俺がそれをそっと撫でていると、正面から「匠」と名を呼ばれた。

「ん？」

　クマから手を離はなしそちらへとゆっくり顔を向ける。するとそこには、二年の会計・佐さ伯えき尊たけるの姿があった。

　耳が完全に見えるぐらいまでに短く切ったこげ茶色の髪は爽さわやかな印象で、くっきりとした瞳は輝かがやいて生命感に溢あふれている。小・中とサッカーをやっていたらしく、今も時々友人達と組んでいるフットサルチームで楽しんでいるようで、それが体格にも表れていた。

　しっかりと引き締まった筋肉が夏服からもよく窺うかがえ、女子生徒から人気があるのもよくわかる。

　尊は生徒会唯ゆい一いつの外部出身者で高校から六条院に進学した。それは両親からの強い勧すすめがあったからだと聞いている。

　尊の父親は新しん鋭えいの建築デザイナー。一昨年にデザインしたものが海外のホテルに採用され注目を浴び、それが好評を得て世界中から仕事のオファーが殺さつ到とうしているそうだ。

　そして母親がミステリー作家。原作を担当した映画やドラマが大ヒットしている売れっ子だ。

　ペンネームは、湊みなと川がわ尊。湊みなとは夫の名前。そして尊は息子むすこから取ったそうだ。川は母親の旧きゆう姓せいの瀬せ川がわから。性別も年ねん齢れいも何もかも非公開のため、その事実は極ごく秘ひである。

　これを知っているのは限られた人だけで俺も尊に聞いて知った。

　そう言えば、朱音がよく湊川先生の作品を読んでいて、今度の新刊も早く読みたいと言っていた。

「尊か。どうしたんだ？」

「書類できたから見て貰おうって思ったんだよ」

　そう言って尊は手にしていた用紙を俺へと差し出したので受け取る。

「そんな可愛らしいやつ、匠の持ち物にしては珍しいよな。なんか顔を緩ゆるませて撫でていたし。もしかして彼女でもできたわけ？」

「……まだ付き合ってはない」

　そう自分で言葉にしてしまえば、なんだか急に現実を突きつけられた気がした。

「これは父さんの土産。その……好きな子とお揃いなんだ。で、こっちがその子に貰ったもの」

　スマホを視線でさせば、イヤホンジャックの白クマと視線が絡からんだ。

　すると、朱音は何をしているだろうか？　クマの件は大だい丈じよう夫ぶだっただろうか？　などと、色々と浮かんできてしまう。

「白クマのイヤホンジャック？　可愛いじゃん。もしかして水族館に行ったの？」

「あぁ。この間一緒に行ったんだ。臨海の方の」

「知っている。リニューアルしたんだよな、確か。どうだった？　俺も気になっていたんだ。あいつと一緒に行きたいなって」

「尊。お前こそ彼女いたのか？」

　全く聞いてなったので寝ね耳みみに水みずだ。そのため、俺は素す直なおにそう言葉が出てしまった。

「……いや。俺も片思いなんだ。小中と同じクラスだったんだけど、豊とよ島しまは俺のことを友達としか思っていないらしくてさ。ちょっと前に佐伯に紹介したい女の子がいるって話をされたぐらいだぜ。俺が本を読むのを知ってるから。本好きの子、しかも湊川の本が好きな子です。二人共本好き同士で話が合うんじゃないか？　って」

「それはキツイな」

　俺ならまた体感温度が下がるだろう。水族館で朱音に紹介話があったのを知り、頭が真っ暗になったくらいだ。

　──しかし誰だったんだ!?　朱音に紹介話を持ってきたという人物は！　あの時の俺は動どう揺ようしまくってあまり話を聞いていなかったんだよな……。

　そんな仔し細さいを聞く余よ裕ゆうもなかったため、詳くわしい経けい緯いなど聞いてない。けれども、朱音もクラスに馴な染じみ始め世界が外へと向かってきているので、今後もそういうことを覚かく悟ごしなければならないだろう。

「あぁ、結構キツかった。なんで好きな相手から紹介話を受けなきゃならないんだよって思ったよ……でもまぁ、頑がん張ばるしかないんだよな。友達じゃなくて男として見て貰えるように」

　そう言って苦笑いした尊に、俺は同意し深く頷うなずく。

「あぁ、確かに。少しずつ距きよ離りを縮めて、とりあえず『お父さんみたい』まできたんだ」

「お父さんって言われたのか？　匠……」

「そうだ。だから、今度はお兄ちゃんみたいを目指す。そして最後は彼氏だ！」

「確かに少しずつステップアップしないとな。今度、いろいろ話そうぜ。あ、話に夢中で忘れる所だった。これ、頼まれてた書類できたから見ておいて」

「ん？　あぁ、資料か。ありがとう、確認しておくよ。じゃあ、今度」

　俺は尊にそう言って微笑ほほえむ。片思い同士だからだろうか？　俺達は謎の連帯感に包まれていた。
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　生徒会の執しつ務むを終え、俺は家に帰宅していた。

　夕食までまだ少し時間があるため、自室にてゆったりと寛くつろいでいる。俺が寝ね転ころがっている畳たたみから立ち上る青々とした匂においが鼻を掠かすめ心が落ち着く。

　傍そばには真っ白いふわふわの生き物も添そい寝ねしてくれていた。それは漆しつ黒こくの円らな瞳を持つ愛犬のシロ。雄おす犬いぬだ。

　子犬の時はあんなに小さかったのに、二年経過した今ではその面おも影かげすらなくなるぐらいに大きく成長した。

　保護されたのを譲ゆずり受うけたため正確な犬種は不明だ。だが、顔立ちや体格から秋田犬が混じっているような気がする。……なんとなくだが。

　大きな体なのにメンタルが豆とう腐ふなので、人見知りが激しく来客が来たら即そく逃とう走そうする。

　朱音にも慣れてないらしく彼女が来ると姿を消す。だが、朱音に関してはうちを頻ひん繁ぱんに訪おとずれているためか、興味をそそられているようで、最近はちらちらと物もの陰かげから観察するように様子を探っているようだ。

「なぁ、シロ。朱音のことが気になるなら、今度一緒に遊んでみるか？」

　腕うでを伸ばしてシロを撫でれば、シロは気持ち良さそうな顔をし俺にすり寄った。体は大きくなったのに、こんな風にいつまでも甘あまえん坊ぼうなのは変わらない。

「可愛いな、お前は」

　そう呟いたと同時に、タイミング良く室内に電子音が走った。どうやらコミュニケーションアプリがメッセージを受信したらしい。ゆっくりと上半身を起こして立ち上がり、学習机の上に置いてあるスマホを手に取った。

　スマホを操作しディスプレイに表示された文字を追っていく。どうやら送信元は朱音のようだ。

『匠君、生徒会のお仕事お疲つかれさま。クマの件、大丈夫だったよ』

　そのメッセージを読み終えると、俺は彼女へとすぐに電話をかけた。ほんの数秒で繫つながり、ずっと聞いていたい声が届く。

『もしもし……？』

「朱音。今、大丈夫か？」

『うん、平気』

「メッセージ読んだ。琴音はあのクマを欲しがらなかったのか？」

　もしかして、健けん斗との彼女の座を狙っていたのか？　と思ったが、朱音の言葉でそれが覆くつがえる。

『最初は欲しがっていたんだけど……』

　だが、その後に続く言葉がなかなか出てこなかった。そのため、何かあったんじゃないのか？　と、自然と眉間に皺が寄っていくのが抑おさえられない。

　なぜ、朱音の家と俺の家はこんなに距離があるのだろうか。隣の家なら、すぐに向かうのに。電話越しの距離がもどかしくて仕方がない……。

「もしかして、何か琴音のせいで嫌いやな思いをしたのか？」

『大丈夫。いつものことだから』

「ごめん。美智が学校であのクマを付けていれば、琴音は欲しがらないと思ったんだが」

『……もしかして美智さんのことなのかな？』

「どうした？」

『それが……その……琴音にクマを取られそうになったんだけど、直前で髪の伸びる呪いの日本人形が付けていたからって言って諦あきらめたの……』

　その台詞に、俺の脳のう裏りに美智の姿が浮かんだ。あいつ、琴音に髪の伸びる呪いの日本人形って言われているのか！　もしかして、敵対心でも持たれているのだろうか？

　琴音も本人の前で言えるなら言ってみればいいのに。美智なら喜んで喧けん嘩かを買うと思うのだが。

『もしそうなら、そんな失礼なことを……』

　沈んでいく朱音の声に、俺は慌あわてて口を開く。

「朱音は悪くない！　確かにその髪の伸びる呪いの日本人形というのは、美智のことかもしれない。学校内では女王と姫君と王子と持ち物がダブるのは禁止されているから。だが、本当に朱音は気にしなくてもいい。髪の伸びる呪いの日本人形って呼んだのは琴音──!?」

　俺は言葉を途と中ちゆうで止めてしまった。それは、ふと左側から人の気配がしたから。

　咄とつ嗟さに顔をそちらに向ければ、障しよう子じ越しに明らかにその髪の伸びる呪いの日本人形と言われた当人のシルエットがゆらゆらと浮かんでいた。

　この季節の美智は、風ふ呂ろ上がりは浴衣ゆかた。しかも、ついさっき髪の伸びる呪いの日本人形という呼び名を聞いてしまったせいで、一瞬等身大の日本人形か!?　と見み間ま違ちがってしまう。

　──き、聞こえたんだよな？　今の。

　なんだか、障子越しに機嫌が悪いのがひしひしと伝わってくる。

『もしもし？　匠君……？』

「ごめんっ！　電波が少し悪かったみたいだ」

　ここで美智が耳に入れてしまったという事実を朱音に知られたら、絶対に彼女は気に病やむだろう。自分を責めるはずだ。そのため、俺は無理やり誤ご魔ま化かすことにした。

　──美智、怒いかりを沈めて落ち着け！　このまま真まっ直すぐ廊ろう下かを突き進み自分の部屋に帰れ。乗り込んでくるなよ。わかっていると思うが朱音にバレてしまうのは困る！

　念を送ったかいがあったのか、美智の姿はすっと風景に溶とけるように消えていく。

　だが、その代わりに庭から何かを叫さけぶような声が届いたが。

　──頑張った！

　と、心の中で妹を労ねぎらいながら拍はく手しゆ喝かつ采さいを送っていると、飛び起きるようにシロが立ち上がり、そしてそのまま障子へと突き進んでいく。

「おい。どうした？　外に行きたいのか？」

　その問いにシロは、「ワン！」と吼ほえると、カリカリと前足で障子を少しずつ開けていき、体を押し込めるようにして外へと出てしまう。

　玩おも具ちやでも取りに行ったのか？　と首を捻ひねりながら障子を閉めれば、美智の叫び声に合わせるようにシロの遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　あの二つはセットなのだろうか？　なんか、以前も美智が琴音にブチキレ、こんな感じのことがあったような気がするのだが。

　とにもかくにも朱音に気づかれずに済んだので、俺はほっと安あん堵どの息を吐はき出した。
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　アーケードは平日だというのに人の往来が多かった。放課後ということもあってか、高校生の姿がメインとなっているのは、ここの立地条件なんかも関係しているのかもしれない。

　この辺りは各高校や専門学校からアクセスもし易やすく、駅も比ひ較かく的てき近い。そのため、それを見越しファストフード店やカラオケ、ゲーセンなど需じゆ要ようがある店てん舗ぽが集中していた。

　私はそんなアーケード内を他の高校生と同じように進んでいく。

　目的地は書店だ。湊みなと川がわ尊たける先生の新刊を予約していたので、それを受け取るために。

　早く読みたいがために目的地に近づくにつれ、動かしている足が心なしか段々と速くなっている気がする。

　やがて本の看板が掲かかげられている目的地へと到着した。

　さっそく自動ドアを潜くぐり中へと足を踏ふみ入れれば、正面にある新刊が積まれている平台が目に飛び込んできた。けれども、今日は予約商品の受け取り。その奥にあるカウンターへと進もうとすれば、見覚えのある六ろく条じよう院いんの制服を纏まとった人の姿が視界を掠かすめ、私は条件反射的に足を止めてしまう。

　それは先日水族館で出会った匠たくみ君の友達。健けん斗とと匠君に呼ばれていた人だったから。

　……あれ？　髪形変えたのかな？

　ちょっと雰ふん囲い気きがこの前と違ちがう。以前はフランクで話しかけやすそうな空気を纏っていたのだが、今はそうではない。落ち着いた印象を受ける。

　もしかしたら、色と髪形のせいかもしれない。

　前回は髪を明るめに染めていたけれども今は黒系のトーン。それに緩ゆるめのパーマもかけていたはずなのに今日はストレートヘアになっていた。

　何か書籍を探しているのか、瞳ひとみを動かし平台を眺ながめている。

　このまま素す通どおりするのもあれだし、一言声をかけ挨あい拶さつだけでもした方がいいのだろうか……？　と、そんなことを迷いつつ凝ぎよう視ししていたら、彼が急にこちらを振り返った。

　どうやら見過ぎてしまったようだと気づいた時には、相手の瞳が大きく見開かれた後だった。

「あっ。こ、こんにちは。私、この間水族館でお会いした者です」

　慌あわてて会え釈しやくをすれば、彼も同様に返してくれた。でも、その表情は訝いぶかしげなままだ。

「水族館……ですか？」

「はい。匠君と一緒にあの時お会いしたのですが……」

「匠君？　あぁ」

　彼は思い出してくれたのか、納得の声を静かに零こぼす。

「匠君って、五ご王おう匠君のことですよね？」

「はい」

「でしたら、それは僕の兄の方ですね。双ふた子ごなんです」

「えっ!?　すみません……っ！」

　自分の勘かん違ちがいに対して激しい羞しゆう恥ち心しんが襲おそってきてしまい、顔に血液が集中していく。それを見られないよう私は顔を俯うつむかせた。

　穴があったら入りたい……なんて間ま違ちがいを……双子だったなんて……。

「気にしないで下さい。一いち卵らん性せいなのでよく間違われるんです。声も似ているので、電話でも間違えられますから」

　彼は慣れているのか、肩かたを竦すくめてそう口にした。

「すみません……髪形も色も変えたのかと思って……でも、よく考えてみれば、雰囲気も違っているのに……」

「兄とは性格が真逆なんですよ。あのふわふわとした空気が羨うらやましくなる時があります。あの人、あんな風に空気よりも軽いけれども、接客はすごく上手なので。相手の良さを引き立たせる着物や小物を選んだりするのが得意なんです……ただ、その才能を発揮できるのが可愛かわいい女の子限定なのが玉に瑕きずですが」

「可愛い子限定……」

　そういえば水族館にいた子達も可愛い子ばかりだった。

「それで今日は何かお探しですか？」

「はい。湊川尊先生の本を。今回は学校をテーマにしたミステリーなので、すごく楽しみだったんです。湊川先生の作品で主人公が学生というのは珍めずらしいので」

　先生の書く物語はメイン読者層に合わせて社会人が主人公のことが多い。けれども、今回は初の学生主人公なのだ。しかも、私と同じ高校生。

　あらすじはお金持ちの学校で起こったとある事件に、外部生として入学した主人公が巻き込まれ解決するというもの。

「奇き遇ぐうですね、僕もです。発売日が楽しみで仕方がなかったんですよ。湊川先生の作品では何が好きなんですか？」

「『黄たそ昏がれの国』という話です」

「えっ!?」

　彼は目を大きく見開いた。

「それ、湊川先生の初期作品ですよね？　僕も一番好きなんです。今度、続編が出るのを楽しみにしているんですよ。すごい偶ぐう然ぜんだなぁ。『黄昏の国』って、結構意見が分かれるのに」

『黄昏の国』は、十年ぶりに続編が出ることが決定したばかり。そのため、最近また読み直しているのだけれども、古さなどは全く感じなかった。だが、今と違って文体が独特で癖くせが強く、好き嫌いが大きく分かれる作品と言われている。けれども、私は心理描写が丁てい寧ねいなので気にならない。

「貴女あなたとは気が合いそうですね。もしよろしければ少しお話ししませんか？　ちゃんと匠君には連絡を入れますので」
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　私達は場所をアーケードから駅前にあるカフェへ移動した。店内は立地的に電車待ちの人々が多いのか、学生さんからスーツ姿の社会人まで様々な人々が見受けられ、満席状態だ。

　そこで、私と羽はね里ざと健斗さんの弟──隼はや斗とさんは必然的に空いている外のテラス席に座ることに。

　テラス席は四人席が三つ、二人席が二つ、三人席が一つの計六つ。内、二つがすでに埋うまっている。

　そこはウッドデッキの上にあり、同じように温ぬくもり溢あふれる材質で作られた満月を思わせる円えん卓たくと椅い子すが設置され、出入口付近には瑞みず々みずしい観葉植物が飾られている。

　ほんのりと肌はだを焼くような日差しは、建物から伸びているグリーンの屋根が和やわらげてくれていた。その上、軒のき下したには小型の扇せん風ぷう機きが取り付けられており、ある程度の風通しがある。

「飲み物ありがとうございます。御ご馳ち走そうになってしまって……」

　私はテーブル越しに座っている隼斗さんへとお礼を述べた。

　トレイにはオレンジジュースとアイスティーの二層になっているセパレートティーが。これは隼斗さんが御馳走してくれたものだ。

　まだそんなに時間が経ってないというのに、外気とグラス内の温度差のせいで水すい滴てきが垂れ始めてきている。

「いえ、僕がお誘さそいしたので気になさらないで下さい」

　隼斗さんは首を左右に振りながらそう口にした。

　お兄さんも羽里さんなので、「名前で呼んで下さい」と言われ『隼斗さん』と呼ぶことに。

　隼斗さんは温かい抹まつ茶ちやラテを注文していた。白はく磁じのカップには、クリーミーな泡あわが浮いている。

　肌に少し張り付くような気温。そのため、ほとんどの人が冷たい飲み物をオーダーしているけれども、彼は氷の入った飲み物が苦手らしく温かいものを頼たのんでいた。

「では、匠君にメールを送りますね」

「構いませんが、気にしないと思いますよ？」

「匠君の彼女と二人きりになったことを事後報告するのはちょっと……誤解が生じる可能性もありますし」

「え？　私、匠君とお付き合いしていませんよ」

「あれ？　でも匠君と水族館に……もしかして他に誰だれか？」

「いえ、二人です。匠君が友達に頂いたチケットがちょうど二枚だったので……」

　そう告げれば、隼斗さんは顎あごに手を添そえ思案し始めてしまう。そして、「んー」という小さな呟つぶやきを零すと言葉を紡つむぐ。

「あのですね、それは匠君が……あぁ、でもこれは僕が……あの……すみません。やはりメールだけは送らせて下さい」

「でも、匠君はパーティに参加中のはずです。昨日電話で言っていました。なので、メールを見る余よ裕ゆうがないかもしれません」

「えぇ。そのパーティには臣おみ君も参加しているので知っています。ですが、僕が気になって話に集中できないので……それにここは交通量が多いので、六条院生に目もく撃げきされる可能性も高いですし。ですからこれは、万が一匠君の耳に入ったとしても、何もやましいことがないですよというアピールです」

　そう言って隼斗さんは肩を竦めた。

「しかし嬉うれしいです。まさか、『黄昏の国』を好きな方がいるとは。僕の周りもそうですが、代表作が好きという人が多いですから」

「そうですね。『黄昏の国』は好き嫌いが分かれる作風なので。だからこそ続編発表は嬉しかったです」

「えぇ。来年の発売予定日が楽しみで仕方がありません。早く読んでみたいですね」

　そのような感じで、私と隼斗さんは湊川先生の書籍について夢中で話をした。

　それからどれくらいの時間が経過しただろうか？　追加でドーナツを注文して食べたので三十分以上は経過していたかもしれない。

　ふと何気なく歩道へと視線を向ければ、目に見えて往来が増えてきている。そんな帰宅時間を告げ出した街並みに対して私は唇くちびるを開く。

「すみません、電車時間を調べてもいいですか……？」

「露つゆ木きさんとの話が楽しくてつい。時間に気づかずに申し訳ありません。そろそろ帰りましょうか。ちゃんと送りますので安心して下さい」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。駅から近いですし、それにまだ電車もありますから」

　私は時刻表を調べるために鞄かばんからスマホを取り出したのだけれども、ロック画面を見て眉を顰ひそめることに。それは、表示されていたアプリの通知が原因だった。

　──あれ？　どうしたんだろう？

　首を傾かしげながら見み詰つめる先には、コミュニケーションアプリのポップアップ通知が出ているのだが、それがなかなかの件数になっているのだ。しかも着信も。

　どうやら鞄に入れていたせいで、全く気づいていなかったようだ。しかも、ディスプレイをスワイプしていけば全て匠君からだった。

「すみません、電話してもいいですか？　匠君からのメッセージが……どこにいる？　と書かれていて……」

「え!?」

　隼斗さんは驚きよう愕がくの声を上げると、すぐに鞄を膝ひざに載せスマホを取り出した。そして操作しながらディスプレイを見て、顔色を悪くしてしまう。

「あっ……肝かん心じんの店名……」

　そう彼が唇から音を零した時だった。「朱あか音ね！」という切せつ羽ぱ詰つまった声が飛んできたのは。

　それはテラス席から左手にある歩道から聞こえてきた。私の視線は反射的にそちらに向く。

　するとそこにはメッセージの差出人である匠君の姿があった。手にはスマホを持ち、走ってきたのか肩で大きく息をしている。

「あれ？　匠君……？」

　今日の彼は見慣れた制服姿ではなくグレーのスーツ姿。初めて見たけれども、着慣れているようで似合っている。

「良かった……朱音、ここにいたのか。電話も繫つながらないから心配した」

　トントンと小気味いい音を鳴らしながら、彼は三段ほどのウッドタイプの階段を上るとテラス席へとやってきた。

「ごめんね、マナーモードにしていて気づかなくて……」

「いや、いい。見つかったから……」

　私の傍そばへとやってきた匠君はそう言いながら、私の頭を撫なでた。かと思ったら、すぐに隼斗さんの方へ顔を向けてしまう。

「おい、隼斗！　あのメールはなんだっ!?　大体、駅前のカフェと書かれていたけれども肝心の店名を書いていないじゃないか。そのせいで、もしかしたら個室で二人きりかもしれないとか色々と頭を駆かけ巡めぐってしまったんだぞ。個室なんて密室だろ。男女二人きりなんて……その上、連絡先も交換するって書かれているし。宣戦布告か!?　と焦あせったぞ」

「ごめん。店名を忘れちゃっていたよ。でも、意外。匠君って妄もう想そうが暴走する系なんだね」

　そう言って隼斗さんはクスクスと笑いを零す。

「とにかく座ったら？」

「あぁ」

　匠君は隼斗さんの言葉に頷うなずくと、空いている椅子へと腰こしを下ろした。

「パーティが終わってスマホチェックしていたら、隼斗のメールに気づいて……それで驚おどろいてすぐに折り返したんだ。朱音との接点がぜんぜんなかったからさ。しかも二人共電話に出ないから色々と頭を駆け巡るし……それで慌てて探しに行こうとしたら、傍にいた臣が一緒に付き合ってくれることになったんだ」

「あれ？　臣君も一緒なの？」

「あぁ。見つかったって連絡しないとな」

　そう言って匠君は手にしていたスマホを操作し電話をかけだした。通話は短時間で終わり、彼はテーブルの上にスマホを置くと大きく息を吐き出す。そしてネクタイを解くと、今度はワイシャツのボタンを外し始める。

　──喉のど、乾かわいているよね。

　匠君の鼻の頭や額にはうっすら汗あせが浮かんでいるし、スーツのジャケットも脱ぬぎだしている。きっと走ってきたので、体が温まって暑いのだろう。

　水分補給が必要だよねと思い、私は口を開いた。

「匠君、何か飲む？　ここ、セルフサービスだから注文してくるよ？　暑いでしょう？」

「あぁ、そうだな。でも、自分で注文してくるから大丈夫だ。ありがとう朱音。それに、そろそろ臣も来るだろうから」

　そう言いながら匠君が歩道へと視線を向ければ、ちょうど黒くろ塗ぬりのベンツが停車した所だった。そしてそこから、眼鏡めがねをかけた着物姿の少年が降りてきた。すると、涼すずしげな眼まな差ざしを持つ彼と視線が絡み合う。

「臣！」

　匠君が片手を挙げると、その少年は肩を竦めた。そしてこちらへと足を進める。

　着物を纏っているのに、流れるような歩き方。きっと美み智ちさんと同じように日常的に着用しているのだろう。

　やがて彼は私達のテーブル席の傍に立つと、こちらへと顔を向け微笑ほほえんだ。

「初めまして。緑りよく南なん臣と申します」

　その緑南さんの挨拶に対し、私も急いで立ち上がると、

「初めまして。榊さかき西にしの二年、露木朱音です」

　と自己紹しよう介かいをした。

「存じ上げていますよ。いつも匠に貴女あなたの話を聞いていますので」

　そう言って穏おだやかに微笑んだ緑南さん。それに対して「臣ーっ！」と裏返った匠君の声が場に響ひびき渡わたった。その瞬しゆん間かん、ガタンッという鈍にぶい音も同時に届く。

　反射的にそちらへ視線を向ければ、立っている匠君が見えるのだけれども、彼は少し　前かがみになりながら右太ももを手で押さえている。

　どうやらテーブルにぶつけてしまったようで顔が歪ゆがんでいた。

「えっ!?　大丈夫？　匠君」

「大丈夫……」

　涙なみだ目めになりながら、匠君は頷く。それを緑南さんが、喉で笑い眺めている。

「さて、喉も乾きましたし、ひとまず飲み物を買ってきますね。匠は何がいいですか？」

「俺が買ってくるよ。付き合わせてしまったからここは奢おごる。面めん倒どうかけて悪かったな」

「いいえ。あんなに慌てふためく貴方の姿なんて、滅めつ多たに見られないので役得でした。ですから、気にせずに座っていて下さい。それにようやく露木さんと再会できたのですから」

「……なら、言葉に甘えてアイスコーヒー頼む」

「えぇ。何か軽く食べるものも欲しいので、隼斗も一緒に来てくれますか？」

「そうだね。いいよ。ついでにこれもダストボックスに返へん却きやくしてくるね」

　そう言って隼斗さんは、テーブルの上に置いてあった空いたグラスが載っているトレイを手に取った。

「私も手伝います」

「気にしないで下さい。ついでなので。それより、匠君と一緒にいて下さいね」

　そう言って二人は飲み物を買いに店内へ。

　その背を見送り終えると、私は匠君の顔を見て口を開いた。

「いよいよ明後日あさつてだね、遊園地」

　美み智ちさんから遊園地に誘われ、今度の日曜に一緒に出掛ける予定になっていた。

　あと三週間後ぐらい経つと期末テストが始まるのだけれども、その前にストレス発散して、テスト勉強を頑がん張ばろうという趣しゆ旨しだ。

「あぁ、そうだな。朱音と遊園地なんて初めてだから楽しみだ。しかし、期末が終われば夏休みか。早いな」

「うん」

　本当に早い。匠君達と出会ってから時間が経つのがあっという間だった。

「夏休み、色々な所に行こう。勿もち論ろん、朱音の負担にならない範はん囲いでさ」

「うん」

「朱音は来年受験だけど、塾じゆくとか行くのか？」

「うん。お母さんが近くの塾に申し込んだの。とりあえず夏期講習受けてきなさいって。私は学校の受験講習が良かったんだけれども……」

　声のトーンが少しずつ落ちているのが自分でもわかる。塾の話を聞かされた時のことを思い出してしまい、膝の上に添えるように置いている手を握にぎり締しめた。

　うちの学校は塾の講座のように、誰でも申し込めば受験対策講座を受けられるようになっている。それは特進科の補講に交じるような形だったり、長期休みの特別講習だったりと色々な形で受講できる仕組みだ。

　勿論、塾には塾で良い面もかなりあると思う。でも、私は学校の方が先生達や環境に馴な染じみがある。その上、料金的にも塾より若じやつ干かん安めなので強く惹ひかれていた。そのため、私としてはそちらの方がいいのだけれども……。

　けれども、お母さんとしては近くの塾の夏期講習に通い、そこの教え方が良ければそのまま通ったらいいって。学校より近いし、夕食作りをお願いする時に楽だろうからと。

「朱音……」

「匠君は塾に通うの？」

「一応試験はあるけど、受験のないエスカレーター式だから通わないな。それよりも今は──」

　匠君は言葉じりを弱めると、ゆっくりと首を左右に振った。色々な感情が混じっているのか、その表情は複雑そうだ。

「匠君……？」

「なぁ、朱音。手を出して貰もらっていい？」

「うん」

　私は頷くと、右手を差し出した。

「ごめん。左手って言えば良かったな。左手出して貰ってもいい？」

「左……？」

　彼に言われるがまま左手を差し出せば、匠君の指が薬指の付け根へとそっと触ふれた。

「俺さ、人としてまだまだなんだ。親の扶ふ養ように入っているし、五王の家に頼たよることも多い。でも、それじゃ駄だ目めなんだって思っている。自分でしっかりと立てるようにならないと大切な者を守れない。だから頑張って大人になるから、この指に指輪は付けないでくれ」
















　まるでこれから茨いばらの道を歩くのを覚かく悟ごしているかのような強い眼差しの匠君に、私は呼吸を忘れた。それと同時に、彼も色々考えていることを知る。

　けれどもどうしてだろうか？　それに対して心がほんの少しだけざわついてしまったのは。

　──なんだろう？　この胸むな騒さわぎにも似た不安な心。

　その過よぎった思い。それを私は気のせいだと自分に言い聞かせて蓋ふたをした。

「私は結婚してないし、お付き合いしている人もいないから指輪は付けないよ」

　そう私が返事をすれば、なんの前まえ触ぶれもなくその言葉に続き、二つの声が傍から聞こえた。

「いや、匠君が言いたいのはそういう意味じゃないと思うよ？　露木さん」

「隼斗。ここは静かに二人を見守る所ですよ」

「あっ！　ごめんね！　つい口が勝手に……」

　それはつい先ほど知り合いになり言葉を交わした人々によるものだった。

　そちらへと視線を向ければ、隼斗さんと緑南さんの二人の姿が。手にはグラスとドーナツが載せられたトレイを持っており、どうやら会計が終わったようだ。

　二人の姿を捉とらえ、顔を茹ゆでたタコのように一気に染め上げた匠君。

「い、いつの間に!?　ど、どっ、どっから聞いていたんだよっ!?」

　彼はぱっと私の手を離すと、素す早ばやく立ち上がり、どもりながら声高くそう叫さけんだ。
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　──そろそろ外に出た方がいいかな？

　私が玄げん関かん先にて腕うで時ど計けいへと視線を走らせれば、そろそろ匠たくみ君達との約束の時間。

　スマホに入れているスケジュールアプリが予定をポップアップ通知してくれるのだが、今朝それを見て顔が緩ゆるんで仕方がなかった。匠君達と遊園地、その文字だけで心が躍おどる。

「スニーカーでも大だい丈じよう夫ぶだよね……？」

　スリッパから履はき替かえるため事前に用意していた、玄関のたたきに揃そろえられているスニーカーを見み詰つめていると、背に言葉がぶつかってきた。

「あれ？　珍めずらしいじゃん。まだ家にいるなんて。いつもならとっくに出かけているのに～」

　それに対して、私の体が大きくビクつく。

　可か愛わいらしい声こわ音ねなのに、どうしてだろうか。心を氷の手で摑つかまれているかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまうのは。

　飛とび跳はねている心臓を押さえながら、振ふり返かえらずに唇くちびるを動かして音を吐はき出だす。視界に入れてしまうと、心が弱ってしまうのでこれが精せい一いつ杯ぱいの抵抗だ。

「友達と遊園地に行く予定なの。今日は家まで迎えに来てくれるからこの時間なんだ」

「なら、挨あい拶さつしないとね」

「え？」

　耳に届いた言葉に対して反射的に振り返ると、口角を上げた琴こと音ねと視線が絡からんだ。

「だって気になるじゃない。お姉ちゃんの友達なんて。しかも、そいつお姉ちゃんに好意あるんじゃない？　わざわざ根暗のお姉ちゃんを遊園地に誘さそうんだもん。二人して浮いちゃいそうだよね～。場ば違ちがい過ぎて」

「……いいよ。別に挨拶は」

「だーめ！　私が見るって言うんだから絶対なのっ！」

　決定事項のように強制するその言葉に眉み間けんに皺しわが寄るのを抑おさえられない。どうしていつもこう強ごう引いんなのだろうか。

　私も待ち合わせ場所などもう少し考えれば良かった。このままここにいたら、琴音に匠君を見られてしまう。そうなったら、きっと琴音は絶対に狙ねらいを匠君へと変えるはずだ。いつも私が欲しいものや、愛着のあるものを「ちょうだい！」と言って奪うばっていくのだから。だから、以前お母さんに匠君のことを説明するのを躊躇してしまった。琴音に知られてこうなってしまうのが怖くて。




　──匠君を取られてしまうのは嫌いや。




　そのため、駅かどこか別の場所に待ち合わせ場所を変えてもらおうと決断する。すると、ちょうどタイミング良くチャイムが鳴ってしまった。どうやら、匠君達がもう来てしまったようだ。さーっと血の気が引き足元がぐらつく。まるでぬかるみに嵌はまってしまったかのようにおぼつかない。

「あっ！　来たんじゃない？　例のダサ男」

　琴音はスキップするように靴くつを履はき替かえると、玄関の扉とびらへと向かった。

　ほんの数秒の出来事なのに、酷ひどく長く感じ処しよ刑けい台だいに立たされているかのようにじわりと私を苦しめていく。

　ガチャという鍵かぎを外す音がし、明るい光と新しん鮮せんな空気が体に触ふれると共に、琴音が息を吞のんだのがわかった。

「え、匠先せん輩ぱいっ!?」

「あぁ、そう言えば朱あか音ねの妹だったな。朱音いるか？」

「お姉ちゃん……？　え、匠君ってまさか……」

　二人の視線が私へと向けられる。

「朱音。準備大丈夫か？」

「……うん」

　私は首を縦に動かす。傍はたから見ればブリキの人形のように、硬くぎこちない動作だろう。

「どうしてですか。どうしてお姉ちゃんなんかと先輩が」

「なんか？」

　その言葉に匠君の端たん正せいな顔が歪ゆがみ、ぴくりと片かた眉まゆが動いた。

「私は告白しても断られたのに、どうして平へい凡ぼんでいつも本ばっかり読んで地味で真ま面じ目めだけが取とり柄えのお姉ちゃんと！」

　──え？　告白していたの!?

　私はそんな声を吞み込んだ。初耳だった。そもそもあまり姉妹関係が良くないため、プライベートな会話をほとんどしないので当然と言えばそうだけれども……。

「あり得ないわ。一緒にいても楽しくない暗い女なのにっ！　それなら、私の方が遙はるかに──」

「遙かに何かしら？」

　冴さえ冴ざえとした声が琴音の叫さけびを押しとめるように場を支配する。まるで歌うような声音なのに、相手を萎い縮しゆくさせるには十分だ。

「美み智ち……様」

　揺ゆらめく琴音の視線が映し出している人物。それは、美智さん。

　いつもの着物姿とは違ちがい、今日は夏らしいレモンイエローのワンピースと白い帽ぼう子し姿。

　漆しつ黒こくの髪は二つに結ゆわれ、彼女は砥とがれた日本刀のように、見る人を魅み了りようする微笑ほほえみを浮かべていた。その背景と化している道路にて国くに枝えださんが頭を抱かかえている。

「おい。ここは俺が……」

「お兄様はお黙だまりになって」

　そう言って美智さんは、全開になっている扉の間にいる匠君を押して退どかすと、琴音と対たい峙じするように立った。女神のように神こう々ごうしく、太陽の光を背負っている。

「美智様……」

　唇を嚙かみ一歩後ろへ下がった琴音のせいで扉が閉まりかけたが、それをすかさず美智さんが、手で押さえ込み、間に足を滑すべり込ませる。それには琴音が豹ひように追い込まれた兎うさぎのように戦慄わななき始めてしまう。

「あら？　私のことをご存じなの？」

「……私も六ろく条じよう院いんの生徒ですから。１‐Ａ露つゆ木き琴音です」

「貴女あなたも六条院なの。ちっとも気づかなかったわ。きっと貴女が気にも留めない平凡で地味で暗い存在なのかもしれないわね」

「私が地味で平凡ですって!?　ピアノの特待生で学年でも成績は十位以内に入っているわ。この間だって八位よ」
















「ピアノ？　まぁ、奇き遇ぐうね。私も幼い頃から趣しゆ味みで嗜たしなんでいますの。この間、桜さくら木ぎ先生からお褒ほめの言葉を頂きましたのよ。勿もち論ろん、ご存じよね。日本でも屈くつ指しのピアニストですもの」

「まさか……だって、ピアノを弾ひいているのなんて一度も見たことが……」

「だって私、音楽科ではありませんもの。ふふっ」

　にっこりと微笑んでいる美智さんだけれども、その笑顔はいつもと違ちがう。完全に作っているのがわかる。しかも、目が笑ってない。

　──琴音で平凡……どちらも私には、すごいと思うけれども。

「成績、十位以内なんて素す晴ばらしいですわ。私、いつも首席ですから興味がないのよ。順位表を見に行かずとも、結果はわかっていますし」

「美智、もう嫌いや味みはそれくらいにしてやれ。国枝が胃を押さえてぶっ倒たおれそうだ」

「まぁ！　お兄様。嫌味だなんて……ただ、お話ししていただけですわ。それよりも、先ほど私の方が遙かになんておっしゃろうとしていたのかしら？　とても気になりますわ」

「──っ」

「ねぇ、どんな気分？　人に馬ば鹿かにされるって。少しは他人の痛みがわかったかしら？」

「……」

「因いん果が応おう報ほうって四字熟語ご存じでしょ。朱音さんに対しての侮ぶ辱じよく行こう為いをこれ以上続けるのなら、私を敵に回すと覚かく悟ごしなさい。朱音さんは貴女が見下して良いような方ではありません。だって、お兄様を情熱的なポエマーへと変へん貌ぼうさせるのですから」

　そう言うと美智さんは、にやにやとした笑みを浮かべ、匠君へと顔を向けた。

　それを受け、匠君は怪け訝げんそうにしている。

　すると、さっきまで顔がん面めん蒼そう白はくだった国枝さんは、事情を知っているらしく噴き出していた。

　──ポエマーって、詩でも書き始めたのかな？

「はぁ？　ポエマー……？　って、まさかお前らあれを見たのかっ!?　最低だな！」

「人聞きの悪い。辞書を借りようと思って、お兄様の部屋を訪おとずれた時に偶ぐう然ぜん目に触れただけですのに。見て下さいと言わんばかりに机の上に置いておいた人が悪いですわ」

「忘れろ！」

「それよりも、朱音さん。そろそろ参りましょう。きっとチケット売り場は混雑していますわ。貸し切りにするなり、あらかじめチケット購入するなりすれば良いものを。お兄様ったら気が利きかないのだから」

「え？　は、はいっ」

　今までの張りつめていた空気に完全に吞まれ、第三者のように呆ぼう然ぜんと見ていたけれども、美智さんの言葉でやっと我に返った。そして、慌あわててもう片方のスニーカーを履く。

「美智が悪かった。自分に自信があるのは素晴らしいことだと思う。ピアノを頑がん張ばっているのもわかる。けどな、だからって人を貶けなしたりしていいことにはならないだろ？」

　匠君の言葉に、今まで唇を嚙みしめていた琴音が深く俯うつむいてしまう。

　そんな琴音の傍をすり抜ける時、何か声をかけようかと思ったけれども、どう言葉をかけて良いかわからず、ただ「いってきます」とだけ告げ外へと出た。







　車内は一いつ触しよく即そく発はつの空気だった。

　リムジンのため横に長いシートには、匠君、私、美智さんの順で腰を下ろしている。そして国枝さんは助手席に。匠君は不ふ機き嫌げんそうな表情のままひたすら美智さんを睨にらんでいた。そのため、間に挟まれた私はちょっとだけ困こん惑わくした。

「……お兄様。そんなに見られると、顔に穴が空いてしまいそうですわ」

「なら、ポエムは忘れろ。それからやり過ぎだ。朱音がますます家にいづらくなったらどうするんだ。俺だって感情的にならないように堪こらえていたのに」

「暫しばらくは大人しいでしょう。彼女も愚おろかではないでしょうし。一応、虎とらの威いを借りておくために、先ほどメールしておきました」

「誰だれに？」

「お父様ですわ。朱音さんのご両親にも牽けん制せいしておかなければ。ご挨あい拶さつに伺うかがってもらいます。ちなみに、事情を話したらノリの良いお返事が戻ってきましたわ。なんなら、『遅おそかれ早かれ家族になるんだから、頼たよってくれ！　今すぐでもうちにおいで！』と」

「おいっ！　そういうのは俺が言う！　外野が言うな！　朱音、これはその……」

　匠くんは鼻に汗あせをかき、頰ほおを染めながら私を見つめた。

「朱音様。匠様と美智様がご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません」

　どうしたのだろう？　と小首を傾かしげている中、割って入ってきたのは国枝さんの言葉だ。

　それに、私は首を左右に振る。

　本当は自分で琴音の悪意に対して、嫌だと気持ちをぶつけなければならなかったのだ。

　でも、私はそれができない。ずっと堪たえてきたせいか、なかなか意思表示ができなくなってしまっていた。自分のことより妹優先に。そんな日々だったせいで……。

　さっきは美智さんが庇かばってくれて、心が温かくなった。

「私、ずっとどこかで諦あきらめていたの。大好きな絵本も玩おも具ちやも。お姉ちゃんだからって言葉のせいで自分を押し殺しながら犠ぎ牲せいにしていた。でも……匠くんのことは嫌だったんだ。絶対に譲ゆずれないって思ったの」

「朱音っ！」

「え？」

　がばっとなんの前触れもなく抱だきしめられ、私は言葉を失った。
















　まるで目にゴミでも入ったかのように瞬まばたきの回数が多くなり、口も金魚のようにパクパクとしてしまっている。

　一体、何が起こったというのだろうか？　状況が全く理解できない。頭の中が白いヴェールで覆おおい隠かくされたかのようだ。

　ただ感じるのは自分の速まった脈と、お風ふ呂ろにでも入ったみたいに血の流れが良くなっていることだけ。やたらと存在を誇こ示じしている心臓の音が、匠君に聞こえないかと心配になる。

「俺のことをそんなに……」

　あぁ、そうか。感かん極きわまった匠君の言葉に、彼が先ほどの私の言葉に反応したんだと瞬しゆん時じに理解した。これでやっと腑ふに落ちた。

「うん。だって、匠君は大事な友達だもの。だから、琴音に奪われたくない。一緒にいて欲しいの」




「「「え」」」




　そう告げれば、何な故ぜか三人の声が耳に届く。それは綺き麗れいに重なり音を奏かなでた。

「ごめんなさい……私ではやっぱり……」

「違う！　そっちかよ!?　と思っただけだ」

「ほんと？　なら、良かった……」

「まぁ、友達……うん。友達じゃなくて、友達以上の方だと思わないか？」

「お兄様。それ誘ゆう導どう」

「少し静かにしていろ。俺の今後がかかっているんだ」

「私、今まで友達がいたことがなくて……だから友達以上と言われても……親友とか？」

「それも違うんだが……一いつ瞬しゆん天然かと思ったけど、朱音はずっとそういう生活だったんだもんな。わかった。俺が格上げして貰もらえるように頑張るからいい」

「格上げ？」

「あぁ。俺もお前の隣となりは譲れないからな」

「うん。ありがとう」

「俺は何があっても朱音の味方だ。今まで妹ばかりだったかもしれないけれども、少しずつでいいから朱音は朱音で自分を持て」

　その言葉に私の視界が滲にじんでいく。

　──だって、ずっと味方なんていなかったから。

　両親もずっと妹のことばかりで、私なんて信じてくれない。

　子供の頃、二人で留守番中に琴音がお母さんの大事にしていた食器を割ってしまったことがあったが、あの時も話も聞かず全て私のせいになった。しかも琴音が触れて指を怪け我がしてしまったから、余計に叱しかられてしまったし。

　何年もそんな日々を過ごしてきたから、ずっと一人だと思っていた。

　そこに匠君達が現れ、味方だって言ってくれたのが嬉うれしくて涙なみだが止まらない。

「朱音っ!?」

「朱音さんっ!?」

　急に泣きだしてしまった私に、二人から慌てた声が聞こえた。

「味方って言ってくれてありがとう」

「朱音……」

　抱きしめている匠君の腕うでに力が込められたかと思えば、今度は背中に温ぬくもりを感じた。それは美智さんが私のことを抱きしめてくれたから。

　そのため、私は二人に挟まれるような形になっている。

「私も味方ですわ。ですから頼って下さいね」

「はい」

「みんな仲良さそうですね。でしたら、僕もまぜ……ヒッ！」

　という国枝さんの声が聞こえてきたが、最後は悲鳴に。

　彼に何が起こったのか、がっちり二人に抱きしめられているためわからない。

「あの……私のことも頼ってね……できることなんて限られているし役にも立たないかもしれない。でも……私、二人のことが本当に大好きだから力になりたいの……それは心の底から思っている」

「だ、大……好き……っ!?」

「お兄様。魂たましいが抜けかけているような顔をしていますわよ。大好きには私も含まれていることをお忘れなく」

「おい、少しくらいは浸ひたらせてくれって！」

　そんな二人を瞳に映しながら私は顔を綻ほころばせて願った。

　どうかこの先も大好きな人達と一緒にいられますようにと……。








終わり
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　はじめまして。歌か月づき碧あお威いと申します。

『妹が可愛かわいいのでコンプレックス持ちになった少女が、御おん曹ぞう司しに溺でき愛あいされました。』をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　元々このお話は小説投稿サイトに掲載した短編集の作品の一つでした。

　短編で終わるはずだった朱あか音ねと匠たくみの物語が、あの時いただいたたくさんの応援に励はげまされ、続きを書くことになり長編連載へ。そしてこのたび、お陰様で念願叶かなって夢だった書籍化をすることができました。ｗｅｂ上にていつも暖かいお声をありがとうございます。




　さて、ヘタレポエマー御曹司の匠とコンプレックス持ち少女の朱音の話はいかがだったでしょうか？

　お話を楽しんで頂けたら嬉しいです。

　朱音は絵本を通じて出会った匠がきっかけで少しずつ変わっていきました。匠が望む恋愛フラグはまだ気づく様子がありませんが、そちらも少しずつかなぁと思います。

　きっと匠は朱音との仲が深まるにつれ、ポエムの枚数が増えていくでしょう。




　では、スペースをお借りして謝しや辞じを。

　イラストを担当して下さったｈはｎなｋこ先生。ふんわりとした可愛らしいイラストありがとうございます。ラフ画の朱音が可愛くて待受にして愛めでていました。

　担当様。自分では気づかなかった文章の癖くせなど、色々勉強させていただきました。作業に関する知識が全くなかった私に色々丁てい寧ねいにご指導していただき、ありがとうございました。

　また、本作に関わって下さったすべての関係者の皆様にお礼申しあげます。




　そして最後に、ご縁があり本作を読んで下さった読者様に最大級の感謝を。ありがとうございます。




　では、またどこかでお会いできることを願って。


歌月碧威
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　俺と朱あか音ねは放課後、五ご王おう図書館のプライベートルームにいた。

　つい先ほどまでそれぞれ読書をしていたけど、ちょっと休きゆう憩けいして下の喫茶店から配達して貰ったアイスティーとフルーツのパウンドケーキを食べつつ会話を楽しんでいる。

　好きな子とソファに隣同士に座りながら、まったりと過ごす。

　なんて幸せなのだろうか──。

「あっ、そうだ！　匠たくみ君、ゆるキャラのアプリ使ってみた？」

「ゆるキャラってなんのだ？　あのジャンプするやつか？」

　某人気ゆるキャラの名を告げれば、朱音に首を振られてしまう。

「ううん。えっと……あっ、あった。これなんだけど……」

　朱音はそう言いながら、手にしていたスマホを操作し、俺へと差し出してくれた。

　そのディスプレイに映し出されていたのは、『ようこそ五王図書館へ！』と書かれた看板を持っているウサギ。真っ白な毛をしたウサギは、円つぶらな瞳でこちらを見ている。リュックを背負い、手にスコップを持ちながら。

「うちにゆるキャラなんていたのか。まぁ、でも図書館だからな」

　図書館は大人から子供まで幅広く使用しているので、ゆるキャラは親しみやすいだろう。そのため、俺は差し当たって気にも留めずにいた。

　ただ、一点を除いて──。

「このウサギ、あの絵本を思い出すんだが」

　父が描いた絵本とは違ってこちらは線の歪ゆがみもないし、色もはみ出していない。とても可か愛わいらしいウサギだ。

「匠君もそう思う？　私もそんな気がしたの。絵本のまんまのウサギだよね」

「たぶん、ウサギの冒険をモチーフにしたんだろう。しかし、アプリがリリースされているのをよく知っていたな」

「匠君のお父さんから教えて貰ったの。良かったら匠君と一緒に使ってみてって。カメラアプリだから写真も撮れるし、このウサギのキャラ──『ごおうたん』のフレームを使って撮影した写真を合成もできるみたい」

「ごおうたん……」

　ネーミングセンスに引っかかりを覚えるのは俺だけだろうか？

　いや、でも変に捻ひねるよりも、こういうあっさりとした名前の方が老ろう若にやく男なん女によ覚えやすいから良いのかもしれない。

「カメラアプリなんだけど、占いもできるんだって。たしか、ここを押したら……あっ、出てきた」

「どれ？」

　朱音の持つスマホのディスプレイを眺ながめれば、ウサギが二つの看板を持っていた。看板には、友達や恋人との相性を知りたい人は二人用の相性診断のある一へ。人相診断がしたい人は二へと記載されている。

　俺はそれを見て目を大きく見開いてしまう。

「……あ、相性診断だとっ!?」

「え？　うん。どちらの診断結果でもオススメの本を教えてくれるみたいだよ。なんか、そういうところが図書館っぽくていいよね」

「やろう！　ぜひ、やろう！」

　弾はずむ感情が抑えきれない。俺は朱音との相性診断結果が知りたくてたまらなかった。

　そんな俺のテンションの高さに、一瞬だけきょとんとした表情を浮かべていたが、すぐに「匠君がやりたいならいいよ」と笑って頷うなずいた。

　──朱音との相性、良いといいな。

「ちょっと待ってね、今やり方を見てみるから。えっと……一をタッチして相性診断モードで撮影すればいいみたい。ただ、顔認証モードがちゃんとなっていないと撮影できないって」

「顔認証？　あぁ、人物にフォーカスを合わせるやつか」

「そう。それでピントが合わされば、ごおうたんが教えてくれるから撮影してねって書いてあるよ。早速やってみる？」

「あぁ、そうだな」

「じゃあ……」

　朱音が腕を伸ばしてスマホの距離と角度を調整し始めたので、俺は彼女のスマホのディスプレイへと視線を向ける。するとそこには、インカメラによって映し出されている俺と朱音の姿が。

　ただ、俺も朱音もどちらも半身のみしか確認できず。どうやらお互いの距離が離れているためフレーム内に収まっていないようだ。

「もう少し寄った方がいいな」

「うん」

　二人して距離を縮ちぢめるようにソファを移動すれば、ぴたりと体がくっついてしまった。

「ごめんなさい！」

「俺のほうこそ、ごめん！　あっ、でもこれで二人の顔がちゃんと入ったみたいだな」

「本当だね。でも、ごおうたんが出てこないね……診断中になれば出てくるんだけど……」

「もっと近づかないとダメなのか？　いや、でも今でも十分結構近いぞ？」

　と、口にした瞬間、画面にごおうたんが現れた。

　そのため、やっと診断が始まるかと思えば、「ごめんね、もう少し近づかないと診断できないよ」という台詞せりふが表示される。

「はぁ!?　もっと!?」

　おい、このごおうたん人工知能が組み込まれてないだろうな？

　五王家が俺のことをにやにやと見守っているせいか、このごおうたんも五王家連中と同じように思えてしまった。

「匠君と私では身長差があるから、ソファの上に座った方がいいかな……？　匠君、スマホを持つのを代わって貰ってもいい？」

「あぁ」

　俺は朱音からスマホを受け取って腕を伸ばして角度を調整する。だが、やはり画面は診断モードのままで、顔認証モードになり撮影・スキャンする様子がない。

「匠君。少し触ってもいい？」

「ん？　いいよ」

　俺が頷けば、隣でごそごそと衣の擦こすれる音と共に、肩にそっと何かが触れるのを感じる。そのため、ディスプレイを見れば、手ですっぽりと包み込めそうなぐらいに小さな手が乗せられているのが視界に入った。それは朱音の手だ。

　どうやら彼女はソファの上で膝ひざ立だちになり俺の肩に手を添え、ぐっと顔を寄せているようだ。

「朱音っ!?」

　頰ほお同士が触れるまではいかないけれども、それに近いような環境になってしまっている。すぐ傍そばに朱音がいたのだ。

　自分の顔を右へとずらせば、彼女の頰に口づけしてしまうぐらいの距離に。

　その近距離を認識した瞬間から、俺の鼓こ動どうは早はや鐘がねを打ち血管の流れがやたら良くなっていた。まるでサウナにでもいるかのように、体は芯しんから熱くなっている。

　こんな近くにいて、朱音にこの心臓の音が聞こえてしまわないか不安……。

　だが、このままの状態って結構キツイ。近い！　近すぎるのだ。

　──俺だけだよな……こんな風に意識してるのって……。

　ちらりと朱音の様子を窺うかがえば、普段通りの彼女のまま。それにちょっとだけ胸が痛んだ。男として意識されていないことに。

　こんなに近いのにこんなに遠い。もし、今すぐ俺にＡ４の紙を渡した場合、空白スペースがないぐらいにペンを走らせるのは確実だ。それくらい、溢あふれる感情が爆発しそうなのを押し殺している。

「匠君」

「動いちゃってごめん！　ちょっと心臓がっ！　意識が朱音ばかりに向い……」

「え？」

「……い、いや、その……なんでもない。それより、どうしたんだ？」

「ごおうたんが出たみたいだよ。ほら」

　朱音に言われて視線を向ければ、確かにごおうたんがいる。認識したよ！　という吹き出しを付けて。

　だがしかし、できるならば、もっと早く出現して欲しかった。

　空調が効いている部屋だというのに、変な緊張のせいでもう喉のどが張り付きそうなぐらいに乾燥している。そのため、テーブルの上に置かれているアイスティーへと手を伸ばそうとすれば、「待って」と朱音から制止されてしまう。

「どうしたんだ？」

「撮影、まだ終わってないの。数枚撮影して写りがいいのを探すみたい。あ、今終わってスキャンするって。もう動いてもいいよね」

　ディスプレイへと視線を向ければ、確かにそう表示されている。

　座り込んだウサギがニンジンを食べているのだが、それがなくなれば完了となるらしい。

「匠君との相性診断、良いといいなぁ」

「えっ？」

　想像もしていなかったそんな言葉に、俺の体が大きく跳はねた。

「な、なんで……？」

「友達とは相性が良い方が嬉しいから」

「そっちか」

「あっ、でも悪かったとしても……あ、結果出たみたい。ごおうたん、ニンジン食べ終わったね」

「本当だな」

　ディスプレイには、ニンジンを食べてお腹が膨ふくらんだウサギの姿があった。ウサギは、リュックを下ろすと、がさごそと荷物を漁あさり始める。

　早く結果を教えて欲しい。荷物なんてどうでもいいから、まず相性を！

　急せかしたいが、相手はプログラム。そのため、俺は逸はやる気持ちを抑えつつ、ディスプレイを睨にらむように凝ぎよう視ししたまま。

　やがてウサギは鞄かばんから一冊の本を取り出し、それを広げた。本がアップになり、ページが自然に捲られて……待ち望んでいた結果が出たのだが、俺はそのくだされた診断結果につい叫さけんでしまった。

「はぁ!?　なんだよ、この診断結果！」

　俺と朱音の相性は、『こんなに近い距離で写真が撮れる二人は、相性診断なんて必要ないよ！』らしい。

　たしかに、人にはコンフォートゾーンというものがある。満員電車で人との距離で不快に感じるのは、親しくない人が自分の領域に立ち入っているからという話もある。要するに、親しくない人との距離は遠くなり、親しい間柄の人とは距離が近くなるということ。

「当たり前だろうがっ！」

　たいして仲が良くない人とはこんなに近づいて写真なんか撮れないに決まっている。相性診断でもなんでもないではないか。

「匠君、見て。オススメの本、『ウサギの冒険』だって。二人に縁えんのある本になるかもしれないよだって。当たっているね」

「まぁ、その点に関しては……」

「撮影した写真どうする？　ごおうたんのフレームが合成できるみたいだよ。作ってみる？」

「そうだな」

「うん。じゃあ、どれにする？　完成したら送るね」

「送信してくれるのか!?」

「もちろん」

「ありがとう！」

　その後、朱音と二人で楽しく完成させた写真。それを俺が速攻スマホの待受にしたのは言うまでもない──。








終わり
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